
Ronsard研究序説

一一恋愛詩集の用語と文体を中心にして一一

本 城 格

序 論

1. Ronsardの死後の運命

Gilbert Gado妊reは大略次のような意味の言葉でその Ronsard論を書き始めている。

人ならずさまざまな Ronsardがいる。 1550年の，一派の首領としての若い気負いたった

Ronsardo 1570年の，詩王と仰がれた Ronsardo Malher beと Boileauによって伝えられた

面白を失った Ronsardo Sainte-Beuveによって半ば名誉を回復した Sainte-Beuve的な

Ronsard。 リセやコレージュで教わる， いわば Sainte-Beuveの私生児とも言うべき Ron-

sard。それはマリーへの清澄なソネのためにもてはやされ，古典派大作家の先駆者たるの役

割を背負わされた Ronsardである。 Gado妊reのこの言葉は Ronsardその人と彼が死後た

1. Gilbert Gado妊re:Ronsard par lui-meme. 

2. Pierre de Ronsardは1524年9月11日， Vendδnleの西方約7里， Loir河の左岸， Couture村の laPosson-

niereの館で生れた。父 Louisは LouisXII， F rancois 1町に従って，イタリヤに転戦，後に王宮の Premier

maitre d'hotelに任ぜられた。彼はイタリヤで文芸復興の姿に接し，自らも新しい学芸を曙んだが，息子が詩作

に興味を持つことを好まず，軍人，外交官の華々しい将来を期待していた。かくて Ronsardは壬太子 Francois

の小姓となる。 Francoisは，彼が仕えて 3日目に急死。第 3王子 Charlesの小姓となる。 Ronsardは，王女

Madeleineがスコットランド王 JacquesV と結婚，かの地に渡るのに随行。病身の Madeleineは到着後2ヶ

月にして死亡。彼は， 1538年，イギリス経由にて帰国。 1540年，著名な hellenisteで外交官の Lazarede Baifが

Haguenauの会議に出席するのに秘書として同行。彼はドイツの碩学たちに接し， 自分の教養不足を痛感。帰

国後，高熱を発し，慢性耳炎を併発，半聾となる。郷里にて療養中，詩作を試みた。最初はラテン詩を試みたが，

それを放棄し，フランス語にて Horatiusの自然な優美さを模倣しようと努めた。父も，息子が半聾となった今

では，息子が学問の道に入るのを許し，剃髪を受けさせることにした。

1543年3月， Le Mansにおいて司教 Renedu Bellayから剃髪を受けた。その際， 司教秘書の Jacques

Peletier du Mans 0517-1582)に出会った。この出会こそ， Pleiade派の出発点を劃する。 フラソス詩の顕揚

を志していた Peletierは Ronsardに共にフランス詩の改革に立上るよう勧めたらしい。 ここで Ronsardは

将来の進路をはっきり自覚した。翌年父が死去，彼は勉強を基礎からやり直そうと Parisに出る。彼は Lazare

de Baif家に出入りし，その子息 Antoineが Jeanl)orat (1508-1588)を招いて古典語の教授を受けている席

に彼も同席するようになる。 1547年 Lazareが死去。l)oratは Baif家を去り， コクレ学院の院長になる。

Ronsardと Baifは同学院に入学，ひきつづき師の薫陶を受ける。やがて Joachimdu Bellay 0522-1560)も
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どらねばならなかった運命とをみごとに要約している。

Ronsardは死後， 17世紀になって， フランス古典主義の立法者 11alherbe(1555--1628)， 

Boileau (1636-1711) などによって， さんざん叩かれたことは有名である。 11alherbeはそ

の所有する Ronsard詩集や Desportes詩集の，自分の気に入らない詩句を抹消し，欄外に

その理由を書きこんでいたことも有名な事実である。 11alherbeの弟子 Racanは次のよう

な逸話を伝えている。ある日， Yvrande， Racan， Colombyなどが 11alherbeの机にあった

例の Ronsard詩集を繰っていた。 Racanは 11alherbeに， Ronsard詩集の抹消していない

部分は， これをよしと認めているのかとたず、ねた。抹消した部分同様認めていないと 11al輔

herbeは答えた。そこで Colombyは彼に言った，あなたの死後この詩集を手にする人は，

あなたが抹消していない部分を是認していたものと考えるに相違ないと o 11alherbeはそれ

を聞き，即座に残りの部分を抹消してしまったと言うのである。

11alherbeの手で抹消された Ronsard詩集は今日失われているが Desportes詩集の方

は幸い残されていて，容易にそれを手にすることができる。この詩集の欄外に記された抹消

の理由即ち commentaIreは， Desportes， 11alherbe両人の詩に対する考え方の相違を知る

上に重要であるばかりでなく， 11alherbe自身古典主義の立法者の一人にかぞえられながら，

自己の詩論的なものを何一つ書き残していないため，彼の詩の理論を知る上に貴重な資料を

提供している。

コクレ学院に入学，かくて若い詩人のグループが形成されて行く。

彼らの師 Doratは古典語，殊にギリシヤ語に長じ，講義に際しては，たえず両古典文学を対照させ， ラテン

文学が如何にギリシヤ文学の影響を受けて育ったかを示そうと努めたと替われる。若い人たちはかかる教育を受

けて， ローマの例に鑑み，たとえ貧弱な国語，文学であっても，優秀な文学に接してそれから養分を吸収すれば，

立派な作品を生むようになると考えるのは当然である。この信念が後の改革の原動力となる。

1548年の半ば頃，突然彼らの静かな勉学の生活をかき乱す事件が超った。パリ高等法院の弁護士 ThomasSe-

bi1let (1512-1589)が詩論を出したのである。詩とは天上の神秘界につながる神聖な芸術であり，神の霊感にふ

れた者のみが詩人の名に価する。だから単に技巧の端に遊ぶような詩作は排さるべきであり，かかる傾向に陥り

がちな在来のジャソルを捨て，新しいものを育成しなければならない。このためには，範を古代あるいはイタリ

ヤに求め， odeや sonnetを開拓しなければならない。このように Sebi1Ietの掲げる原則は，後日 Pleiade派

が宣言するものとほぼ同じである。しかしSebiIIetはClementMarot， MelIin de Saint-Gelais， Hugues Salel 

などのフランス詩人を古代の詩人たちと並べて模範として推し，しかも引用している例文は，これらの詩人たち，

殊に Marotのものが大部分を占めている。要するに彼は，古代の詩人を撰める人たちと Marot派との妥協を

はかったのだ。 Dorat門下の熱烈な humanistesたちには， この妥協の試みが我慢できなかった。 ここから彼

らの宣言寄「フランス諮の擁護と顕揚Jが生れるのである。 cf.Chamard: Histoire de la Pleiade. 

3. Philippe Desportes (1546-1606)は Ransardの流れを波むが，彼の Petrarca風の恋愛詩は軽妙にして宮

廷の人気を集め，その声名は晩年の Ronsardのそれを脅かすものがあった。

4. Vie de Mr de Malherbe par Mr de Racan， Oeuvres de Malherbe par Lalanne， Tome 1， LXIII-

LXXXVIII. 

5. Oeuvres de Malherbe par Lalanne， Tome 4に収録されている。
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こうした攻撃によってと言えば，事実を余りにも単純化することになるが，とにかくフラ

ンスの詩王と仰がれ，国内はもとより国境を越えてその名をとどろかせ，作品が鯵しく販を

重ねていた Ronsardは， 1630年の綜合作品集第15版を最後に， その作品集が刊行されなく

なり， およそ 2世紀にわたって忘却にも等しい誤解の中に陥ってしまったのである。 ROl1-

sardは， 16世紀において， し、かに高く評価されていたかは， たとえば彼とほぼ同年輩で，

当時法曹界で活躍していた著名なユマニスト EtiennePasquier， あるいは Montaigneが

Ronsardに呈した讃辞を見ても明らかである口それほど高く評価されていた Ronsardが，

何故 Malherbeによってあれほど徹底的に否定されねばならなかったのか口両者の作品，

詩作態度の聞に如何ともしがたい対立が見られるのであろうか。

前述の， Malherbe自身が抹消し，欄外に commentaireを書きこんだ Ronsard詩集が現

存しておれば，何故 Malherbeがあれほど Ronsardを否定したかを探る直接的な資料とな

りえたであろう口 今日残されている直接的な資料は， Katzも指摘しているように，いずれ

も無意味に近く， Malherbeの Ronsard観を知るのにほとんと、役立たない。そこで残るの

は，前述の Racanの伝える挿話など間接的な資料のみで，それらから知りうることは， 彼

が Ronsaτdの作品を抹消し， 全的にそれを否定したという事実だけである。かくて Mal-

herbe自身の口から， Ronsard否定の理由を具体的に聞くことはできなし~

6. Ferdinand Brunot (1860-1938)は， Malherbeの commentaireによって， Malherbeの理論を構成し，

La Doctrine de Malherbe d'apres son commentaire sur Desportes (1891)を書いた。 Brunotはその序文

において， この commentaireは Malherbeが理論的な書を書き残していないが故に， 彼の理論を知る上に貴

重な資料である所以を強調している。 Malherbeは理論の書を書かず，しかも古典主義の形成に寄与したについ

ては，当時興りつつあった文学サロン的なものの影響を考慮しなければならない。

7. こうした攻撃となって現われたその背景の地盤が重要なのである。

8. Etienne Pasquier (1529-1615)は次のように Ronsardを称讃している。 <<11(恥1arot)fut le premier Poete 

de son temps， Ronsard est celuy que je mets devant tous les autres， sans aucune exception et reserve. 

Car ou jamais notre poesie n'arriva et n'arrivera a sa perfection， ou si elle y est arrivee c'est en notre 

Ronsard qu'i1 la faut telle recognoistre.>> (Recherches de la France， VII， 714， cite par Katz dans son 

Ronsard's French Critics， p. 27ふ Montaigne;<<Quant aux Francois， je pense qu'ils l' (la po白ie)ont 

montee au plus haut degre 0也 ellesera jamais; et， aux parties en quoy Ronsart et du Bellayexcellent， 

je ne les treuve guieres esloignes de la perfection ancienne.>> (Essais， II， XVII， cite par Maury dans 

son Ronsard; Poesies Choisies) 

9. 今日残されている直接的な資料は， Katzによると，次の 3点、につきる。 Katz;op. cit.， p. 66. 

1) Ronsard綜合作品集第14版(1623年〉において，恋人 Cassandreの肖像の下に掲げられたく:<Pourle 

portrait de Cassandre>>と題する Malherbe作の 4行詩。

2) Malherbeの <<Commentairesur Desporteゅの中に時たま見出される Ronsardへの言及。

3) Malherbeの commentaireが書き込まれた Desportes詩集には， Desportesの恋人 Cleoniceを讃え

る Ronsardのソネ <<Enfaveur de Cleonice>>が掲げられていて， Malherbeがそのソネにも書きこんで

いる commentaire。

10. Commentaire sur Desportesを Ronsardの場合にも利用できることは言うまでもない。
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少し時代が下がるが， Malherbeと Boileauの中間時代の有力な Ronsard反対者 Guez

de Balzacには，比較的整った Ronsard批判が見出される。それを読めば， 17世紀が Ron-

sardを手きびしく否定するに歪った理由をある程度つかむことができょう q

「あれほど名声をはせ， 賞讃されたこの詩人 (Ronsard)は，彼自身の欠点とその時代の

欠点とを有している。JBalzacは， Ronsard自身が欠点を持っているばかりでなく，彼の生

きた時代も悪かったと分けて考えている点に注目したい。 Balzacは他の場所で， rしかし運

命が彼をわが時代に生活させたなら，間違いなくよりよい模範により啓発され，彼の作品か

ら多くのものを消し去り，自分の作品がすっきりした性格になるのを見たことだろ札(高

田勇氏訳〉と言っているのは Ronsardが悪い時代に生きたとする Balzacとして当然の発

言であろう o この発言こそ， 16世紀と17世紀との聞の距離の自覚を示すものに他ならない。

「それは (Ronsard)は一人の全き詩人ではなく，詩人の萌芽であり，素材なのだ。彼の

作品には，形づくられ，生育はしているが，全き姿となるにはほど速い肉体の，生れたばか

りの，半ば生命を与えられた各部が見出されるo なるほどそれは大きな泉ではあるが，濁っ

た，どろどろの泉である。水より泥が多いばかりか，塵芥が水の流れをせきとめている泉な

のだ。JBalzacはさらに続けて， Ronsardには詩人としての天分，想像力，自在さがあるが，

用語，内容の両面にわたって秩序，調和はほとんど見られず，選択にいたっては皆無である

と言う。 Ronsardには天分，想像力，自在さがあると言うのは，彼が大きな泉である所以で

あり，秩序，調和，選択がないのは，彼の泉が濁りきっている所以であろう。 r我慢のなら

ない不敵さですべてを変革し，刷新しようとし，驚くべき放縦さで粗悪な語や言いまわしを

製造し，慣用に反しょうが，俗悪，晦渋であろうが頓着なく，心に浮ぶものを手当り次第に

使用する。」したがって， Ronsardの泉は塵芥にせきとめられているのだ。

ついで Balzacは Ronsardには判断力が不足していることを指摘する。 rRonsardには

判断力が欠けていると断言しないにしても，彼の詩作品の大部分にあっては，判断力が主導

権を握って他を支配する位置を占めていないと言うにとどめるなら，彼にとって寛大な見方

になるのだ。JBalzacのこの手きびしい Ronsard批判は，とりもなおさず16世紀の奔放さ，

豊鏡さに対する17世紀の形成されつつあった古典主義の秩序，選択，判断力の対決であるこ

とが明瞭に看取される。

Malher be， Balzacといった反 Ronsard派ばかりではなく，当時 Ronsardを讃美し，擁

11. JeanよouisGuez de Balzac (1594-1654)書簡作家， 17世紀散文の形成に大きな役割を果した。

12. Trente幽uniemeEntretien de Balzac， cite par Goujet dans sa Bibliotheque francoise， Tome 12， p. 245. 

13. 高田勇氏「ロンサール研究史J(文芸研究第4号)Balzacが Jeande Silhonに施てたラテン語の書簡。

14. Trente-unieme EntretIen de Balzac. 
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護する人たちもいたことは言うまでもない。 Katzによれば， 1600年から1630年頃までは，

Ronsardの敵と味方の勢力はほぼ伯仲していたが， その後は味方の勢力が衰えていく。

Ronsard讃美を高らかに奏でていた人たちも，敵方の攻撃が激しくなるにつれ，讃美から強

い Ronsard擁護の調子に移っていったと言う O

ここで，やはり Katz のあげている次の事実に注目したし、。 1627年，詞華集 ~Le Sejour 

des Muses， ou la cresme des bons vers …》がルアンで刊行されたが，その中に Ronsard

の詩が10篇掲げられている。編者は r過去の文体と現在のそれとの差異を明らかにするた

め， Ronsardのこれらの詩篇を組みいれた。」と言っている口編者は Ronsardと17世紀の間

の距離を明瞭に指摘し， Ronsardを過去の代表者として提出しているのだ。1.M.という頭

文字だけで編者名は明らかでないが，反 Ronsard派であることは言うまでもなし、。

ここで注意すべきは，反 Ronsard派に限らず， Ronsard派といえどもこの16世紀と 17世

紀間の距離を認めざるをえなかった事実である。 Ronsard擁護者と見られる lePere Fran-

cois Garasseの，もし Ronsardにしてこの世に戻って来たなら，彼の詩篇の多くを消し去

り・・・・・・という Balzac的な発言もさることながら， この問題の Ronsardの詩句の改訂， Ron-

sard自身企てるすべのない改訂を当時の最も熱烈な Ronsard擁護者 Mariede Gournay 

が自ら手を下して敢てやってのけた事実に注目したい。この驚くべき事実は，時代の好みが

大きく変化したのを彼女自身認めざるをえなかったことを物語るものではなかろうか。

当時形成されつつあった古典主義の潤いのない規則正しさよりも 16世紀の自由さを愛した

彼女は， Ronsardに熱烈な讃美を捧げ，機会あるごとに彼を擁護して来たが， 臼分の努力が

効のないのを見て，遂に Ronsardの改作を思いついたのである。 Ronsardの偉大さを理解

させるには，まずその作品を理解させなければならなし、。それには.Ronsardの作品を若返

らせる必要があるのではないか。 かくして，彼女は Ronsardの腫大な作品の改作に手をつ

け， Guillaume Colletetの忠告にもかかわらず 2・3の作品を実際に改作したらしL、。そ

15. Katz: op. cit.， p. 40. 

16. ibid.， p. 66. 

17. le Pere Francois Garasse 0585-16:-31)， jesuite，激烈な論争家。 Doc:trinecurieuse des beaux esprits de ce 

temps ou pretendus tels (1624)の著者J

18. 恥1arjorieH. Ilsley: Marie de Gournay's revision of Ronsard's“Harangue du duc de Guise." P. M. L. 

A.， volume LXVII， p. 1054. Marie de Gournayは Montaigneに傾倒し， Montaigneの死後， Essaisの

校訂版の刊行に努めた心彼失‘は Ronsardにも熱烈な e讃美を捧げていた。彼女は改作した Ronsardの作品を，

1624年， ルイ 13世に献じ， 王宛ての書簡の中で， Ronsardの傑作約20篇をある人から贈られたが，贈主の言う

には，それらの作品は Ronsard自身晩年に手を入れ，彼の書斎で発見されたものであることをほのめかしてい

ると言う。 これこそまさに superchげたである ο きびしい倫理観を表明している彼女が敢てこうした改作に手

をつけたことに注意しなければならない。
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のうち， La Harangue de tres-illustre et tres-magnanime Prince Francois， duc de Guise， 

aux Soldats de Metzの改作が今日残されている口

彼女は Ronsardの本文 291行のうち， 159箇所を訂正している。訂正箇所を仔細に検討

したIlsleyによると，彼女の訂正は種々の面にわたっているが，やはり訂正の中心は用語の

面に置かれている。Ilsleyは次のような意味のことを言っている。 Rabelais，Ronsard， Mon-

taigneの豊かな語柴を形づくる数かずの語を熱烈に擁護していた Marieが， <Harangue du 

duc de Guise)>の中で Ronsardの華麗な用語を数多く削り取っているのを見ると，いささ

か感なきをえないと。彼女はある程度時代の傾向に譲って，古びた語，余りにも大胆な語を

除いたのである。このように， Ronsardと17世紀との間の距離が問題になる時，前面に出て

来るのは Ronsardの用語なのである O

Ronsardに関する Chapelainと Balzacの論争もよくヲ|き合いに出される。 しかし，両

者の意見は根底においてさほど異ならなし、。 Chapelain自身もそれを認めているo Chape-

lainの主張を要約すれば， Ronsardは，フランス，スペイン， イタリヤをとわず， 現代の

いかなる詩人に比しでも，同等あるいはそれ以上の天分を有していたが，彼の生れた時代が

悪かったのだ。国語がより完成し，規則立てられた時代に彼が生れていたなら，現在・未来

にわたってフランスのし、かなる詩人にも優っていたであろう。このように， Ronsardを擁護

する Chapelainも，大胆な新造語の使用，古代詩の盲目的な模倣など Ransardの欠点を認

めている。しかし彼は，それらの欠点を有しない者即優秀な詩人とは考えず，欠点を有しな

がらも優れた詩人でありうると考えたのである。要するに Balzacと Chapelainの相異は，

一方が Ronsardの欠点を重視するのに対し，他方がその長所に力点を置く， 力点の置き方

の相違にすぎなくなる口

Ronsard擁護派の努力も空しく， 17世紀も半ばを過ぎると，その勢力は急速に表える。そ

こへ， 1674年 Boileauの有名な「その後に従った Ronsardはまた格別の方法で，総てを規

則立てつつ総てを乱脈に陥れ，……仏蘭西語の中で希蝋認や羅典語をあやつった彼の詩も…

…J (丸山和馬氏rVむという決定的な判決が下されるのである。

19. ibid.， p. 1059. 

20. Katz: op. cit.， p. 89. Jean Chapelain (1595-1674)は段初の Academie会員の一人で， Acadel11ieの形成

に重要な役割を果すと同時に古典主義の形成にも寄与した。 彼とBalzacの論争は Katzによれば， 1640年

4月29日付の彼の Balzac宛の番簡に始まる。

21. Ronsard， qui le CMarot) suivit， par une autre rnethoc.le， 

Reglant tOl1t， brouilla tout， 6t un art a sa rnode， 

Et toutefois !ongtel11ps eut l1n heureux destin. 

Mais sa I11Use， en francais parlant grec et latin， 

Vit dans l'age sl1ivant， par un retour grotesque， 
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この Boileauの判決は以後長い期間にわたって支配し，人びとは Ronsard一派の真価を

認めようとしないばかりか，その真価を探る努力をもせず，その努力に佃iしないものとして

顧みなかったと言っても過言ではない。

たとえば， 18世紀の碩学 l'abbeGoujetはその誇 Bib1iothequefrancoise ou Histoire de 

la 1itterature francoiseにおいて， 57頁にわたって Ronsardを論じているが， その見解は

Balzac， Boileauを一歩も出ていないと百えよう。彼はまず Ronsardの生涯をたどっている。

Ronsardが師 Doratから受けた古典語の教育は，彼の趣味形成に役立つどころか逆にそれ

を損う結果になった。彼はギリシヤ人を模倣するだけで満足せず，フランス語をギリシヤ語

の言いまわしに隷属させようとしたのだ。彼は， 盟友 duBel1ayとは逆に， フランス語を

頗る貧弱であるとし，ギリシヤ・ラテンの語荒で、それを豊富にすべきであると考え，フラン

スの詩神をしてアテネ・ローマの言葉を語らせる結果になった。そのうえ彼は好んで作品に

博識を持ちこんだが故に，詩を贈られた恋人たちはその詩を理解するため注釈が必要になっ

たと I恋愛詩集」第2版に著名なユマニスト Muretの注釈が付されたことを皮肉ってい

る。

しかし Ronsardの初期の作品は好評を博し，人の妬みを買いもしたが， やがて王の支持

が彼の方に傾いて来た。かくて彼は征服者のように詩眉に君臨し，すべてを破壊して新しい

旋を制定する権利を有するかのように振舞った。 Ronsardはこれほど欠点を持ちながら， 16 

世紀において彼ほど報われ，称讃された詩人はいない。

ついで Goujetは Ronsardの手がけた各ジャンルの批判に移っているG 中でも「恋愛詩

集」に対する彼の舌鋒はきびしい。まず，恋愛詩は聖職者であり，聖職禄をはむ者にとって

まことに相応しい主題であると皮肉っている。その恋愛詩は，彼の生存中， もてはやされた

が故に，彼は後世もそれに興味を持つものと信じていたが，それは彼の誤算であった。久し

い以前からもはや誰もそれを読む者はし、ない。今もそれを思川、出す人があるとすれば，それ

は Ronsardが自己の才能の使用をかくも誤ったのを惜しむためにすぎない。 あれほど愚劣

な作品に真面目にit釈を施した Muretの忍耐力と単純さにあきれるとまで言っている。

なるほど Goujetは Ronsardのよい点は一応ょいと認めはするが， すぐつづいてそれに

対してきびしい批判をつらねるのである。最後に彼は次のように結論している。 Ronsardが

Tomber de ses grancls mots le faste peclantesque. (L' Art poetique， Chant premier， 123-128). 

22. l'abbe Claucle Pierre Goujet (1697-1767)の18巻よりなる文学史問bliothequefrancoise ou Histoire de 

la littむaturefrancoise (1740一〉は，今日?手通の文学史に出ていない作家を知るうえに資重な資料を提供してい

る。

2:-3. Du Bellayは， フランス語があらゆる主題を取扱い，徴妙な思想を表現するのに十分豊富であり， 美しいと

主張したと Goujetは言うが，これは彼の誤解である。
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大きな天分を有していたことは否めないが，彼はその天分をある種の詩に対する誤った熱意、

によってまげてしまったのだっギリシヤ・ローマの詩の魅力と豊かさをなす所以のものに心

を奪われた彼は，それらの古典語に通じてはいたが，いまだ揺監にいるフランス語の本質を

弁えず， 趣味をも欠いていたがため， フランス語を真に雄大な調子に高めるには， ギリシ

ヤ・ローマの詩に見られる奔放さを見留えばよいと考えたのである。 この結論は Balzacの

見解を一歩も出ていないと言わざるをえない。

Sainte-Beuveの努力によって， Ronsard一派の名誉がある程度問復され， 人びとの関心が

次第に16世紀に向けられ始めてからも，こうした Balzac・Boileau的な見解が，殊に古典主

義的な立場に立つ文学史家の中に，根強く残っていることに注意しなければならなし、。たと
25 

えば Nisardの文学史に見られる Ronsardの評価は全く Boileauのそれと変りがな L、D

iRonsard と Pleiade派」と題する章の冒頭に，彼は Boileauの例の一節を引用し， この

詩節こそみごとに Ronsardとその奇妙な運命と転落とを性格づけている。したがって Mal-

herbeに至るまでのフランス詩の歴史は， Boileauのこの詩節の注釈以外のものではありえ

なL、と言う。事実，彼の文学史の Ronsardの項は Boileauの詩節をI1闘を追って具体的に一説

明し，敷街したものに他ならないと言っても過言ではなかろう O

当時 Nisardの影響下にあった大学は， Chamardが指摘しているように， 16世紀詩復興

の動きに背を向けていた。大学において16世紀研究が盛んになるには， 19世紀末，高等師範

学校における Brunetiere，ソルボンヌにおける Faguetの指導を待たねばならなかった。

Ronsard研究が復活して以来今日に至るまで Ronsard研究者たちの主な努力は， Sainte-

24. 1826年8月， Academie Francaiseが <<Discourssur l'histoire de la langue et de la litterature francaises 

depuis le commencement du xvre siecle jusqu'en 1610>)という題で， 塑年度の雄弁賞の論文を公募した。

Sainte-Beuveは応募しようと， 16世紀詩を読み進むにつれ， 興味につられて研究を深めていった結果， 応募期

限に間にあわなくなった。 そこで彼はその成果を 1827年7月7臼から28年 4月:10日まで， Globe紙に Poesie

francaise au XVl" siecleという題で連載。これが土台となってく:<Tableauhistorique et critique de la poesie 

francaise et du theatre francais au xvre siecle， 1828沖ができた。彼はこの番によって 16世紀詩をその占

めるべき正しい位置に引きもどそうとしたのである。 げ Chamard:Les origines de la poesie francaise de 

la Renaissance. 

25. Nisard: Histoire de la litterature francaise， tome 1， p. 361. Desire Nisard (1806-1888)は高等師範学校，

ソルボンヌなどの教授を陸任。

26. 一例をあげると， r-古代人の模倣は， Ronsardとその一派にあっては，多くの場合原文にのぼせ上った翻訳に

他ならないり訳語がない場合は，原文の諸にフランス語の語尾を与えるにとどめている。だから，その詩は《ーァ

ランス諮の中でギリシヤ語やラテン諮をあやつる》ようになり， Boileauのl靭笑念買うのである J

27. Chamard: op. cit. 

28. Brunetiereは1886年高等師範学校の講壇に， Faguetは1891年ソルボンヌの講壇に，それぞれ16世紀に関する

講義によってデビューした。 Brunetiere門下から， Pleiade派の代表的研究者 HenriChamardが， Faguet 

門下からは， Ronsard研究の第一入者 PaulLaumonierが出ている。 (Chamard:ibid.) 
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Beuveによって明らかにされた Ronsardの美点のみならず， Sainte-Beuveによって半ば名

誉を回復した Ronsardと Gado妊reも言うように，彼の畑眼をもってしでも見落した，あ

るいは見抜きえなかった Ronsardの価値を探り， 彼を全的に再評価してその真の姿を認識

するにあった。この目的達成のための様ざまな基礎研究のーっとして， Ronsardの死後の運

命に関して従来一般に信じられていた見方を修正しようとする努力がなされて来た。

a) Ronsardの失墜は Boileauの言うほど急激ではなく 17世紀前半はおろか， 17世紀

後半あるいは18世紀においても Ronsardを語り， ごく少数ながら彼を擁護する人が見出さ

れる口彼の作品も，綜合作品集こそ1630年以後刊行されていないが，少数ながら詞華集に散

見し， Ronsardは全的に忘却されたのではない。

b) Sainte-Beuveによって初めて Ronsardが復活したのではなく，彼以前にもそうした

試みがなされていた。

c) Ronsardは死に至るまで詩王の栄誉を保ちつづけたが，晩年にはこの栄誉にある実質

的な変化が見られるのではないか。

Katzの Ronsard'sFrench Criticsは， 今日に至るまでのかかる努力の総決算であると

言えよう。この種の研究によって種々細部の実相が明らかにされたが，大局的には Ronsard

がおよそ 2世紀にわたって忘却にも等しい運命に陥れられていたことは否めない事実である。

ところで， Ronsardが Malherbe，Balzac， Boileauなどによってあれほど攻撃され， 否

定されるのを見ると，後者は前者から何も受け継がず，両者の聞に断絶があると考えたくな

る。従来ともすればそのように考えられていた。この問題も多くの研究者の関心を呼び，彼

らは Ronsard一派と Malherbeひいては17世紀古典主義との間に断絶があるか否か，両者

の関連を究明しようと努力して来た。

II. Ronsard一派と Malherbeとの関連

Rene Fromilhagueはその著 Malherbe，technique et creation poetiqueの序論におし、

て， Pleiade派と Malherbeとの聞に断絶があるか否かの問題をめぐっての諸学者の説を 3

つのグルーフ。に分け，それぞれの説を概観している。仮にこの 3つのグループを断絶派，非

断絶派，中庸派と名づけると，

1) 断絶派 (Fromilhagueは， I司書巻末の目次において，この派を theseと置いている):彼はこ

29. Sainte-Beuve はRonsardの中に二人の詩人を認めている。 一人は努力を重ねて崇高な Pindaros的な ode

にまで高まろうとし，それだけにしばしばつまずきもした詩人であり，今一人は， もっと率直で自然で， Marot 

を受けつぎ， これを完成した詩人である。Sainte-BeuveはRonsardの第一の側面は理解せず， 第二の側面を

手ぱなしで称讃している。
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の派に属する者として， Boi1eau， Sainte-Beuveの二人をあげている。

2) ゴ1::断絶派 (antithese):Ferdinand Brunot， Gustave Al1ais， Philippe Martinon， 

Paul Laumonier， Joseph Vianey 

3) 中庸派 (synthese):Marcel Raymond， Theodosia Graur， Jacques Lavaud， Raymond 

Lebegue 

以下これら諸学者の説とそれに対する Fromilhagueの解釈とを検討しながら，筆者自身

の問題のありかを探ることにする。

1) 断絶派上述のように Fromilhagueは断絶派の代表として Boileau，Sainte-Beuve 

をあげている。彼によれば， Boileauは Malherbeを革命的な創始者，先進者に何ら負うとこ

ろのない全的な革新者として提出している。 しかし iこの葦然たる詩人 (Ronsardを指す〉

がかくも高い所から失墜したのを見て， デボルトやベルトーは一層おのれを慎んだ。J(丸山

和馬氏訳)という詩句から判断すると， iBoileauは， Ronsardのあと節度の方向への発展が

見られることを意識していた。 だが Boileauはそこから何ら結論を引出さず， これら両人

(Desportes， Bertaut)と Malherbeとの問の断絶をきっぱり肯定している。Jと言うo

と掲の詩句から考えると， Boileauは.Malherbeの改革の端緒が既に Desportes.Bertaut 

の中に看取されるとは言わないまでも， Fromilhagueの言うように，少くとも Ronsard以

後16世紀詩が節度の方向へ内的に発展する萌しを呈しているのを;意識していたと言えよう。

ところが Boileauは Desportes• Bertautを RonsardとMalherbeとの間の過渡的な存在

として彼らと Malherbeとの連関を考えるどころか，遂に Malherbe来たれりと Malherbe

を真の革新者として提出しているのであって，両者と Malherbeとの問に断絶を認めていた

とする Fromilhagueの見解は妥当であろう。

Sainte-Bueveは Ronsard一派を長い忘却から整えらせた功労者であるが，この功労者を

断絶派の代表とすることに奇異の感をいだく人があるかも知れなL、。 Fromilhagueによれば，

Boileauの下した判決が一世紀半を経過して Sainte-Beuveによって初めて再審理されたが，

それは部分的な再審理にすぎず， Malherbeに関する Boileauの theseがかえって強調され

た観があるoSainte-Beuveは Desportes• Bertautを Ronsardに結びつける子弟関係を強

調し，彼はこの点に関し Boi1eauの犯した誤りを指摘しているo iRonsardの失!警はそれ

1. Ce poete orgueilleux， trebuche de si haut， 

Rendit plus retenus Desportes et Bertaut. (Boileau: L' Art poetique， Chant 1目 129-30)

2. Jean Bertaut (1552-1611)， Grenoble高等法院参事などを経て， Seezの司教ο 彼は Ron阻 rd，Desportesを

模倣して恋愛詩を撞いたが，後には専ら宗教的な主題の詩に打ちこんでいる。

;1. Fromilhague: Malherbe， technique et creation poetique， p. 13. 
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ほど急激ではなく， ζ とに Desportes，Bertautの出現以前に起きたのでは断じてない。」

Sainte-Beuveはこのように pesportes• Bertautを Ronsardにより強く結びつけた結果，

Desportes • Bertautと Malherbeとの聞を更により深く切り離してしまったのであり， 彼

はこの点に関して Boileauの見解を全的に受入れているのだと Fromi1hagueは言い，更に

つづけて， Sainte-Beuveは， Tableau historique et critique de la poesie francaiseの1842

年の献辞においても，少しもその意見を変えていないと言う。 IHenri3世治下にあっては，

Desportesと Bertautは Pleiade派に結びついていて切れ目が見られなし、。 カトリック同

盟の争乱が断絶を準備する O そこへ Malherbeが来て Ronsardと同様 Desportesとも断
6 

絶するのである。J

Sainte-Beuveの所説には時に曲折，矛盾があるが， とにかく彼は，上に引用した Tableau

の1842年の献辞におけると同じ意、味のことを繰返し述べている。 I宗教内乱は， Ronsardに

よって置かれた基礎の上にフランス文学が打建てられるのを妨げた大きな原因の一つである

ことは明らかだ。」これによっても， Sainte-Beuveは， Fromilhagueの言うように，断絶を

認めていたと考えられよう Q

2) 非断絶派 Fromi1hagueは，上述の断絶派の見解に対して疑いが向けられるようにな

るには， 19世紀末を待たなければならないと言って， Boileau・Sainte-Beuveの theseに対

する antitheseの最初の表明者として Brunot をあげ， 彼の LaDoctrine de Malherbe 

d'apres son Commentaire sur Desportes (1891)から次の言葉を引用している。 rこの問題

は今まで明確にされなかったし，恐らく将来も明らかにされないであろう。十分な資料がな

L 、からである O しかし次のことは確かであるように思われる。既に17世紀の初頭， 16世紀の

末以来，即ち Malherbeが宮廷に姿を現わす以前に，新しい文学の傾向が現われていたこと

である。それらの傾向を明確に規定するのは困難であろうが，とにかくそれらをとらえるこ

とは可能なのだ。J

これだけの指摘なら Brunotを待つまでもなく， 既に Darmesteter，Hatzfeldの両氏は

4. Sainte-Beuveは， Desportes' Bertautと Ronsardとの聞には「調子の相違が見られるところから，人びと

は De5portesと Bertautが1550年の改革者たち (Ronsard一派)の従順な弟子でありうることに最初気づかな

かったのであろう。 Boileau自身もこの点に誤りを犯し，彼の誤りが長く世人の意見を支配したのである。しか

し， この両者間の文学的血縁関係ほど明白な事実はなし これほど容易に説明できる事実もない。」と雷ってい

る。 Sainte司Beuve:Tableau historique et critique de la poesie francalse， p. 104; Fromilhague: op. cit.， 

p. 15_ 

5. cite par Fromilhague， Fromi1hague: ibid.， p. 15. 

6. Sainte-Beuve: ibid.， p. 1. Fromilhague: ibid.， p. 15. 

7. Sainte-Beuve: ibid.， p. 72， note 1. 

8. Brunot: La Doctrine de Malherbe， p. 563. Fromilhague: ibid.， p. 18. 
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その共著になる LeSeizi色mesiecle en France， tableau de la litterature et de la langue 

(1878) の中で，次のような見解を表明している o rRonsardと共に近代詩が始まる o Pleiade 

派は真に卓越した作品を残さなかったにしても， Malherbe， Boileau， 17世紀， 18世紀が歩

むことになる道を聞いたのである。…...Malherbeは Ronsardの遺産の一部を投げ棄てた

が，その重要な部分を保存している。彼のあと17世紀は Pleiade派が輪郭づけた仕事を再び

取上げ，より優れた技術と才能とをもって，それをより狭い範閥に閉じ込め，完成にもたら

すのだ。J rRonsardは Malherbeを準備した。 Malherbeは17世紀の不朽の作品を準備す

るのだりこれらの引用によっても明らかなように，両氏は Pleiade派と Malherbeとの問

の断絶を否定し，古典主義は16世紀を受けつぎ，これを整理し，完成したものと考えている

のである。

Brunotにつづいて， Gustave Allaisは Malherbeet la Poesie francaise a la fin du 

XVle siecle (1892)において，詩のジャンルを中心にして， Philippe Martinonは LaGenese 

des regles de Jean Lemaire a Malherbe (1909) において，作詩上の法則を中心にして，

Ronsard派から発した詩の動きが Desportes，Bertaut を経て， 徐々に変化しながら，

Malherbeに連続していることを明らかにしているo

ところで， Laumonierの Ronsardpoete lyrique (1909) に至って， 初めて Ronsard自

身の内的な発展が強く打出されて来たことに注目したい。 Laumonierは， Ronsardが既に

発表した自己の作品に死の直前まで筆を入れつづけた事実に注目し， 何故 Ronsardがかく

まで執搬に訂正しつづ、けたかの理由を探ってみた。その結果， Ronsardは correction，clarte， 

plenitude， harmonie， elegance， noblesse， sobrieteを目指して自作を訂正したことが明らか

となった。これらの目標の大部分は，後に Malherbeの改革が目指したものと一致する。し

たがって， Ronsardは古典主義の方向， 少くとも Malherbe的な方向を目指して自己の作

品を訂正したと言えよう o Laumonierは次のように結論している。「頑間な Malherbeの徒

は次の事実に気づかなかったo Malherbeの行なった reactionの方向そのものに向って

Ronsardはたえず自己を改良していること O 博学なユマニスムから純粋な古典主義への趣味

の名によってなされた発展は，既に Ronsardの中に存在していること。 Ronsard以後フラ

ンス詩がたどった道筋を Ronsard白身規則と実例とによって示したこと o Desportes， Ber-

tautをして一層己を慎ませたものは， Ronsardの示した規則と実例とであって， 彼の失墜

のためではないこと。……Marotの単純さと Ronsard のピンダロス詩風との中間を守る

9. Darmesteter et Hatzfeld: Le Seizieme siecle en France， p. 125. 

10. ibid.， p. 146. 
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折衷的な詩が Malherbeと共に勝利を占めるが Ronsardは既に1555年頃この中庸の道を

見出し，それを踏みはずさなかったこと O 内容，文体，韻律に関して，古典詩の持つ特性は

すべて Ronsardの遺産であること。 Pleiade派の首領によってなされた貢献は，彼の与えた

損害よりも百倍も大きいことりこれを一言にして言えば， Ronsardは実は Malherbeの先

駆者であるということである。 Laumonierはこの一見逆説的な事実に着目したのである。

Laumonierのあとを受けて， Vianeyは LesOdes de Ronsard (1932) の第8章において，

Ronsardが Malherbeの先駆者であるという命題を， Ronsardの処女詩集「オード 4部集J

に Ronsard自身が後に加えた訂正箇所を検討することによって実証しようと試みたのであ

るo Fromilhagueも言うように， 第8章の表題一一Dansl'edition de 1555 Ronsard inau-

gure la reforme de Malherbe. De 1560 a 1584， i1 pr己cisela 尚forme.一一ーそのものが著

者の意図を明瞭に示している。彼は第 8 章の冒頭で次のように言っている。 i~遂に Mal

herbeがやって来た。:d>Malher beが来た時には，最初の Malherbeが久しい以前から Mal-

herbeに先立って現われていて， この先駆者こそ Ronsardその人であることを Boileauは

知らなかったのだ。……Ronsardの裡にあった Malherbeは，同じく Ronsardの裡にいた

Pindarosと Horatiusのあとに寄り添って歩いていたが 5年を要せずして， Ronsard の

裡なる Pindarosと Horatiusを分別の道に立返らせたのだ。 1550年に出した自作を訂正し

ている1555年の Ronsardを眺めてみよう O 彼は正確に言って何をしているのであろうか。

1605年頃になって彼の影響を根こぎにしようとする改革者 Malherbeの作業をそれと気づ

かずに準備していたのだ。……Ronsardが1555年に出したオード集第 3版は，余り知られて

いないが， 文学史上の重要事件である。 こζ に Malherbeの改革が始まるのだ。」ついで

Vianeyは Ronsardの訂正箇所の検討に移っているo

iMalherbe的な眼鏡をかけてJ1550年の「オード 4部集」を読み返した Ronsardは，ま

ず archaismeを追放していると Vianeyは言う D 彼は Ronsardの訂正をその動機によっ

て次の 7項に分類しているo 1) archaismeの追放 のlatinismeの追放 3) diversite 

grammaticaleの排除 4)暖昧さの追放，明|噺と論理性の要求 5) bon sensの要求 6)不

適切さ，平凡さ，兄語，滑稽な誇張の追放 7)耳障りな語の排除である。これらの項目は， • 

Laumonierの項で、述べたように， Malherbeの改革の目標と一致する。 Vianeyは Ronsard

の改訂をこれらの諸項目にわたって検討し， その改訂が Malherbeの改革の方向と一致す

ることを示そうとしたのであるG

11. Laumonier: Ronsard poete lyrique， p. 724. Fromilhague: ibid.， p. 20. 

12. Vianey: Les Odes de Ronsard， p. 122. Fromilhague: ibid.， p. 21. 

13. Vianey: ibid.， p. 123. 
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ついで Vianeyは Ronsardの有名な Ode2篇一一-Ala Forest de Gatine， A la Fon-

taine Bellerie一一ーを取上げ，如何に Ronsardが少しの欠点をも見逃さず自作に徹底的な訂

正を加えたかを示している。殊に Ala Fontaine Bellerieについては， Vianeyは Malherbe

流の Commentaireを自ら創作し， Commentaire de Malherbeと銘うって1550年の本文の

次に掲げ，訂正があたかもこの commentaireに則ってなされたかのように装っている。こ

の commentaireは実に傑作で， Malherbe自身の今日残されている Commentairede Mal-

herbe sur Desportesを扮梯させるものがあるから，一例を紹介しておく。

1550年の本文 改訂後の本文

Strophe III A tout jamais puisses-tu estre Strophe III Ainsi toujours puisses.tu estre 

En honneur， et religion 

Au boeuf， et au bouvier champestre 

De ta voisine region. 

c:ommentaire de Malherbe (Vianey作〉

En religion a tous ceux 

Qui te boiront， ou feront paistre 

Tes verts rivages a leurs boeufs. 

Strophe III-Honneur et religion: deux mots pour dire la meme chose 

-souvier champestre: est-ce qu'il y a des bouviers citadins? 

-Le bouvier de ta voisine region: n'est-・.ilpas evident que ce sont les bou咽

viers du pays qui vont s'abreuver la? 

Vianeyの LesOdes de Ronsardは学生の manuel的な審物で，それに対して次のよう

な批判を加えるのは当を失したことかも知れないが，この曹の第8章を文学史上の重大な問

題に関する論証と考えるなら，たとえ Fromilhagueがテキストの厳密な，鋭い検討に立脚

した論証と称讃していようと，そこにいくつかの欠点を指摘せざるをえない。

1550年の「オード 4部集Jに対して1555年に加えた訂正筒所は約 678館所ある。 678の訂

正箇所のうち， Vianeyが取上げているのは22箇所にすぎない。 では，彼が取上げていない

約 650の訂正簡所では， ことごとく Malherbe的な方向への訂正がなされているのであろ

うか。 Vianeyが latinisme追放の項で取上げている例:

1550年 Tuseras faite sans cesse →1555年 Io，tu seras sans cesse 

Des fontaines la princesse. (livre II， IX) Des fontaines la princesse. 

14. Malherbeは物貰いが施しを求めて， noble gentilhommeと言うのを聞き， gentilhommeであれば nobleで

あるのは当然で， nobleは余計だと言ったという逸話には，極度に冗語を嫌った彼の面目がよく表われている。

(Vie de Mr de Malherbe par Mr de Racan). 

15. Vianey: op. cit.， p. 135-7. 

16. Fromilhague: op. cit.， p. 21. 
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なるほどラテン語 fiesの直訳である Tuseras faiteという latinismeが追放されたが，そ

の代り Ioというギリシヤ語が新たに導入されているo Vianeyはこの点にはふれていない。

たまたま彼があげた例の中にさえ， ギリシヤ語の導入という， Malherbe的方向とは逆のマ

イナス的な訂正があることからも， 彼がふれていない 650数筒所の訂正はすべて Malherbe

的な訂正とは考えられなし、。マイナス的な訂正，あるいは Malherbe的方向に何ら積極的に

つけ加えないゼロ的な訂正も数多くある筈である。それらに関しては何もふれていない。そ

れのみならず，プラスの訂正箇所は全体でいくつあるのか，総訂正箇所 678の何パーセント

位を占めているのか，それらには全然、ふれず，ただ22の例をあげているにすぎない。このよ

うに考えると， Vianeyはたまたま Malherbe的な規準に合いそうな例を行き当りばったり

に20余り選んで来たにすぎないという印象をも与えかねないのである口

こうした欠点はとにかくとして， Fromilhagueによれば，この Vianeyの見解は Boileau

のそれを逆転したもので theseに対するまさに antitheseであるが Vianeyの結論は少

し行きすぎであると考えざるをえない。 Vianeyの結論が正しいとすれば， Malherbeの Or1-

ginalitるがすべて否定される結果になり，彼の改革と個性は影がうすれてしまう。 Malherbe

は単に Ronsardの正系相続人にすぎず， Ronsardの始めた改革を受けついだにすぎないの

なら何故 Malherbeがあれほど Ronsardを攻撃したのか， また Malherbeの同時代人

は Malherbeが改革を断行し，彼と共にフランス詩の新時代が始まったと考えていたのか理
18 

解しがたくなる。 Fromilhagueはここに syntheseが現われる必然、性があると考える。

3) 中庸派前述のように Fromilhagueは， syntheseの立場に立つ者として Raymond，
20 21 

Graur， Lavaud， Lebègu~ の 4 人をあげてし、るが， ここでは最も明瞭な形で synthetique

な見解を表明している Lめらgue教授を代表者として，彼の意、見を聞くにとどめよう。教授

は Lapoesie francaise de 1560 a 1630 (1951) の第 1部 DeRonsard a Malherbeの結論

において，次のような意味のことを言っている。 Malherbeは， 今日物の一面しか見ない人

たちが考えているような残酷な改革家ではなかった。彼のきびしい教即Jま16世紀後半におけ

17. Vianeyは既に1910年 Vaganay編の IRonsard恋愛討-集」に付した Prefaceにおいて， I恋愛詩集」の

Variantesを取上げ， Ronsardが同詩集に加えた訂正の目指す方向を探っている。 この方は周到な， すぐれた

論証である。なお， Iユゲに捧げられた記念論文集」に掲げられている A.Feugereの〈くLegout de Ronsard 

d'apres les variantes des <Amours) de 1552>)という論文は，方法論的に周到な配慮がなされていて， Vianey 

的な方法の一つの到達点を示すものと言えよう。

18. Fromilhague: ibid.， p. 22. 

19. Marcel Raymond・L'influencede Ronsard sur la poesie francaise， 1927. 

20. Theodosia Graur: Un disciple de Ronsard Amadis ]amyn， sa vie， son田 uvre，son temps， 1929. 

21. ]acques Lavaud: Un poete de cour au temps des derniers Valois Philippe Desportes， 1936. 
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る詩の発展の帰結であり，完成なのである。この発展は， Ronsardが自己の作品に加えた訂

正の中に看取されることが Vianeyによって確認されたのであり，当時の主な詩人には，程

度の差こそあれ，等しく認められるものである。 しかしだからと言って， Malherbeは新し

く何も作り出しはしなかったとか，彼がし、なくとも，フランス詩の発展に変りがなかったな

どと主張して，逆の行過ぎに陥らないよう慎まねばならない。高慢で粗暴な彼はこの発展の

速度を速めたのである。彼の実例と教訓によって， 如何に多くの若い詩人が Desportesや

Du Bartasを模倣するのを差控えたことか。要するに， Lebegue教授は他の場所でも言って

いるように， Malherbeの originaliteは提の新しさにあるのではなく，厳格に錠を適用し，

かっその蛇を論理的な教理に凝結させた点にあると考えている。

以上，序論として， Ronsardの死後彼に浴びせられた非難の概略をたどり，ついでそれに

関連して Ronsard派と Malherbeひいては17世紀古典主義との間に断絶があるか否かに

関する諸学者の説を概観し Ronsardにつづく Desportes，Bertautにおけると同様 Ron-

sard自身においても Malherbe的な方向に向つての発展のあとが見られ，この Ronsardの

発展をとらえる方法として，主に彼の作品の variantesを検討する方法がとられていること

を明らかにして来た。前にも指摘したように， Ronsardに対する非難は，まず第一に，彼の

用語の面に向けられていた。用語は一番眼につき易いが，だからと言って，用語の問題は外

面的な問題にすぎないのではなく，深く Ronsardの詩の本質につながっている。 しかも，

Ronsardを首領とする Pleiade派が運動の旗印として掲げたのは， まずフランス語の語長;

を豊富にし，フランス語の表現力を豊かにすることであった。したがって， Ronsard研究に

おいては，用語の問題は殊に重要な位置を占めるべきものと考えるO

ところで Ronsardあるし、は Pleiade派の用語を専門に扱った書物には Mellerioの

Lexique de Ronsard，乱1arty-Laveauxの LaLangue de la PleiadeがあるO 恥1ellerioの

Lexique de Ronsardは表題の示す如く Ronsardの用語辞典であるが， 巻頭には Etude

sur Ronsardと題する introductionがあって， Ronsardの用語，綴字法，文法の解説がな

されている。用語に関しては Elementsgrecs， Elements latins， Elements espagnols et 

22. Raymond Lebegue: La poesie francaise de 1560 a 16:30， premiere partie， p. 210-212. Fromilhague: 

ibid.， p. 27. 

23. Lebegue: Malherbe correcteur de tragedie， R. H. L.， 19:34， p. 169， cite par Fromilhague. Fromilha噸

gue: ibid.， p. 25. 

24. Lexique de Ronsard， precede d'une etude sur son vocabulaire， son orthographe et sa syntaxe， par L. 

恥1ellerio，Paris， Plon， 1895. 

25. La Pleiade francoise avec notices biographiques et Notes， par Ch. Marty-Laveauxの Appendiceとし

て， La Langue de la Pleiade (2 vol.) ， Paris， Lemerre， 1896. 
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italiens， Emprunts aux vieux francais， Emprunts aux dialectes de la France， Termes 

de venerie， Termes de metier， Mots nouveaux formes par Ronsard， Diminutifs， Ad-

jectifs composesの各項目にわたって若干の説明と実例が並べられている。 Mellerioはおよ

そ次のようなことを言っている o Ronsaでdは今なお不当な偏見に苦しめられているが，果し

て彼はそうした非難に価するであろうか。彼はフランス語においてギリシヤ語やラテン語を

あやつったのではないことを確実な方法で，いわば数学的に証明を試みることは可能であろ

う。要するに， Mellerioの意図の中には， Ronsardは一般に信じられているほど奇妙な語

を濫用してはいないという事実を示すことが含まれていたと言えよう。

かつて筆者は Ronsardの作品に接する以前に， 入門の意、味で Mellerioのこの書を読んだ

ことがある。その時の印象では，著者の意図にもかかわらず， 上記の各項目に列挙された実

例を読み進むにしたがい， Ronsardがこれらの語をふんだんに用いているとすれば，大それ

たことに思われた。その後実作にふれるにつれ，そうした風変りな語は，ある特殊な作品に

はある程度集中して用いられてはいるが，一般には決して頻繁に用いられていないことが分

って来た。それにつけても， Mel1erioが単に実例を列挙するにとどめず，少くともそこに列

挙されている諾は Ronsardの如何なる作品で幾度使用されているかが示されていたなら，

筆者が最初いだいたような誤解はある程度防げるのではなかろうか， したがって Ronsard

の用語の実態を調べる必要があるのではなし、かと考えた。 Ronsardの用語の実態が明らかに

なれば， 少くとも彼が一般に信じられているほど無謀であったかどうか， あるいは上述の

Ronsardの内的発展， ひいては Ronsard一派と Malherbeとの間に断絶があるか存かの

問題を考えるうえに何らかの手がかりをうることになるのではなかろうか。

そこで小論においては， Ronsardの用語の実態一一用語の問題には必然的にある程度文体

技法の問題がからんで来ると思われる一ーを調べることにするo まず第一段階として，調査

の範囲を恋愛詩， 特に「恋愛詩集J (Les Amours)， I統恋愛詩集J (Continuation des 

Amours)， IエレーヌへのソネJ(Sonets pour Helene)に限ることにする。「恋愛詩集」は

1552年 I続恋愛詩集」は1555年 Iエレーヌへのソネ」は1578年に出版されたもので， Ron-

sardの詩作活動の初期，中期，後期に属する。ジャンルが異なれば， 前述のように， 用語

に多少の差異が予想されるが，これらはし、ずれも恋愛詩集であり， ソネ集であるから各詩

集の用語を相互に比較するのに好都合である。まずこれらの詩集における用語の実態を明ら

かにし，ついで初期の「窓愛詩集」から中期の「続恋愛詩集Jを経て後期の「エレーヌへの

26. Mellerio: op. cit.， XVr. 
27. 次の Pleiade派の主張の項参照。
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ソネ」に至るまで，用語の面において何らかの変化が認められるかどうかを調べることにす

る。かくして， Ronsardと Malherbeとの連関の問題に何らかの手がかりを提供できれば

と考えるのである。
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第 1 章

1. Pleiade派の主張

「フランス語の擁護と顕揚Jは DuBellayの手になるものではあるが，これは当然 Ron-

sard一派の宣言書であると言えよう。 この書は 2部からなり， 第 1の書では，詩作にあた

って自国語であるフランス語を用いるべき所以を説いて，フランス語を擁護し，第2の書で

は，前篇において擁護されたフランス諮を如何に顕揚すべきか，その方法がやや具体的に述

べられている。

一体フランス語は今更仰々し〈擁護されねばならない必要があったのだろうかv中世以来

フランス語による作品が豊富に制作されて来たではないか。しかし，やはり中世を通じてラ

テン語の強い伝統がフランス語の発達を妨げて来たことも事実である。文芸復興期に入り，

humanismeの勃興につれ，ラテン語による文学も勃興する状勢にあった。古代の学芸が復

興するにしたがい，優れた古代の作品が古代の言葉に盛られて立ち現われる。人びとは，そ

れらの優れた作品は古代語というみごとな器を離れてはありえない，したがって優秀な作品

を制作しようと思えば古代語による外ないのではなし、かと考えるようになる口かかる気運の

中にあって，愛国心と王室の政策とがからみ合った国語擁護運動の一環として，若い Ron-

sard一派の運動が芽ばえるのである。

「フランス語の擁護と顕揚」が書かれた直接の動機は，前述のように， Sebilletの「詩論」

に対する若い一派の反楼にあったと言われる。 Dorat門下の熱烈なユマニストたちには，

Sebilletのはかった古代詩と Marot派の詩との妥協の試みが我慢できなかったのだ。彼ら

は考えた。フランス詩を本格的な位置に高めなければならない。過去のフランス詩の凡庸さ

は国語そのものの欠陥によるものではなL、。フランス語にはそうした本質的な欠陥はなく，

十分成長しうる素質を有している D 適切な育成方法をさえとれば，短時日にして優れた表現

力を獲得できるのである。したがって，ラテン語によらなければ本格的な詩が書けないとす

1. La Deffence， et illustration de la Langue francoyse， par 1. D. B. A.， 1549. (I. D. B. A.: Ioachim du 

Bellay Angevin). 

2. Art Poetique Francois， pour l'instruction des jeunes studieus， et encor peu avancez en la Poesie 

Francoise.この詩論は， 1548年の半ば，匿名で出されたοThomasSebillet (1512-1589)には， この外， エウ

リピデスのイフイゲネイアの訳などがある。

3. cf. Chamard: Histoire de la Pleiade， Tome 1. 

- 19-



る謬見を打破しなければならない。フランス人にとっては，古代語は努力して習得した外国

語であって母国誌ではない。如何にそれに巧みであっても，到底古代人に並ぶことはできな

い。いたずらに古代詩の pasticheを作って才能を浪費する代りに， これを自国語の育成と

自国詩の顕揚に用いるなら， どれほど有意義であり，後世に名をなす所以でもあろう。

では如何にしてフランス語を育成し，フランス詩を顕揚すればよいかっそれには手引きと

なる模範が必要である。フランス詩を堕落に追いやったフランス在来の詩人など模範とすべ

きでなく，彼らの使用した古い詩型 rondeau，ballade， virelaiなどをも捨てなければならな

い。フランス語，フランス詩を高める第一の要件は，フランス在来の詩と断絶することであ

ると彼らは考える。そして，ギリシヤ・ローマの，あるいは現代イタリヤの詩人たちを模範

とし，彼らの詩型 ode，剖egie，eglogue， sonnetなどを取入れるべきである。新しい詩人た

るものは，各向の性格と選ぶ題材とにしたがって最も優秀と思われる詩人を模範として選び，

その美点をよく観察し，それを呑みこんで十分消化し，自己の血と肉に化せしめる，いわば

それを自己の国語に「接木」しなければならない。以上が「擁護と顕揚」に見られる Ron-

sard一派の主張の大要であるD

では，彼らはフランス語を育成し，フランス詩を顕揚するため具体的に如何なる方策をと

ったであろうか。 r擁護と顕揚」第2の書第 6章以下に，そのために取るべき方策が言語・

文体・韻律の三方面にわたって説かれている。

Du Bel1ayはまず第6章の冒頭で次のように言う。 r偉大な作品を企てる者にかう忠告し

たいと念じてゐる。即ち恰もキケロが自己の国語に於いて新語の発見を自負する如く，彼等

もギリシア人に倣って，若干のフランス語を新たに見出して，これを採用し，作り上げるこ

とを懐れではならなし、。而して若しギリシア人， ローマ人にして此の点に関して小心翼々た

りしならば，現在彼等が，自己の国語の中に現存するかの豊富をいと高らかに誇示するに足

るものがあっただらうか。J(加藤美雄氏訳)0 Du Bellayは国語を育成するには，まずその語

強を豊富にすることが第一の要件であり，語告を豊かにするには，その一つの方策として時

時せず新語を採用しなければならないと考えていたことは，上の引用によっても明らかであ

るU

この考え方は Ronsardにあっても同じである。彼にとっては rわが国語にあって語紫

が豊富であればあるだけ，閑語は全きものとなるJのでありわが閑語が今日あるよりも

4. 古代語を軽視せよと言うのではない。古代の作品を味読し，養分を吸収できるよう十分古代語を学び，しかる

後自国語にて作詩するよう勧めているのであるヲ

5. La De百四ceet illustration， Livre 1， Chapitre VII. 接木するは enterとL、う語を用いている。

6. ibid.， Livre II， Chap. VI. ジョアシャン・ヂ、ュ・ベレエ:フランス語の擁護と顕揚，加藤英雄氏訳，白水社。
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更に豊富なる語紫と言いまわしを有するのでなければ，国語にて巧みに書くことは頗る困難

なわざである。」彼にあっては， 更に「詩法要略」において， 次のようにやや理論的な説明

が見られる。文体色locution) とは巧みに選ばれ， 厳かで短し、金言で飾られた言葉の適切

さと華麗さに外ならなL、。したがって文体は当然言葉の選択を前提とする。選択を可能なら

しめるためには，語会を:豊富にするよう努めなければならない。要するに DuBellay， Ron幽

sardのいずれにとっても， フランス語は甚だ貧弱であり， 貧弱な国語をもってしては偉大

な作品を生み出すことはできない。だからまず語会を豊かにすることから始めなければなら

ない。

では，如何にして語支を豊かにするのであろうか。 その方法として DuBellayが語って

いるのは，上に引用した「ギリシヤ人に倣って，若干のフランス語を新たに見出 (inventer)

して， これを採用 (adopter) し， 作り上げる (composer) ことを4限れてはならない。」と

いう言葉である。 DuBellayはそこではただそれだけ言っているにすぎず，如何にして ln-

venterし， adopterするのか， また如何にして composerするのか， 何ら説明が加えられ

ていない。 Chamardはこの箇所に注をつけて， [ここで composerが如何なる意味に用いら

れているかを決定するのは容易ではない。複合語 (motscomposes)を作れという意味か，

それとも単に creer，forgerという一般的な意味で用いられているのか， 自分はむしろあと

の解釈をとり， inventer， adopter， composerをほとんど synonymeと解し， synonyme的

な語を繰返した点に雄弁調の誇張法を見てとりたい。」と言っている。 とにかく， この 3語

の意味内容は明らかではない。

Du Bellayはこれ以外に語葉を豊富にする手段として「擁護と顕揚」の中で具体的に述べ

ているのは，フランスの古語を復活させて使用すること，各種の労働者，職人と交わり，彼

らの使用する道具や材料の名称， 術語などを知ってそれを利用することのこつである o Du 

Bellayは技術用語の借用に関して次のように言っている。 あらゆる種類の労働者， 職人，

たとえば船頭，鋳物師，画工，彫刻師などと交わり，彼らの造り出す物，材料，道具の名称，

彼らの技術面に用いられる語などを知り，そこからみごとな比倫ゃいきいきした描写を引出

すべきである。この言葉からすれば，技術用語の借用は文体の高揚を目的とすることは明ら

かである。 Ronsard一派にとっては，フランス語の語卦;を豊富にするとは，フランス語に豊

7. Ronsard: Abbregるdel'Art Poetique Francois. Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 14， p. 29. 

8. Ronsard: Preface de la Franciade (1587)， Oeuvres completes de Ronsard par Vaganay， Tome 6， p. 547. 

9. Ronsard: op. cit.， p. 15. 

10. La Deffence et i1Iustration， Livre II， Chap. vr， S. T. F. M.， p. 137， note 3. 

11. ibid.， p. 172. 
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かな詩語を与えることを意味する。したがって，技術用語の借用も文体高揚の一方策として

揚げられていても，事実上語紫を豊かにする手段の一つに他ならなし、。詩集の問題は密接に

文体のそれに結びついているのであるo

Du J3ellayの挙げている語紫を豊かにする具体的方策は，上述の古語の復活と技術用語の

採用の 2項目にすぎないが， Ronsardはこれ以外に地方語の採用と彼の所謂 provignement

とを取上げているo provignementは「取り木|を意味する。 Ronsardの説明によれば，

円、かなる単語であれ，現に使用されているもの，廃れたものを問わず，それらの単語のあ

る形，即ち名詞，動詞，副詞，分詞いずれの形であれ，今日なお残っているものがあれば，

それを analogieによって成長させ，増殖させるよう心がけねばならなし、。わが閤語は未だ

貧弱なるが故に，その増殖をはからねばならない。」このようにすれば，古語も古い幹から

新しい若芽を出すであろう o Ronsardが provignementと呼ぶ方法は， 要するにある語か

らその派生語 (d仕ives)を造り出す方法に他ならない。 なお provignementは， Chamard 

によれば， derivationのみならず，複合語 (motscomposes)を造る ζとをも意味する。

Ronsard派は派生語と並んでさかんに複合語を使用しているo Ronsardは「詩法要略J

の中で Iギリシヤ人，ローマ人に倣って，その語が耳に心地よいことを条件に，大胆に諾

を composerし， 民衆が何を言おうと意に介してはならない。Jと言っているが， 前述の

Du Bellayの composer同様 Ronsardがこの語を如何なる意味に用いているか明らかで

はない。 Chamardは，前述のように I擁護と顕揚」の、注においては， composerを creer

の意味に取りたいと言いながら，ここでは複合語を造るという狭い意味に解しているようで

ある。 Ronsardの使用した複合語には，たとえば latoux ronge-poumonのようになかなか

面白い語が見られる。

12. Ronsard: op. cit.， p. 33. Ronsard はここでは provignementという語を使っていない。 Franciadeの1587

年の Prefaceで， <<Oultre plus si les vieux mots abolis par l'usage ont laisse quelque rejetton， comme les 

branches des arbres couppez se rajeunissent de nouveaux drageons， tu le pourrasρrovigner， amender et 

cultiver， ...>>のように provignerとL、ぅ動詞を用いている。 cf Bnmot: Histoire de la langue francaise， 

Tome 2， p. 187. 

13. Brunotによれば， <<C'est， en somme， a peu pres la theorie de la derivation.>> Brunot: ibid.， p. 187. 

14. Si longue qu'elle soit deja， cette etude pourtant resterait incomplete， si 1'0n ne tenait compte encore 

d'une autre forme de provignement， et si 1'0n n'ajoutait a l'ample serie des mots derives l'ensemble 

des mots con:ψoses. Chamardは，この雷葉から，複合語を造ることも Provignementに入れているのは明ら

かである。 Ronsardは Franciadeの1587年の Prefaceでは， 古語に関連して provIgnerを用いているが，

小論では provignementを広〈派生語および Chamardに従って複合語を造る意味に用いる。

15. Ronsard: op. cit.， p. 31. 

16. Chamard: op. cIt.， Tome 4， p. 69. 

17. Hymne de I'Autonne， vers 206. 
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古代語に関しては， フランス語の中でギリシヤ語， ラテン語をあやつったと非難された

Ronsardにしろ，あるいは DuBellayにしろ，あれほどギリシヤ・ローマの作家を模倣す

べしと説いていながら，ふしぎなことにギリシヤ語・ラテン語から語棄を借用せよとはほと

んど言っていない。 I擁護と顕揚」においてこれに多少とも関係ある発言としては I外国

訴から思想や語を借りて自国語にあてはめることは答めるべきでなく，大いにほめるべきこ

とである。j と言うのと，今一つフランス語の文中でギリシヤ・ラテンの固有名詞を用いる

際には，それをフランス語化して用いるべきであると説し、ていることの二つである。この古

代の固有名詞借用に関する心得を拡張解釈すれば，一般にギリシヤ語・ラテン語から語棄を

併用する際には，それをフランス語化して使用すべきであると説いているとも考えられよう。

Ronsardにおいては，古代語からの語棄の借用を戒める言葉が目につく。彼は， Agrippa 

d'Aubignるが LesTragiquesの序文で Ronsardの言葉として伝えているところによれば，

むやみにラテン・イタリヤの語長をふりまわし，それらの語集でなければ elegantとしない

ならず者から良家の子女とも言うべき固有のフランス語を守るべきであると説いている。

Ronsardはそれらの連中をにがにがしく思っていたのであろう。

更に Ronsardは「詩法要略Jの中でおよそ次のように言っている。 フランス語にそれに

匹敵する語がある限り，愚かにもローマ人からむやみに奇妙な語を引出した先人たちのよう

にラテン語から語紫を借りることのないよう注意したい。ただし，既に受け入れられ，使用

されている語は斥けるには及ばないと。 しかし Ronsardのこの注意には，フランス語にそ

れに匹敵する語がある限りという但書がついている。この但書は当然，フランス語にもし匹

敵する語がない場合には，借用が許されると解すべきである。したがって，彼らの主張する

新語使用の中には，古代語その他外国語からの借用語も含まれていると解すべきであろう o

事実，彼らはギリシヤ語，ラテン語，イタリヤ語，スペイン語などからの借用語を使用し

ている。 ただし， それらの借用語を未熟な形のまま使用することを禁じていた。 それは，

Du Bellayの説く古代の固有名詞使用の際の注意から考えても明らかである口また新語の使

用一般に関する注意，控え目，類推，聴覚判断をもってすべきであるという注意も当然適用

されるものと思われる。要するに， Du Bellay， Ronsardの説くフランス語の語葉を豊富に

18. Deffence et il1ustration， Livre 1， Chap， VIII. 

19. ibid.， Livre II， Chap. VI.フランス語の文中で古代の固有名詞をそのままの形で用いるのは，ラテン語の文

中にフランス語の固有名詞を用いるのと同様，滑稽なことである。ローマ人も Heraklesを Herculesとラテン

語化している。フランス文においては，よろしく Hercule，Thesee， Ulysseと言うべきである。

20. Agrippa d'Aubigne: Les Tragiques， S. T. F. M.， Tome 1， p. 7. 

21. Ronsard: op. citリ p.31. 
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する具体的方策は，古語の復活使用，専門技術用語の導入，地方語の採用，派生語・複合語

の使用，それに古代語，外国語からの誘発;の併用をも加えれば 5項目となる。

次に， Du Bellayが「擁護と顕揚」第2の書第 9章で述べているいわば文体の高揚に関す

る方策にもふれなければならない。前述のように，語食を豊富にすることと文体の高揚とは

相互に密接に関連する問題であり，小論においてもそれら両面にふれるからである。

1) 不定法を名詞的に用いること o (後に取上げる項目については，ただ表題を掲げるにとどめ

る。)

2) 形容詞を名詞的に用し、ることo

3) 形容詞を副詞的に用いることっ

4) 本来不定法を伴わない動詞あるいは分詞を不定法と共に用いること。 craignant de 

mourir， se hatant d'y alIerの代りに tremblantde mourir， volant d'y alIer などと

う場合がそれであるq

5) 換暗法 (antonomasゆなどを用いること。

6) epithetesについて。フランス詩にあっては， epithetesは大部分生彩に乏しく，効果

のない，不適切なものである。だから laflamme devorante， les souciz mordansのよ

うに，それなくしては言わんとすることが表現できないという用い方でなければならな

L 、。

7) 職人の技術用語の採用。

以上， Ronsard一派が掲げたフランス語の語柴を豊かにし，文体を高揚する方策を概観し

たが， 本論では概ねこれら方策の各項目について，恋愛詩を中心にして Ronsardの用語を

調べることにする。

II. Ronsardのテキストの問題

Ronsardの用語の検討に入るに先立ち，彼のテキストの問題にふれておかなければならな

い。それには二つの理由があるO 第一の理由は，彼の作品には，後に加えられた訂正の簡所

が非常に F多いことである。彼は死の直前に至るまで，既に発表した自己の作品にたえず筆を

入れつづけて来た。これは自己の芸術に忠実なし、かなる詩人にも見られることであって，

Ronsardに限ったことではない。しかし彼の場合は 1語や 2語の入替え程度ではなく， ソ

ネのように短い詩でさえ，その数行が改められているのが再々見られ，同じ筒所を伺回か直

している場合も珍しくない。

Feugereによれば r恋愛詩集j に収められている 183篇のソネのうち，全く訂正を受け
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ていないものは僅か 3篇，しかもそのうちの 2篇は翌年の再版で削除されている。だから最

後まで訂正を受けなかったのは 156番のソネ唯 1篇である。残りのソネ 180篇の訂正箇所を

調べると，平均各詩の 2行につき 1行強の割合即ち約55%の訂正を受けていると言う。だか

ら序論で述べたように， Ronsardの加えた訂正をたどって彼の発展をとらえようとする試

みが出て来るのであるD

第二の理由は， 生前 Ronsardは幾度か自らの手で全集を編んでいることである。 彼は

1560年に自己の作品を集めて綜合作品集を編んだが，これを第一回として，彼の生存中に版

を改めること 6回，死後遺言執行人によって，彼の書き残した指示に基づいて出されたもの

を合わせると，彼の手になる綜合作品集が 7回出たことになる。だから1560年以前の作品に

は，少なくとも 7回訂正の機会があったことになる。したがって， Ronsardの作品集を編む

に際して，どの版を底本にするかが編者にとって大きな問題となる。

一般の常識では，作者生前最後の版は作者の到達点を示すものとして，それに拠るのが最良

と考えられる。しかし Ronsardの場合には， Pasquierのように， Ronsardの精神力が晩年

衰えを見せ，訂正が改悪になっている場合が多いとの考えが一部にある。逆に， 1560年の綜

合作品集第一版にはそうした心配はなく Odesに関する限り最も完全な形で示されていて，

行情詩人としての Ronsardの頂点を示すものであるとの考え方もある。 また1578年の第 5

版においては，訂正箇所が著しく増加し， この版に対して Ronsardは今までにない努力を

傾けている事実をも考慮しなければならない。

19世紀になって Ronsardが復活して以来，彼の全集は 6種類出ている。年代順に列挙す

ると，

a) Blanchemain編の 8冊本 (1857--1867)0 1560年の綜合作品集第 1版を底本にしている。

b) Marty-Laveaux編の 6冊本 (1887--1893)0 Ronsard生前最後の1584年版の綜合作品

集に拠っている。

1. ソネ61，157。

2. A. Feugere: Le gout de Ronsard， d'apres les variantes des <<Amours>> de 1552. (Melanges 0旺ertsa 

Edmond Huguet， p. 148-160) 

3. Ronsardの手になる綜合作品集は， 1560年， 1567年， 1571年， 1572年， 1578年， 1584年， 1587年の7回出て

いる。

4. cf. Laumonier: Ron回 rdpoete lyrique， p. 271. 

5. Ronsard: Oeuvres completes， par Laumonier， S. T. F. M.， Tome 1， lntroduction参照。

6. Oeuvres completes de P. de Ronsard， NouveUe edition， publiee sur les textes les plus anciens， avec 

les variantes et des notes par M. Prosper Blanchemain， 8 voI.， P. Jannet， 1857-67.この全集はエルゼヴイ

ル叢書に組み入れられている。

7. Oeuvres de P. de Ronsard， avec une Notice biographique et des Notes par Ch. Marty-Laveaux， Le-
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c) b)の Marty-Laveaux版を Laumonierが校訂， 増補し，批評版として出したもの

(1914-1919)。したがって， 1584年版に拠っている。

d) Hugues Vaganay編の 7冊本 (1923--1924)0 1578年版を底本にしている。

e) Gustave Cohen編の 2冊本 (1938)01584年版を!氏本にしている。

f) Laumonierの原典批評版 (1914ー 〉。この全集は各作品をそれが最初に発表された

版に拠り，発表の年代11隠に配列しているO

これらの全集は，あるいは1560年の第一回綜合作品集を底本にし，あるいは1578年の第5

回綜合作品集を， あるいは生前最後の1584年版を底本にしている。 Laumonierによれば，

Ronsardの精神機能が晩年衰えていたとは考えられず，しかも Ronsardは如何に苦心して

最後の作品集を編んだかは人びとの伝えるところであり，常識としても 1584年版に拠るのが

最も Ronsardに忠実であるとも言える。詩の愛好者が Ronsardに接するには， 初期の未

熟さを切り捨てたこの版によるのがよい。しかし Laumonierは単なる詩の愛好者ではなL、。

文学研究者としての彼は， 1584年版に拠る全集の校訂だけでは満足せず，f)の原典批評版

全集編纂という困難な仕事に取りかかったのである。

Laumonierは言う。 1584年版あるいは1560年版の綜合作品集では， それらの時期におけ

る Ronsard，即ち静的な Ronsardをとらえうるのみであって，動的に彼をとらえることは

できない。一作家の全作品をあだかもある時期に全部が同時に制作されたかのように一つの

ブロックとしてそれに接する立場からは rただ信用の置けない，独断的な，印象的な評価

が生れるにすぎない。」学問として文学を研究する者は， 各作品， 各作家をその発生におし、

て見，その発展を最後の到達点に至るまで段階的に検討しなければならない。この原則はし、

ずれの場合にも適用さるべきであるが，一大変革期である文芸復興期，新しい芸術上の表現

力が獲得され，それが急速の進歩をとげる時代に生きた作家の場合には尚更である。この要

merre， 6 vol.， 1887-93.これは Marty-La veaux編の LaPleiade francoise議議 (DuBellay全集 2vol.， 

Baif 5 vol.， Belleau 2 vol.， Jodelle 2 vol.， Dorat と Pontusde Tyard で 1vol.， Ronsard 6 vol.， La 

Langue de la Pleiade 2 vol.)の一部である。

8. Oeuvres completes de P. de Ronsard. Nouvelle edition， revisee， augmentee et annotee par Paul 

Laumonier， 8 vol.， Lemerre， 1914-19. 

9. Oeuvres cOlnpletes de Ronsard. Texte de 1578， pllblie avec complements， tables et glossaire par Hugues 

Vaganay， Garnier， 7 vol.， 1923-24. 

10. Ronsard: Oellvres completes. Texte etabli et annote par Gustave Cohen， N. R. F.， 2 vo1.， 1938. 

11. Pierre de Ronsard: Oeuvres completes. Edition critique avec introduction et commentaire par Palll 

Laumonier. Societe des Textes Francais Modernes. 1914-

12. Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 1， Introduction参照。

13. ibid. 

14. ibid. 
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求を満たしうるのは，f)の全集に他ならなL、初版を底本とする本文はその作品の発生時

の姿を示し， Variantesはその発展を示す。また各作品をジャンル別に分類するのではなく，

発表の年代順に配列することによって，その作家の発展をとらえうると言うのである。

序論においてふれたように， Ronsardは1553年頃から急に自由な，率直な表現に変り，こ

の傾向が年と共に強くなって行く。綜合作品集においては，この転機を経たあとの立場で以

前の作に仮借なき筆を入れているのであるから， 初期のI"Odes集J，1"恋愛詩集」はかなり

初めと異なった姿を呈して来て， Pleiade派の首領として改革に突き進んだ Ronsardの姿

が見失われる可能性がある。 Ronsardがフランス語の表現力を豊かにするため強行した方策

にしても，後日の訂正でかなり削り取られている。だから，これらの方策の実態を明らかに

しようとすれば， Laumonierの原典批評版による他ないのであるO この小論における Ron-

sardの用語の調査も Laumonier版によることは言うまでもない。

Ronsardのテキストの問題に関連して，いま一度， Ronsardの語集を専門に扱った Mel-

lerioの Lexiquede Ronsardと Marty-Laveauxの LaLangue de la Pleiadeの二書にふ

れておかねばならない。 Mellerioの Lexiquede Ronsardは，今日の読者から見て難解と

思われる約1630語を A，B，C 順に配列し， その意味と各語にーないし数個の例文を掲げて

いる。この Lexiqueのまず指摘さるべき欠陥は， Chamardも指摘している如しこの書の

拠って立つ土台がゆらいでいることである。エルゼヴィル叢書の一巻をなすこの Lexique

は，同じく同叢書中の Blanchemain編の Ronsard全集，即ち前述のように， 1560年の第一

回綜合作品集を底本とする Ronsard全集に拠っているのである。以前の作品に相当筆を入

れた第一回綜合作品集を底本とする Ronsard全集に拠る限り， Mellerioの Lexiqueには，

1560年以後の作品に関することは今は問わないにしても， 少なくとも Ronsardの初期の語

設が相当数もれている可能性があるO 事実もれているのであって， 1・2例をあげると，

Ces deux yeulx bruns， deux flambeaulx de ma vie， 

Dessus les miens fouldroyans leur clarte， 

Ont esclave ma jeune liberte. (Les Amours， XXV) 

この eslaverという動詞が Mellerioの Lexiqueに出ていないのである。 Laumonierはこ

の語に注をつけて esclaver はI"Ronsard の造語。 Muret は1553年この語に ~captivé，

asservi~ と訳語をつける必要を感じたのだ。 同年 Magnyは恋愛詩集でこの語を用し、つ

いで1554年 Tahureauは Sonnets，Odes et Mignardisesにおいて， 1555年には Baifが

Francineの中で用いた。」と，この語が Ronsardの造語である所以を強調しているO とこ

15. Chamard: Histoire de la Pleiade， Tome 4， p. 53. 
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ろが Ronsardは1560年に Ontesclaveを Ontarrestると改め esclaverを除いているO

Ronsard における esclaver の今一つの用例……N'ont esclave ma libre a妊ection(Les 

Amours 1553， XLIX) も1560年に N'ontasservyと訂正され， esclaverが削られている。

Laumonierがあれほど強調し，しかも現代の辞書には出ていない esclaverがどうして Mel-

lerioの Lexiqueに見出されないのであろうか。その理由は，この語の意、味はおのずと明ら

かだとして Mellerioが意識して省いたのでなければ， 1560年におけるこの語の削除以外に

は考えられなL、。

今一つ例をあげると，Se desoyfver d'une amere liqueur (Les Amours， XXII)は， 1567 

年に Boiretousjours d'une amere liqueurと改められている。 sedesoyfverが削られたの

は1567年であるから，この語は当然、 Mellerioに出ている筈であるが， それが出ていない。

念のため， Mellerioの拠った Blanchemain版 Ronsard全集を調べたところ，そこでは既

に boireに改められている。 Blanchemain版は1560年版綜合作品集を底本にしたと称しな

がら， 同版を忠実に再現せず， このように他の版の要素を混入しているのである。 以上の

1・2の例によっても Mellerioの Lexiquede Ronsardは初版を底本とする Laumonier

の原典批評版によって書き臨されねばならない理由が理解されよう o

同様に Ma町rt匂y.ム.

て書き直されねばならない。 ζの書は Marty-Laveaux編の LaPleiade Francaise叢書20

巻中の 2巻を占めていて， 同叢書中の Ronsard全集に拠っている。 この Ronsard全集は

1584年版の綜合作品集を氏本にしているから，同全集においては，訂正により削られた語は，

1560年版に拠る Blanchemain版全集の場合より遥かに多い。したがって LaLangue de la 

Pleiadeにおいても， Ronsardが初期に用いた語の脱落の可能性は多いのである。

脱落の可能性一一ー上述のように，依拠するテキストの関係でその語が脱落したのか，著書

が不用として意識的に除いたものか断定し難い一一一の問題に関連して， Lexique de Ronsard， 

La Langue de la Pleiadeのいずれにおいても，収録されている語の選択基準が暖昧である

ことを指摘したし、。殊に LaLangue de la Pleiadeの場合には，収録語数も多く， 形式的

に整っているだけに，逆に選択基準の暖味さが目につく。同書には，たとえば語尾 mentの

副詞 144語が列挙されているが，この 144語が如何なる基準で選ばれたのであろうか。必ず

しも今日から見て特異な語のみが選ばれているとは思えない。 doucement，incessamment， 

splendidemen tなどが出ているのに， journellement， meurtrierement， mielleusementが出

ていない。

16. Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 4， p. 28， note. 
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選択基準がl愛味であるばかりでなく，一旦選択され，収録されている語にあっても，その

認について Pleiade派各詩人の用例をあたっているとは忠われなL、。 名詞 mammeletteを

例にとれば， 同書には Belleauの用例が 2例出ているだけで Ronsardのそれはあがって

いない。 Ronsardには， 少くとも「統恋愛詩集」に susses mammelettesという用例が見

られる。このようにある語についてある作家の用例が出ていなければ，読者にその作家はそ

の語を用いていないという誤解を与えかねない。

なおまた，ある語についてたとえば Ronsardの用例が出ている場合でも， そこに出てい

る用例は必ずしも Ronsardのその語に関する用例を尽しているとは限らない。以上の概観

によっても Ronsardの語'民を扱った Mellerio，Marty-Laveaux の I~ij書は今日から見れば

種々欠陥を有していることは明らかである。

III. Ronsardの 3つの恋愛詩集について

「恋愛詩集」は1552年10月に出版されたっ 1549年 DuBellayが一派の宣言書「フランス

訴の擁護と顕揚」と同時にソネ集 ~Olive)> とオード集~Les vers lyriques)>とを発表した

のにつづいて， Ronsardは翌1550年に新しい詩の進路を示すべき「オード 4部集」を世に問

うた。 r恋愛詩集|はこれにつぐ Ronsardの第 2番目の詩集である。彼はこの詩集で，

ClるmentMarot， Mellin de Saint-Gelais， Du Bellay， Pontus de Tyard などによって既

に試みられた Petrarca風のソネに予をつけ， Cassandreという女性をうたっている。 これ

は実在の女性で CassandreSalviatiといい， 彼女の父はメディチ家につながるブィレンツ

ヱの名家の出で， 16j世紀初頭からフランスに移り住み，王室銀行莱者の一人になっていた。

Ronsardは1545年 4月21H， Bloisにおける王室の舞踏会で彼女に出会った。翌1546年彼女

は JehanPeigne， seigneur de Prayとがi桝， かくて彼女は Ronsardにとって， Petrarca 

に対す Lauraと同じ立場になった。

「恋愛詩集」はいつ制作されたのであろうか。一部に， これらのソネはすべて1550年の

「オード 4m~集」出版後にラ Du Bellayの「すリーヴ」の成功に刺戟され， 1551年から52年

の間に郷里 Vendomoisで制作されたと主張する人がし、るが，既に1547年から50年の問に子

をつけられていたとする Laumonierの説が一般に受け入れられている。

翌1553年 5月， Ronsardは「恋愛詩集」の第2版を出した。この版には，前述のように，

1. Les Amours de P. de Ronsard Vandomoys. Ensemble Le cinquiesme de ses Odes， 1552. 1-恋愛詩集J

と「オード第 5部」は一緒に出版されたのである J

2. Les Quatre premiers livres des Odes de Pierre de l-<onsarcl， Vandomois. Ense叫
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当時の代表的なユマニスト Muretの注がつけられ，晦渋な語や表現，古代神話などが説明

され，時に sourceも指摘されている口

「統恋愛詩集Jは1555年の 8月頃出版された。これは Bourgueilの田舎娘 Marieをうた

ったものである。 1555年の春， Ronsardは友人と旅に出た際， Bourguei1で15歳のかわし巾、

娘と知り合し、，彼女を愛するようになった。彼女に初めて出会ったのは1555年 4月20日であ

る。 4月20日に出会い，詩集が出版されたのが 8月頃であるから， Marieをうたったソネが

制作されたのは， 1555年の 4月末から 7月にかけての頃と考えられている。 I恋愛詩集Jと

「統恋愛詩集j との問には僅か 3年ほどの隔たりがあるにすぎないが， その聞には所謂

Ronsardの転機が介在している。

フランス話，フランス詩を顕揚しようとの意気に燃え， 血気にはやる Ronsardの処女詩

集「オード 4部集Jには，彼らの宣言書 Iフランス語の擁護と顕揚」以 l二に戦闘的で倣慢な

序文がつけられている。 r'御身が私を最初のフランス行情詩人と呼ぶ時，……御身は私への

当然のせめを果した ζ とになるであろう。Jとか， 1"わが国の作家たちを模倣することはまこ

とに厭わししそのため彼らから離れ，彼らと別の文体，意味，作品を求め，かくもひどい

誤りと何ら共通点を持たないよう願った。」と大した自信のほどを示している。彼は Dorat

門下たるにふさわしく Pindarosを模倣し，この集に収められている94篇の odesのうち13

篇が Pindaros風 odesで，他はおおむね Horatius風の odesである。彼は Pindaros風の

odesによって， 彼以前には見られなかった本格的な高度の詩の姿を示し， 詩に力と荘重さ

をもたらしたが，彼は Pindarosのオード構成を盲目的に慎倣し，大胆にも Strophe，Anti-

strophe， Epode の三部詩節の形式を採用した。 この合唱歌形式はフランス詩においては何

らの存在理由がなく，単なる盲目的な模倣にすぎない。そのうえ古代神話の濫用， Pindaros 

風の表現と比11合，新奇な造語， H晦渋な表現，これらは一般の人びとには近づき難いものであ

った。後半の Horatius風 odesにも同様の欠点が見られはするが， Horatiusのやや哀愁を

帯びた快楽主義的な面などは殊に Ronsardの気質iこ合致することもあって， Horatiusのテ

ーマ，技巧を模倣しつつも，それをわが物とし，自己の持味を出している。要するに彼はこ

の詩集において，多様な odesをフランスに移植したのである。

この詩集が出るや，新しい詩に味方する人びとは熱狂的な称讃を捧げたが， Ronsardがこの

3. Marc-Antoine Muret (1526-1585) 

4. cf Charnard: Histoire de la Pleiade， Torne 2， p. 152. Laumonierは早くて1555年の 7月， おそくても

9月と言う o (Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 1， p. 43) 

5. Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 1， p. 48. 

6. ibid.， p. 45. 

7. Lebegue: Ronsard， l'homme et l'ぽuvre，p. 26. ' 
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詩集につけた倣慢な序文と彼の大胆な試みは旧派の詩人たちを刺戟し， 彼らは Ronsard攻

撃に立ち上がる。中でも， Me11in de Saint-Gelaisは Henri2世の面前で Ronsardの ode

の最も晦渋な部分を朗読し，宮起の物笑いに供した。宰い王妹 Margueriteと彼女の尚書で

ある Michelde l'Hospitalは新しい詩に深い理解を示し， Ronsardを強力に擁護した。つ

いに Michelde l'Hospitalの努力によって， Ronsardと老詩人 Mellinde Saint-Gelaisと
8 

の間に和解が成立， Ronsardもある程度自分の行き過ぎに反省を加えたのである。

「恋愛詩集」も， Petrarca的な常去手法以外に， 1"オード集 iの場合と同じく，古代神話

や新造語の使用，学殖の披i歴などで晦渋なものとなっている。それで翌日年の再版には，著

名なユマニスト Muretの注釈がつけられたことは前にふれたとおりである O しかし， ζの

「恋愛詩集」は「オード 4部集」以上の成功をおさめ， 新しい詩人たちの首領として Ron-

sardの戸価が定まったのであるD

ところが， 1553年に匿名で出した l遊楽集」に至って，突如として H常的なくだけた調子

に移っている。 Catullusならびに現代の Catullus風作家を学んだ ζれら作品のいくつかは，

くだけすぎて猿裂に堕している。これらの作品はユマニストの遊び，気晴らしの類いにすぎ

ないかも知れないが， ζれでは一つの行き過ぎから他の行き過ぎに方向転換したにすぎなし、

しかし以後の作品においては，これら 1~!ij:JJの行き過ぎから脱し， 1553年の「恋愛詩集」の再

版に appendice としてつけ加えられた有名な~Ode a Cassandre)>あたりから中庸の道を

見出し，単純で率直な方向に進んで行く D どうしてこのような変化が起ったのであろうかつ

前述の旧派との和解， それに加えて「ギリシヤ詞華集」の影響， さらに 1554年に Henri

Estienneによってラテン沢を付して出された「アナクレオン詩集」の影響などによって，

今まで余りにも本格的な詩を目指して自分の:Jwmiをためてし、た Ronsardは， 持前の(頃I句に

戻ったのだと考えられている。吉代ギリシヤにおいても，生きる喜び，愛し，飲む喜びをう

たった単純で明隙な， f~ 然でくだけた詩があったのだから， ζれに倣って自分たちも自由に

のびのびとうたったとしても，ユマニストの伝統に外れるものではないと考えたのであろう。

8. Meliin cle Saint-Gelaisが王の前でl{onsardの作を物笑いに供したのは， ] ['iSO年の 5，6月の切であり， 和

解が成立したのは15;:'3年 1月の始めである

9. Livret de folastries， plus quelques Epigrammes grじcs:et d出 Dithyrambeschantes au Bouじ deE. 

Jodelle， Poete Tragiq， 1553 

10. 当時知られていたのは， Planude (v. 1260-1310)嗣の Anthologiegrecqueである u この Anthol(沼leは

Lascarisによって1494年フイレンツェで出版された。 1531年にはパリで， 1549年にはノミーゼルで出されたリ

11.大部分はアナクレオン模倣詩である。 Estienneは1549年イタリヤ旅行中にこの詩集を見つけ 1554年の出版

以前に身近の者にそれらの詩を伝えていた、 Ronsarclもそれを知っていたものと考えられている。 Chamard:

Histoire de la Pleiade， Tome 2， p. ;:'6および Nolhac:Ronsard et l'Humanisme， p. 108. 

12. (よ Chamard:11istoire de la Plとiade，'1'Ol11e 2， j). :-'7 
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1554年の「叢林集J，i雑集Jではいずれもアナクレオン， r-ギリシャ詞華集J，ネオ・ラテ

ン詩人の Marulle，Navageroなどの影響が優位を占め，詩形も彼の命名にかかる odelette，

あるいは chansonなど軽やかなものが多くなり，彼の個性がにじみ出ている。 フランス詩

の:革新を思いとどまったわけではないが，外国語，古語，新造語などの使用が慎重になり，

晦渋さを避けようと努めたと言われている O はたしてどうであるか，その実態を調べるのが

本論の目的であるo 1555年の「オード 4部集」第 3版においては，細心な訂正が行われてし、

て， Vianeyがこの点に注目し，訂正箇所を検討することによって， Ronsardが Malherbe

の先駆をなしたことを実証的に明らかにしようと努めていることは，前述のとおりであるO

「エレーヌへのソネ」は1578年の紘合作1171集第 5版に初めて発表されたコこれらのソネが

実際に制作されたのはし、つ頃であるかは後にふれることにして r統jtt愛詩集」と「エレー

ヌへのソネJとの問には約20年の歳月が介在している。 Ronsardは1555年「統恋愛詩集」に
18 19 

つづいて， r-a賛歌集」を出し，翌1556年には「新続恋愛詩集」と「讃歌集第2部」を出して

いて， 1554年から56年にかけては， Ronsardの最もみのり豊かな，個性的な優れた作品が生

み出された時代である。「新統必愛詩集」は「統恋愛詩集Jと同じく， Marieを対象にした

ものではあるが， ソネよりは chansonsなどの数の方が多く， この小論での考察から除外す

る。

「讃歌集Jは，国王はじめ有力者たちへの讃歌と，空永遠， f雪学などへの哲学的あるい

は科学的な讃歌とに分けられる。 Ronsardは哲学的な主題を扱った詩に対する好みをかねて

から表明していたが， いよいよその主題に手をつけたのであるo Laumonierが指摘してい
20 

るように，単純で率直な詩を追求するサj，高級な詩を放棄したわけではなし くだけた恋

愛詩と高級な青学的な詩のテーマとを同時に追求している。 1559年には， Ronsardは「雑集
21 

第2部」を出し， 前年に死亡した恥1ellinde Saint-Gelaisのあとを受けて， 王室顧問兼司

祭に任ぜられた。

13. Le Bocage cle P. de Ronsard， 1554. 

14. Les Meslanges de P. de Ronsard， 1555. 日付は1555年になっているが Laul110nierによれば， 1554年11

月にl:Hされたり

15. Man礼llos(v. 1453-1500)，ギリシヤ出身のラチン詩人 Epigrammata(1493)， Hymni naturales (1497) 

などの作がある。 Navagero(1483-1529)，イタリヤのラテン詩人し

16. Sonets pour Helene 

17. Les Hymnes de P. de Ronsard， Vandomois， 1555. 

18. Nouvclle Continuation des Amours de P. de Ronsard， Vendomois， 1556. 

19. Le Second Livre des Hymnes de P. de Ronsarcl Vandomois， 1556. 

20. c.t: Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 7， lntrocluction. 

21. Le Second Livre des Meslang四 dePierre cle Ronsarcl Vandomoys， 1559 
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翌1560年は Ronsardの生:慌におし、て特筆さるべき年である。 Ronsardはこの年，前述し

たように，今までに発表した数多くの作品をまとめ怠に満たない所には筆を入れ，新しい

作品をもつけ加えて「綜合作品集第 1版」を出した。この作品集は 4巻に分れ， genre別に

分類、されていて，第 1巻には恋愛詩，第 2巻には Odes，第 3巻には PO会mesの表題のもと

に種々の genresの詩， 第4巻には讃歌が収められてL、る。 Leb匂ue教授が言うように，

Ronsardは劇詩には手をつけず，長篇叙事詩 LaFranciadeは未だ定成していなかったが，

Du Bel1ayが「擁護と顕揚」に掲げたプログラムはこの綜合作品集において大半実現され

ている。篤くべき豊館さと言わなければならなし、

また， この1560年は多端な年であった。 1559年 Henri2世の不慮、の死により， Francois 

2世が15歳の若さで即位したが， 病弱の王は翌1560年在位僅か 1年余りにて死去 Charles

9佐が 10歳に足らずして即位。かかる状勢下にあって， 旧教・新教両派の争いがその蛾烈

さを加えて来る。 Ronsard は嘗て悩青主義に対して共感を持ち， カトリック教会の腐敗に

対しては教会内部の強力な改革を望んでいたが，あくまでカトリヅクの立場に立つ彼には，

新教徒こそ国内政治に混乱をもたらし，同胞相はむ内戦をひき起して愛するフランスの国土

を荒らし，農民に塗炭の苦しみを味わわせ，あまつさえ新教国と結び，プランスを彼らの餌

食に供しようとしているものに思われた。彼はこの惨禍を見て，筆をひっさげて渦中に飛び

込み，平和を呼びかけた。これは，詩人とは人類の指導者なりとする彼の詩人観から当然の

ことであろう。 1562年「若きシャルル 9世王の教育」におし、て，幼王に対-して王者たるには

徳が何よりも大切な所以を説き，つづいて「当代の惨禍につL、て王母に説く J iふたたび当

代の惨禍について王母に説く J，iフランス国民への訓戒」を出した。これらは大きな反響を

呼び，新教側から猛烈な非難，攻撃が彼に集中したっ翌1563年彼は「ジュネーヴのさる宣教

師，牧師たちの罵言議誘に容う」を書いてそれにお:えた。これら一連の論争詩は，古代の如

何なる作の模倣でもなく，彼の真情のほどばしりであって， Chamardの言うとおり，調刺，

22. Les Oeuvres de P. de Ronsard gentilhomme Vanc!n!11ois， lfi60 

23. Lebegue: op. cit.， p. 97. 

24. Institution pOllr ]' Adolescence clll Roy treschrestien Charles neufvi('sme cle ce nom， par P. cle Ronsarcl 

Vanclomois， 1562. 

25. Discours cles Miserεs cle ce Temps，主 laRoyne mere clll Roy， par P. de Ronsarcl Vanclけmois，1562. 

26. Continuation clll Discours cles .Mise'res cle ce Temps， a la Royne， par P. de Ronsarcl Vanclomois， 1562. 

27. Remonstrance au peuple cle France， 1fi63. 1反名で出された内 Laul110nierによれば， 1562年12月の初旬に書

かれたものである。

28. Responce de P. cle Ronsarcl gentilhomme Vanclol11ois， aux Injures et Calomnies， cle je ne scay quels 

Preclicans et Ministres cle Geneve， 156:i 

29. Chal11ard: op. cit.， TOl11c 2， p. 394. 
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哀歌，祈り，雄弁，持情がj軍然と融合した傑作であるつ

1565年には， 彼は「フランス持法要略」と「京i習し 仮i百i舞附歌， 牧歌集JをHiした。

Charles 9世の彼に対する信任も厚く， 1564年には， 彼に Bellozaneの僧院長の職禄が与え

られ，ひきつづきいくつかの小修道院長の職禄が与えられたコ彼は以前から，ブヲンス Va-

lois王家の祖先を Hectorの息子と想像されたトロイ人 Francusに求め， Valois王家を議

える叙事詩を書くのを念願とし，この作に専念、できるよう十分な保護を求めつづけて来たが，

今や念願がかなえられたのだ。かくて彼は長篇叙事詩「ラ・フランシアド jにとりかかり，

1572年 Saint-Barthelemyの直後に最初の 4部を出した。この作は失敗であったc 宗教戦争

の11問中にあって， Francusの神話的な旅に興味を持つには，現実は余りにも切迫していたの

であろう。

Ronsardは， 1568年から69年にかけて，禄地 Saint-Cosmeに龍って病を養いながら「ラ・

フランシアドJの執筆に当っていたが， Saint-Cosmeから宮延に帰るや，宮廷の貯みが Des-

portesの Petrarca風の詩に傾いているのを見出した。彼は再び恋愛詩を書かなければ， U~十

流に見離される恐れがあったc そこで彼は王母 Catherinede Medicisの侍女 Helenede 

Surgeresをうたい， Desportesに対抗しようとしたコこれが「エレーヌへのソネJである。

前述のように，この作は1578年の綜合作品集第 5版に初めて発表されたが，制作はこれより

早く， Laumonierによれば， 1570年頃から74年の問であろうと言う O

その後 Ronsardは次第に腐敗した宮廷の空気になじめなくなり， 禄地に簸ることが多〈

なる。 Charles9世の死(1574)後は，若い Desportesがますます勢力を伸ばし，一方 Ron-

sardの健康は衰えを見せて来る。 1583年の秋をパリで綜合作品集第 6}肢の校LEに過したが，

ために健康を許し，禄地を転々と移って療養に努めたが， 1585年12月27~~l の夜，最後の詩の

口授を終って，その生涯をとじたり

:30. Abbrege de l' Art po邑tiqueFrancois，ゐ AlphonceDelbene Abb毛deHautecombc en Savoye， 1565. 

31. Ele符ies，Mascarades et Bergt'rie， a la Majeste de la Royne d' An民leterre，156;-). 

32. Les Quatre premiers livrt's de La Franciade， par Pierre de Ronsard， gentilhomme Vandomois， 1572. 

:13. Leb句ue:op. cit.， p. lO:L Ronsardは王の要求でこの詩に Alexandrinを用いず， 10背縦詩句を用いたこ

とも失敗の原因の一つにかぞえられている ο

34. Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 17. Introduction XV. 

35.型1586年2月24日， パ l!のボンゲーノし学院で躍大な葬儀がとり行われ， 同日 LesDerniers vers de P. de 

Ronsardが出版された。

--34 -



第 2 車
問
寸

1. 恋愛詩集の用語

「恋愛詩集」は巻頭のソネ ~Voeu>> を合めて， 10青綴詩句のソネ183篇，巻末の chanson，

amourette各 1篇から成っている口 「続恋愛詩集Jはソネ70篇 (121'子綴詩句のもの58篇， 10青綴

詩句のもの12篇)と odesなど12篇から成っており rエレーヌへのソネJは2部に分れ，第

1の書は12音綴詩句のソネ57篇， chanson 2篇， madriga1 1篇，第 2の書はソネ54篇(121;:

綴詩句のもの53篇 10音綴詩句のもの 1篇) と Stancesde 1a fontaine d'He1eneとから成って

L 、る。

これら 3詩集の使用語を調査した結果，各詩集の総使用語数は次表のとおりである。

恋愛詩集一一一2582語

続恋愛詩集一一 1556~lf

エレーヌへのソネ一一2001語

前述のように， 17世紀の Ronsardに対する主たる攻撃目標の一つは， Ronsardの用語に

あった。彼の用語に対する17世紀の非難が果して正当であったかどうか，これはきわめて困

難で解決不可能な，あるいはどうとも解釈のつく全く無意味な問題であるかも知れない口し

かしこの問題を検討するための緒でもえられればと，まずと掲の 3恋愛詩集の使用語のうち

に， 17世紀の眼から見て，非難に価するような奇妙な語がどれほど合まれているかを調べて

みることにする。では，ある誌が17世紀の限に奇妙に写るか否かを何を基準に判断すればよ

いか。試みにその判断の基準として， 1694年に出された Academieの辞書の初版を取上げて

みたい。 Academieの辞書の初版はとかくの非難があるにしても，古語，外来語，俗語，卑

語を排してフランス語を純化し be1usageの確立を目指すものである限り，そう途方もな

L 、訴が収められているとは思えない。 ある語が Academieの梓書の初版にH:1ておれば， そ

の語は17世紀においていわば市民権を与えられていたと考えて差支なかろうコしたがって，

Ronsardの用語の中で， Academieの初版に出てL、る語は・応17世紀の限にさほど奇妙に写

らなかったと考えることができょう。

1. Mots-outiJsは計算に入れていないラ

2. Le Dictionnaire de J'Academie francoise， dedie au Roy， 1694. Acaclernieの辞:苫は語d拾が少ないと非難

されたが，その点がかえって筆者にとって好都合である}

:1. cf Georges Matore: Histoire des dictionnaires francais， Larousse. 
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ところで， Academieの辞書には問有名詞が出ていなし寸、ら，各詩集のJ:掲の使用語数カ h

ら|司有名前をi徐かねばならない恋愛詩集!では 162の， [ふん恋愛詩集Jでは93の， :-エレ

ーヌへのソネ」においては 109の岡有名詞が用いられている。各詩集の総使用語数から悶有

名詞の数を差ij!¥"、た普通話卦;の使用語数は，

恋愛詩集

統恋愛詩集

一-2420訴

一一一 1463~丹

エレーヌへのソネ一一1892話である。

これら各詩集の普通話会;の使用語のうち， Academieの辞書の初版に出ていない語の数は

次の表のとおりである O

恋愛詩集 --252語

統恋愛詩集 一一一 84語

エレーヌへのソネ一一一 91語

逆に各詩集の Academieの辞書に出ている訟は，

恋愛詩集

続恋愛詩集

一一2168語

一一-1379語

エレーヌへのソネ一一一1801語となる。

要するに， :-恋愛詩集Jにおいては， 2168語が Academie出ているのに対して 252語が出

ていないのであり， i統恋愛詩集」では1379語対84訴， :-エレーヌへのソネ」では1801語対91

語の関係になる。前述の論法で行くと， Academieに出ていない語，日iJち「恋愛詩集」では

252語， i統恋愛詩集Jでは84語:-エレーヌへのソネ」では91語がそれぞれ， 17世紀の眼に，

奇異の感を与えうる可能性を有することになる。しかし，たとえ「恋愛詩集Jにおいて，奇

異の感を与える可能性のない語2168語に対し可能性のある語252語が用いられていることが

分ったにしても，それだけでは可能性のある語の使用が多いとも，少ないとも判断すること

ができなし、とはいえ，これら 252語の具体的内容および使用の実態が明らかになれば，何

らかの結論を引き出すことができるかも知れない。

Academieの辞書に出ていない語の具体的検討に入る前に， 試みに各詩集における Aca珊

demieの辞書に出ている語に対ナマ l+iていない語の割合を取ってみると，次の表のような結

果が出る。

恋愛詩集

続恋愛詩集

ー一一一0.116

一一0.060

エレーヌへのソネー-0.050

一 部



このように， Academieの辞書に出ている語に対する出ていない語の割合は I統恋愛詩

集」においては「恋愛詩集Jのそれより約半分近い仙iを示し Iエレーヌ」では「統恋愛詩

集」のそれより更に低い価を示している。この事実は，初期の「恋愛詩集」から中期の「続

恋愛詩集J， 晩年の「エレーヌ」へと進むにつれ 17位紀には見られない風変りな語の使用

が著しく減じ，用語に関しては17世紀との差異が少なくなって来たことを示している。 Ron圃

sard は時代の歩みと共に， 少なくとも用語の面においては， 17世紀へ向って大きく歩みつ

づけたと言えるのではなかろうか。

なお注意すべきは， Academieの辞書に出ていない語はいずれも使用頻度が低く，大半が

頻度 1であるのに反し，頻度の高い語はいずれも Academieの辞書に出ていることである。

「恋愛詩集j におし、ては， Academieに出ていない 252語のうち頻度 1の語が 195の多きを

占め，頻度 2が35語，頻度 3が16語，頻度 4が3語，頻度 5が2iHf， 7が 1語であるO

「続恋愛詩集」の場合は， Acad己mleに出ていない84語のうち，頻度 1が67語，頻度 2が

12語，頻度 3が3語，頻度8と12が1語である。 r-エレーヌ」では91話のうち頻度 1が79語，

頻度2が10語，頻度 4が2語であるo 各詩集の頻度 4以上の語をあげると，

恋愛詩集 統恋愛詩集 エレーヌへのソネ

頻度12 ganr 

頻度 8 pource 

頻度7 ganr 

頻度 5 ailler， engra ver 

頻度 4 epoinconner， nouer， ot1eux guanr， pource 

l'の表を見ると 3詩集を通じて garir(guarir)が最も高い頻度数を示している。 guarir

は guerirの古形で， 17世紀の半ば頃まで用いられた。 Cotgrave，Nicotには guarir，guerir 

の両方が掲げられている。筆者の調べた範聞では， Ronsarclは guerirという形を用いてい

ない。 pourceも古い語で， とにかく guarir，pourceは Academieに出ていないから， 上

の表に顔を出したまでで，殊更に取上げる必要のない語だと言えよう o

なお参考のため Racineの用語を調査した Guiraud が Andromaqueの用語表のあと

に lesmots-th色mesと称して頻度 9以上の話を掲げているのに倣し、 3詩集における使用頻

度の高い語を相互に比較してみた。注 8に列挙した頻度の高い語は，一見して明らかなよう

4. Bloch et Wartburg: Dictionnaire etymologique de la langue francaise. 

5. A Dictionarie of the French and English tongues. Compiled by Randle Cotgrave， 1611. 

6. Thresor de la Langue Francoise tant ancienne que moderne de Jean Nicot， 1606. 

7. lndex des mots d' Andromaque， par Pierre Guiraud， 1960. 
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に，各詩集間においてその大半が共通している。 3詩集とも恋愛詩集であり，しかも頻度の

高い訴には基本語が多く，用訴に余り差異が認められないのは吋然であろうっしかし，中に

はある詩集ではかなり向し、頻度を示しているのに，他の詩集では著しく頻度を減じているか，

もしくは全く使用されていない語が見られる。

たとえば， or (n.)は「恋愛詩集」で28問も使用されているのに r続恋愛詩集Jでは 1

凹 rエレーヌ」では 3戸!と苫しく減じている。この語は r-;恋愛詩集Jで28回使用されてい

るうち， 19凹まで恋人の髪に関して用いられている。たとえば，

Un or frise de meint crespe annelet (Les Amours， XVIII) 

Quel or onde en tresses s'allongeant (Les Amours， CXII) 

ところが， r続恋愛詩集」では orはただ 1間使用されているきりで，それも普通の「金」

9 
の意に用いられている。 rエレーヌ」でも「金Jの意、に用いられていて，同詩集における使

用例の 3例ともソネ39番に集中している。

Les Dragons sans dormir， tous pleins de cruaute， 

Gardoient les pommes d'or pour leur seule beaute: 

Le visage trop beau n'est pas chose trop bonne. 

Dana邑 lesceut bien， dont 1'01" se fit trompeur. 

Mais 1'01" qui domte tout， davant tes yeux s'estonne. 

(Sonets pour Helene， Live 1， XXXIX) 

人は反論するかも知れなし、。「統恋愛詩集J，rエレーヌJにおいて， Ronsardが恋人の髪

8. r恋愛詩集」の場合は頗皮25以上の語を[-続恋愛詩集」の場合は15以上の語を， rエレーヌJの場合は20以

上の語を掲げる O 数字は頻度数を示す。

恋愛詩集 yeux141， c田 ur120， beau 114， voir 105， faire 104， amour 8:~ ， ciel 71， doux 65， jour 57，恥aute

53， aller 50， pouvoir 48， vouloir 47， tOl1jours 46， feu 44， seul 43， penser 40， dieu 40， ame 39， nuict 36， 

mort 35， sein 35， vie :34， mi1le 33， trait 32， deux 32， hel1reux 32， cent 31， grand :-30， main 29， grace 

29， or (n.) 28， dame 28， donner 27， fleur 27， mourir 27， savoir 27， mal 26 peine 26， plein 26， douleur 

25， front 25， vent 25， 

続恋愛詩集 faire93， vouloir 69， aimer 59， amOl1r 58， dire 58， beau 5:1， cal1r 50， voir 47， yel1X 43， savoir 

41， pouvoir 35， mourir 81， aller 29， prendre 26， rose 26， tOl1jours 25， venir 2:5， jour 22， mal 20， amy 

20， dame 20， dieu 20， sel1l 19， dOl1x 18，四u18， homme 17， falloir 17， cent 17， amourel1X 17， mort 17， 

main 17， mieux 16， lais呂田 16， las (interj.) 15， tenir 15， 

エレーヌへのソネ:amour 107， faire 106， voir 97， yeux 81， cぽl1r74， pOLlvoir 67， beau 65， vouloir 53， 

aimer 50， dieu 40， amoureux 39， vertl1 :-35， jour 35， dire 33， mal :13， ciel 32， ame 31， doux 30， seul 30， 

falloir :-30， sentir 28， corps 28， passer 28， penser 28， vivre 26， tOl1jours 26， foys 25， aller 25， nom 25， 

savoir 24， mourir 24， bJanc 24， deux 23， grand 2:3， mort 23， beaute 22， prendre 21， sang 21， vie 21， an 20. 

9. La Rose est l'honneur des pucelles， Qui leur sein beaucoup aiment miel1x Enrichir de Roses nouvelles 

Ql1e d'un or， tant soit precieux. CContinuation des Amours， La Rose). 
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に関して orを用いていないのは， それらの詩集でうたわれている Marieや Heleneは金

髪でなかったからだと。なるほど Marieは金髪ではなく， Heleneも Entrenoirs et chas-

tains， bruns…であったらしL、。 しかし，あれほど orが用いられた Cassandreも実は褐

色の髪だったと言う人もいる。 1恋愛詩集Jのソネ26番に Muretが付した注の問へ， 1578 

年に， 次の言葉が挿入されている。 Laumonierによれば， Ronsard向身その言葉を挿入し

たのであろうと言う o 1この詩人はしばしば恋人の金髪(lescheveux dorez: l'or des che-

veux)のことを口にするが，彼は or，doreをギリシヤ流に美しいものの意に使っているの

だ。……潟色の眼の婦人が金髪をしていることはありえないか，ごく稀にしかありえなし、か

らだ……JLaumonierはこの説に反対し Cassandreが金髪であったことを認めているよ

うにも見えるが，彼とて 11552年から 1572年まで Ronsardは断乎として Cassandreに

褐色の限と金髪を与えている。事実そうであったためか，いやむしろ Petrarcaが Lauraを，

Ariostoが Alcinaをそのように描いたがためであろう。」と， Ronsardが Cassandreの金

髪を口にするのは， Petrarca詩風の常公手法によることを認めている。

常玉三手法といえば or と同じく astre， soupir， vent なども著しい減少を示している。

astreは「恋愛詩集」では20回使用されているに対し， 1続恋愛詩集Jでは 3回， 1エレーヌ」

では 4回になっている。 1恋愛詩集」における astreの使用例20のうち 5例は cesastres 

jumeaulx (Les Amours， XLIV)のように，恋人の眼を指している。その中には， ces deux 

cieulx sur deux astres antez (Les Amours， CX)の如く，両の星〈眼〉の上に植えられた

弓なりの空〈眉〉を意味する precieuxな表現も見られる。その他 6例ほどは，星の意味で

月h、られてはいるが， loing du bord， OU pour astre sa Dame Le conduisoyt du Phare de 

ses yeux (Les Amours， XL V)の如く，やはり限との関係において用いられている。残り

は半なる星の意味，あるいは人間の運命を支配する星の意味に用いられている。 1続恋愛詩

集Jでは， la clarte de ses astres jumeaus (XXVII)が 1例あるが， 他の 2例はいずれも

足の;官、味でありエレーヌ」においては 4例中 2例が限を指しているが，残る 2例は運

10. …vous aves les cheveus De couleur de chastaigne. (Continuation， X). 

11.たとえば Jusserandである c.f ].]. J usserand: Ronsard. 

12. Ronsard: Ueuvres completes， S. T. F. M.， Tome 4， p. ~O. Chamard は Laumonierが1578年に挿入さ

れた言葉を Ronsardの筆になるとすることに反対している ο ぐf Chamard: Histoire de la Pleiade， Tome 

I， p. 259. 

1~. Laumonierが1572年までと言うのは， Ronsardが1572年の椋合作品集第4版につぐ1578年の第5版において，

ton beau chef jaunissant (Les Amours， L V)を tonbeau poil brunissantと訂正しているからであろう。

14. soupirは「恋愛詩集Jでは23回 I続恋愛詩集」では 1回. Iエレーヌ」では 5回使用されている。 ventは

25回から 1同と 5岡に減じている ο
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命の意味で使用されている。

なお， corail， crystal， diamant， ebるnne，esmail， ivoyre， lis， marbre， neige，田uillet，

rubisなども， or， astreほど頻度は高くないが「恋愛詩集Jである程度用いられておりなが

ら，他の 2詩集では全く姿を消しているか，あるいは使用度が著しく減じている。このこと

は， r統恋愛詩集J，rエレーヌJにあっては， gorge de mω-bre (Les Amours， CV)， tetin 

d'ivoyre (ibid.)， col de ne智'e(ibid.， XVIII)， Ces diamantz a double ranc plantex Dans 

le coral de sa bouche vermeille (ibid.， CX)， Panchant soubz moy son bel ivoyre blanc 

(ibid.， CLIX)， ceste bouche vermeille， Pleine de lis， de roses， et d'ぽ uilletz(ibid.， VI) 

式の常玉三的な表現が苦しく減じていることを;意味する。 田舎娘 Marieをうたった「続恋愛

詩集Jにこうした常奈的表現がほとんど見当らないのは当然であるとしても r恋愛詩集」

同様 Petrarca詩風に属する「エレーヌ」においても著しい減少を示している点に注目しな

ければならない。

II. 複 合 話

Chamardは面白い試みをしている。 Marty.La veauxの LaLangue de la Pleiadeには，

Pleiade派の作品に見出されるラテン語からの借用語が76頁にわたって列挙され， その語数

は498語に及んでいる。 Marty.Laveaux自身指摘しているように， 498語のうちのいくつか

の語は既に Pleiade派以前から使用され， Oresmeにも出ている。では， Pleiade派以前に

はその用例が見られず，彼らが初めて借用したと考えられる訴は如何なる語であろうか。

Chamardはこの点を明らかにするため一つの実験を試みたのである。

ラテン語からの借用語として Marty幽Laveauxが掲げている 498語のうち， A， B， C， D， 

に始まる 130余りの語について， Huguet， Littre， Godefroy， Hatzfeld時Darmesteter.Thomas， 

Oscar Blochなどの辞書によって，検討を試みた。その結果，驚くべきことに，それらの語

15. corail (恋愛詩集6悶;統恋愛詩集 0;エレーヌ 0)，crystal (8; 0司 1)，diamantゆ;0; 1)， esmail (4; 0; 

0)とbenne(2; 0; 0)， ivoyre (6; 0; 2)， 1is (15; 1; 2)， marbre (2; 0; 0)， neige (9; 0; 3)， auillet (8; 

1; 1)， rubis (4; 0; 1). 

1. Chamard: Histoire de 1a P1eiade， Tome 4， p. 55. 

2. Nico1e d'Oresme (v. 1325-1382)， Lisieuxの司教。アリストテレスをフフンス諸に翻訳，フランス語を哲学

的表現に適応させるべく努力した CGrandLarousse). 

3. Edmond Huguet: Dictionnaire de 1a Lan♂ue francaise clu seizieme siecle. 

Emi1e Litt同 Cictionnairede 1a 1angue francaise. 

Frederic Godefroy: Dictionnaire de l'ancienne 1angue francaise. 

Hatzfeld-Darmestetεr-Thomas: Dictionnaire genera1 de 1a 1angue francaise. 

Oscar B1och: Dictionnaire etymo1o庶民uede la 1angue francaise. 
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の大部分が既に押韻派， Lemaire de Belges， Seyssel， Rabelais， Calvin， Marot あるいは

Sceveによって使用されていることが明らかになった。 130余りの語のうち， Pleiade派以前

に使用例を見ない語は僅か10余り残るきりである口これら10余りの語が，更に広範にして詳

細な調査がなされるまでは，一応 Pleiade派によって用いられ始めたと考えることができる

と言って， Chamard はそれらの誌を掲げている。 Chamard は， ギリシヤ語からの借用語

として Marty-Laveauxが列挙している語についても，同じ実験を行っている。

Chamardの実験によって明らかにされたことは，直接的には， Marty-Laveauxが Pleiade

派のギリシヤ語，ラテン語からの借用語として掲げている 275話， 498語のうち， その大部

分が既に Pleiade派以前から使用されていたという事実である。このことは，ギリシヤ・ラ

テン語からの借用語についてだけではなく， Marty-Laveauxが複合語，派生語などの項目に

列挙している語についても言えるのである。しかし， Chamardの実験の意味は， こうした

直接的な面よりはむしろ，ある語が誰の造語であるとか，誰によって使用され始めたとかを

決定することが如何に困難であり，厳密に言えばほとんど不可能なわざであることを暗示し

ている点にある。何某の造語と考えられている語でも，より広範な資料の調査が進めば，そ

の語の彼以前の使用例が見出される可能性がある o sympathie という語はそのよい例である。

したがって，ある語が何某の造語であると言うのは，あくまで現在までの調査結果でそう言

えるまでであって， Chamard も言うように，いわば暫定的な仮定にすぎない。

以下， Ronsardの 3つの恋愛詩集で用いられている語で， Academieの辞書の初版に出て

いない語の具体的検討に入るが， Ronsardの用語が17世紀の限に如何に写るかという小論の

観点にとっては，たとえ Ronsardのjzfiであっても，その請が Acadるmleの辞書に採用さ

れている限り，その語は問題にならないq 何故なら，その語は17世紀の眼に奇異な語と写ら

ない l司能性があるからである。

a) 複合形容詞

4. それらの語は， ampouler (gonser)， ancile (petit bouclier sacre)， appendre (suspendre en offrande)， 

argutie (finesse)， asprir (rendre apre)， augurer (presager)， buccinateur (panegyriste)， classe (sotte)， 

deleble (destructible)， deliber (gouter)， depoulpe (depouille de chair)， dires Cimprecations)である。

5. Marty.Laveauxは Pleiade派の作品に見られるギリシヤ語からの借用語を 275語掲げている。 Chamardは

実験の結果， Pleiade派が用い始めたと見られる語として次の10語 (Aに始まる語のみ)をあげている。 acroa欄

matique， adoniser， anachorete， anagrammatisme， analytique， anapeste， anterotique， antistrophe， archiatre， 

astronomlque 

6. この語は嘗て Ronsardの造語と考えられていた。 Mellerioは((...ce dernier (sympathie) seul est de son 

invention>>と言っている o Dauzatは (Dictionnaireetymologique， 10版)Rabelaisの造語と言い， Bloch et 

Wartburgでは， 1420年頃に初出となっている J
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「恋愛詩集」における使用語で， Acaaemieの辞書に出ていない 252語の中で，所謂複合

形容詞は次の 6語にすぎなL、。それらは，

形容詞+形容詞の型-fierhumble，humblefier， doux-fier. 

動詞+名詞の型-chassenue，ebranlerocher， irritemer.である O これらの 6語はL、ずれ

も頻度 1であるO

i ) 形容詞+形容詞の型

humblefier， fierhumble: 

…l'homicide trait 

Au fond du cu田 urm'engrava le portrait 

D'une humblefiel可ヲ， et fierehumble guerriere， (Les Amours， LXXXVIII) 

自分の心を苦しめる相手の女は humble五ereであり，内に対立を合んだ複合形容詞 humble嶋

fiereだけでは満足せず，順序をかえて繰返し， fiereh um bleな敵であると言う。 Mellerioは

この語を Ronsardの造語であると言い， Laumonierは Petrarcaの Questaumil feraか

ら来たとする。恐らく Ronsardは Petrarcaに倣って造ったものであろう。 この 2語は最

後まで訂正を受けていなL、。

doux-fier : Le doulx fier trait， qui me tient languissant (ibid.， CIX) 

愛の神の放つ矢は心地よくもあり，反面むごくもあるという恋する者の心の矛盾を対立的な

複合形容詞 doux-fier で、表わしたのである。 Mellerio によれば， doux-fier も Ronsardの

造語であると言う o1578年，この 1行はIlfit son trait de ton田 ilmeurtrissantに改めら

れ，複合形容詞は除かれている。このように i恋愛詩集」で使用されてし、る対立的複合形

容詞3語のうち 1語が訂正で削られ，残る 2語も上の引用が示すように 1行にまとめて用し、

られているO

「統恋愛詩集J，iエレーヌへのソネ」には，この種の複合形梓詞は 1語も用いられていな

い。ただし「エレーヌJでは，類似の形即ち副詞十形容詞の型 souplement珊fortが1度だけ

用いられているoDe bras souρlement-forts (Sonets pour Helene， Livre 1， Chanson)。

なお「恋愛詩集Jには，次のような表現が見られる。

L'aigre doulceur de l'amoureuse playe (Les Amours， CIV) 

以とのように 3;;t1~t~~詩集に関する|浪れこのま'!の複合形容詞の使用はごく僅かである。

7. Mellcrio: Lcxique de :Ronsard. Wartburg (Fram'iisisches Etymologisches Worterbuch)においても，

humble-fier，五er-humble両語とも Ronsardに初出となっている。 Cotgrave，Nicotに出ているが Huguet

には出ていない〉

8. Oeuvres completes de I{o!1sard， S. T. F. M.， Tome 4， p. 88. 
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ii) 動詞十名詞の型

chassenue， ebranlerocher， irritemer: 

Brave Aquilon， horreur de la Scythie， 

Le chassenue， et l'ebranlerocher， 

L'irritemer， et... (Les Amours， CLXXV) 

この種の複合語は普通 Aquilonchassenueの如く epitheteとして用いられるが，ここで

は Aquilonに対する同格名詞として用いられている。「スキチアの恐怖の的なる激しい北風

よ，雲を追払い，岩をゆるがし，海を怒らせるものよ j と呼びかけているのである。 Muret

は「恋愛詩集」第 2版に付した注において， ~ Ces trois mots sont heureusement compo-

sez a la maniere grecque pour signifier les effects du vent Boree. ~とこれらの語の巧み

さを認めている。 Ronsard 自身もこれらの語が気に入っていたのか， 1560年の訂正で Le

chasse-nue， et l'ebranle-rocher， L'irrite-merと traitd'unionを加えたのみで，そのまま保

存している o Mellerioはこの 3語をいずれも Ronsardの造語としている。

「統恋愛詩集」では， この種の複合形容詞としては dely-soucy，donne-vie， ouste-soinの

3語が見られるO

C'est pour-ce qu'on t'appelle Alme， Dely哨 JUcy，

Donne叩 ie，Ouste哨 nn:

(Continuation des Amours， Ode a Nicolas Denizot du Mans.) 

on t'appelleの teは lesomme (眠り〉を指す。それ故にこそ御身は恵み深く， 苦しみを

除き， 生命を与えるものと呼ばれるのだの意であるo 1567年 Ronsardは ouste-soinを

oste-soingと綴りを改めただけで 3語とも保存している。

「エレーヌJにおいては，こうした複合形容詞は 1語も用いられていない。

Bouhoursはギリシヤの模倣であるこの種の複合形容詞を非難して， およそ次のように言

っているc 複合語は単純性を求めるフランス訴の傾向と相容れなし、。名詞と動詞，あるいは

名詞同志を結びつけて一語を造ることはフランス請の単純性の関知しないところである。 le

sommeil charme-souci， le ciel portejiambeaux， le vent ch正lsse-nueなど，今日のフランス

語にあっては奇怪きわまる表現であると。 Bouhoursが17世紀の立場から非難した ζの種の

9. Oeuvres completes de Ronsard， par Vaganay， Tome 1， p. 220. 

10. Wartburgによると， chasse-nueは Cotgraveに irrite-merは Ronsardに初出と言う。 Nicotには 3語

とも出ているが， Cotgraveには irrite-merは出ていないοHuguetには 3語とも出ていない。

11. Mellerioは， donne吋 ie，ouste-soinいずれも Ronsardの造語であると言う。 Nicotには donne-vie，oste-

soinが出ているが， Cotgrave， Huguetには 3語とも 11'，ていない 1

12. Bouhours: Entretiens d'Ariste et d'Eugene， citl~ par R. A. Katz dans son Ronsard's French critics. 
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複合形容詞は，少くとも 3恋愛詩集に関する限り，上述のようにその使用は非常に限定され，

しかも ii)の場合「エレーヌ」においては全く使用されていなかった。これら恋愛詩集のみ

に限らず，大部分の作品においても事情は異ならないと言えよう o

ところが1553年の Livretde folastries，中でも同詩集の Dithyrambesa la pompe du 

bouc de Jodelleにおいては， 動詞+名詞の型に属する複合形容詞だけでも 10Wl}ばかりも用

いられている。この作品は， 1553年 2月， Jodelleの悲劇作品 Cleopatreの成功を祝って祝

宴が催された際，古代の風習をまねて牡山羊を飾り立て，それを引き立てて煉り歩いたが，

その光景をギリシヤのずィオニュソス讃歌をもじってうたったものである。作品の性質上，

そこでは複合形容詞のみならず，直接ギリシヤ語からの借用語も多数使用されていて，これ

が大いに目立ち， Ronsardに対する非難の原因の一つになった。この作だけーに関して言えは，

その非難は当然であろう。しかしその作はかなりふざけたもので， いわばユマニスト Ron働

sardの遊びと言えよう。

iii) 副詞十形容詞の型

「恋愛詩集」にはこの型の複合形容詞は使用されていないが r統恋愛詩集」には，

haut-tonnant : Tu as beau， Jupiter， l'air de flammes dissouldre， 

Et faire galloper tes haωzμ4ムx必x-tωonn正aωmschevaus， (Continuation， XLVIII). 

Weberには， haut-tonnant は epithetehomeriqueとあるoHuguetには PierreMatthieu 

(1563-1621) がこの語を名詞として{吏用したのが 2例あがっているきりで， Ronsard の例は

出ていない。 Cotgrave，Nicotにもこの語は出ていない。 1578年，第 2fj-目が Etfaire d'un 

grand bruit galloper tes chevauxと訂正され， haut-tonnantが削られているo
16 17 

次の如きを複合形容詞と呼びうるなら， r統恋愛詩集」にはこの他 ml胴panche，treluisant， 

tres-plein， treschautなどがある。
18 

「エレーヌ」には，既に上tこ掲げた souplemen t-fort，その他 bien-aime，demy-cuit， tout曲

19 
divin， tresgrandなどが見られる。 tresあるいは toutと形容詞が結合した形は「恋愛詩集」

13. epitheteとしての使用はフランス語にはなじまないが，動詞+名詞の型の複合名詞はフラソス語において数多

く造られ，使用されている。げ Dannesteter:Traite de 1e formatiun de，; Mots composes. 

14. chanson bris'emzuy; perruque lierretorte; ρorteliel・re; romρsoucy;ρortesceρtre; Jl()urri'uigllc; 

aynzゆanψ何 numtaignφorte;bouc rongevigne. 

15. Ronsarcl: Les Amours， par Weber. 

16. Un somme 1anguissant 1a tenoit mi-panch白

DessLls 1e coude clroit， fermant 5a bellc bouche. (Continuation， LXVI). 

17. clu 1aict treluisant (ibicl.， LXIX). 

18. ma moiti手bien-aimeeCSonets pour He1ene， Livre 1， Chanson). 

19. De vos yeux tout-divins (ibicl.， XV). 
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では見られないが， r続恋愛詩集J，rエレーヌ」では上記のように使用されている。

b) 複合動詞

「恋愛詩集」で用いられている複合動詞は avantpenser，bienheurer 2， entracrocher， 

entrenouer， entrerompre， outrepercer 2の6語で， bienheurer， outrepercerの頻度 2を除

いて，他はいずれも頻度 1である。

avantpenser: En cent facons， desja， desja ma langue 

Avantpensoyt les mots de sa harangue， (Les Amours， CL) 

Muretは <(Avantpenserest ce que les Grecs disent promeletan~ と注している。

Huguetには，この語は<(premediter， projeter， preparer ~あるいは <(prévoir~ を意味す
20 

るとあり， Ronsardの用例が出ていないが，彼以後のものが4例あがヮている。このように

Huguetには Ronsard以前の用例が出ていないが， Wartburgによると， この語は1534年

に初出と言うoとにかしこの語はギリシヤ語の直訳であり， Ronsardはこの詩句でギリシ

ヤ語を話しているのである。 1578年， この 2行が Encent facon desja ma foible langue 

Estudioit sa premiere harangueと訂正され avantpenserが削られている。 Huguetに

Ronsardの用例が出ていないのは，この削除のためであろうか。 1560年版の綜合作品集に拠

る Mellerioの Lexiquede Ronsardにこの語が出ていないのは何故だろうか。

entracrocher : Les petits corps， culbutans de travers， 

Parmi leur cheute en byaiz vagabonde 

Hurtez ensemble， ont compose le monde， 

S'entracrochans d'acrochementz divers. (ibid.， XXXVII). 

s'entracrocherは「互にくっつきあう」の意('Wartburgによれば，この語は Ronsardが初

出であると言う O と乙ろが， 1549年に出た DuBellayの Recueilde Poesieに s'entreacro-

cherが用いられている。 Muretは次のような意味の注をつけている。 エンベド‘クレス，エ

ピクロスならびに彼らの一派はあらゆる事物を構成する 2原理を打立てた。艮[Jち虚空間と彼

らが原子と名づける微少物とである。原子は本来虚空間を直線的に落下するが，時に直線を

それることがあり，それ故互に衡突し，結びつきあう。 ζ うした原子の偶然の集合によって

世界とその中に含まれるあらゆる事物が形成されると。 Muretの注がなければ， 当時どれ

だけの人がこの詩句を理解しえたで、あろうか。初期の作に見られるこうした学識の披涯によ

る難解さが非難されたのも当然と言わなければならなし、。 1567~f， 第 4行目が s'entr'acro-

20. avantpenserは Cotgrave，Niωtに出ている。
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chans de liens tous diversと訂正され s'entracrocherは残されたが， 同じく Academie

の辞書にない acrochementが削られている。同じ familleに属する語が並ぶのを障ったの

であろう。

entrenouer : Au cu偲 urd'un pre loing de gents escarte， 

Que fourchument l'eau du Loyr entrenoue (ibid.， CLXXX) 

entrenouerは「取巻く，編みあわせる」を意味し， Wartburgにはこの語は Ronsardに初

出とある。 Loirの流れが二叉に分れて取囲んでいる， 人里を遠く離れた牧場のまん中にの

意。この語は訂正を受けていない。

outrepercer: …ceste dance， OU la flesche cruelle 

M' outrepe rca， ••• (ibid.， XCI). 

…un田 ilbrun qui m'outreperce l'ame: (ibid.， CVII) 

outrepercerは「貫ぬく Jを意、味する。 Wartburgによれば， この語は1546年が初出である

と言う o 2例とも削除されていない口

bienheurer : 日 .lesecret， 

Qui bienheuroyt le bonheur de ma vie， (ibid.， CLIV). 

Amour， amour， donne moy paix ou trefve， 

Ou bien retire， et d'un garrot plus fort 

Tranche ma vie， et m'avance la mort， 

Me bienheurant d'une langueur plus breve. (ibid.， XI)， 

bienheurerは beneurerの形で古代仏語の時代から存在した古い語で I幸福にする，恵む，

栄えさせる」を意味する。第 1例は， 1560年，恐らく bienheurerと bonheurという同じ

familleに属する語の反覆をさけて Quibien heuroit le plaisir de ma vieと訂正され，更

に84年に Queje tenois aussi cher que ma vieと改められ， bienheurerが除カ通れているけ

第2例も， 第4行が78年の訂正を経て84年には Douceest la mort d'autant plus qu'elle 

est breveに改められ， bienheurerが姿を消している。 2例とも訂正によって，それぞれ表

現がひきしまって来ているD

entrerompre は <interrompre~ を;章、味し， 12世紀から用いられていたが， 16世紀初頭に

ラテン語の interrumpereからの借用形 interrompreが現われ entrerompreに取って代る。

21. Quel destroict， quel havre et rocher Ne voit les nefz s'entreacrucher? (Du Bellay: Recueil de Poesie， 

XII)， cf. Huguet. 

22. Wartburg: op. cit. 

23. Bloch et Wartburg: op. cit. 
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entrerompreは17世紀初頭にはなお見られる。筆者の調査した範聞では， Ronsardは新しい

形 interrompreを用いていない。

「続恋愛詩集」において使用されている複合動詞は entrefriserのみであり iエレーヌ」
24 25 

では contre・imiter，entre-voir， outrepercerが見出される。

entrefriser : .. .vous aves les cheveus 

De couleur de chastaigne， entrefrises de neus， (Continuation， X) 

entrefriserの意味は明らかでなく， Huguetによれば， ~entrelacer}> の意、かと言う。

c) 複 合名詞

「恋愛詩集Jで用いられている複合名詞としては，

avantchien : ..1' Avantchien， qui tarit jusqu'au fond 

Les tiedes eaux， (Les Amours， XCIV). 

Muretの注によれば， ~L'Avant.chien: C'est le nom d'un Astre， nomme par les Grecs 

prokyon， par Ciceron en la traduction d' Arat， antecanis，... ~と言う o Avant-chienは

Procyonと称される星で， Canicule (Sirius)よりも前に天に登るところからこの名称が来

た。 Mellerioには，この語は Ronsardの造語とあるo Avant-chienは prokyon を直訳し

たものか， Antecanisから来たものか詳らかにしえないが，とにかく古代語の直訳であるこ

とは明らかであり Laumonierも iRonsardはこ ζ でもフランス語においてギリシヤ語，
26 

ラテン語をあやつったJと言っている。この語は訂正を受けていない。

Belacueil: Ha， Belacueil， que ta doulce parol1e 

Vint traistrement ma jeunesse 0妊enser

Quand au premier tu l'amenas dancer， 

Dans le verger， l'amoureuse carol1e， (ibid.， CXXXVI). 

Belacueilは Romande la Roseからの借用語である。 Belacueilよ， 御身は果樹の園で，

のっけから愛の踊りに誘った時，御身の甘い言葉が陰険にもわが若き日を傷つけるにいたっ

たことかの意。 Muret は注において~Ce sonet est tire du Roman de la Rose， la OU 

'17 

Belacueil meine l'amant dans le verger d' Amour}> と言っているが， Pauphilet， Laumo-

24. contre-imiterは imiterと同じ意味。 Wartburgでは， Du Bellayに初出となっている。

25. entre-voirは， Wartburgによれば 12世紀からの古い語であるが ((nefaire qu'apercevoir>>の意味では

Lemaire de Belgesの使用が最初であると言う。

26. Oeuvres completes de Ronsard.， S. T. F. M.， Tome 4， p. 94. 

27. A. Pauphilet: Ronsard， a la maniere clu ((Roman de la Rose>>. Melanges 0佐官tsa Huguet. 
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nierなどが指摘しているようにl'Amantを踊りに誘ったのは Courtoisieであって， Bel 

AccueilではなL、。 Ronsard，Muretともに誤りを犯したのである。

demyfront: Antres moussus a demyfront ouvers， (ibid.， L VII) 

demyfrontは aを伴って副詞句として用いられている。 Weberによれば， a demyfrontは

「半円形に」を意、味する。半円形に口を開いた苔むす洞窟の意である。 この語は Cotgrave，

Nicot，それに Huguetにも出ていない。

myherbe: Et a myherbe il tond mon esperance. (ibid.， CLXV) 

例文中の ilは lerayon de l'偲 ilde ma dees田を指す。 myherbeも amyherbeで副詞句

として用いられている口成長半ばで実も結ばないうちに私の希望を刈取ってしまうの意。面

白い表現である。 ζの語は Cotgrave，Nicot， Huguetのいずれにもない。 1567年，この 1

行は Etsans meurir tranche mon esperanceと訂正され， a myherbeが削られている。

訂正によって意味が明瞭になってはいるが，表現が抽象化し，面白味が失われている。

III. 派生語

(A) 語尾 inの形容詞

Mellerioは，この型の形容詞について， ~Les adjectifs en in... nous paraissent pres-

que tous bizarres， et donnent en general aux vers une apparence d'affectation sentimen-

tale qu'i1 est di伍cilede gouter aujourd'hui ~と言う o Mellerioが奇妙に感じると言うこの

型の形容詞の使用は 3恋愛詩集に関する限り，さほど多くはなL、。 Academieの辞書に出

ていないものは i恋愛詩集」では， albastrin， diamantin， ivoyrin 3， orin 2， rosinの5

語である。「統恋愛詩集」にはこの型の形容詞は 1語も見当らず iエレーヌJ では am輔

brosin， myrtin， marbrin， rosinの4語が用いられている O

「恋愛詩集」においては， ソネ37番に ivoyrin，orin， rosinの3語が集中して用いられて

いる。

.. .ces tresses ormes， 

Ces doigtz rosins， et ces mains z'voyrines (Les Amours， XXXVII) 

28. Ronsard: Les Amours， par Weber. 

1.この型の形容詞は， marbrinを例にとれば，ラテン語の lnarmoreusに代り， complement determinatif (de 

marbre)によらずして直接に形容詞で行こうとするもので， 一種の latinismeと考えられている o Huguetは

Mots disparus ou vieillis depuis le XVl" siecleのlatinismeの項でこの型の形容詞にふれ， <<L' emploi de 

ces adjectifs， si repandu qu'il ait pu etre， ne devait pas durer longtemps， car il etait en contradiction 

avec les tendances analytiques de notre langue.>>と結論している。

2. Mellerio: op. cit.， XXXVII. 
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ormは「金の，金色のJ，rosinは「パラ色のJ，ivoyrinは「象牙色の，象牙のように白いJ

を意味する。これらの語は古くから存在している。 Brunotによれば， これらの語は古い時

代にはさほど頻繁に用いられたようには思えないが， 16世紀初頭の詩人，ついでリヨン派は

かなりこれを使用している。 Pleiade派は Lemairede Belgesやリヨン派に倣ってこれを用

い，既存の語の型に則って新しい語をも造り出したと言う。

ところが， Muretはと掲の例文の cestresses orinesに注して， r orin， rosin， ivoyrinそ

の他これに類する語は JeanAntoine de Baifの創意、にかかる語である。」と言っている。

同時代の友人の証言でもこのように誤ることがあるのだ口 Laumonierは Muretを反駁して，

rBaifの恋愛詩集にはこれらの語が数多く見られるが Baifの恋愛詩集は Ronsardのそ
8 

れより 2ヶ月後の1552年12月末に出たのである。」と言っているが， どうやらそれらの語は

Ronsardの創意にかかると言いたそうな口吻である。

ivoyrinには上掲の例文以外に， en la gorge ivoyrine (ibid.， CLXX)， .. .voyci dix beaux 

doigtz ivοッバns(ibid.， CLXXVII)の2イダIJがあり ormにはいま 1OU， .. .ses blondz五lets

on'ns (ibid.， CLXXVII)がある。

albastrin: Col Albastrin emperle de bonheur (ibid.， CV) 
9 

この語は雪花石膏のように白いを意味する。 1578年，この 1行は Mentond'albastre， ou je 

voy mon bonheurと改められ， albastrinが除かれている。

「続恋愛詩集」にはこの型の形容詞は用いられていなL、から rエレーヌ」へ移ると，こ

の詩集に用いられている 4語のうち， 筆者の調べた範囲では marbrin， m yrtin， rosinの3

語は古くから，少くとも Ronsard以前から見られる。
10 

marbrin: Transformant ses tetins en deux boules mω-brines (Sonets pour Helene， 

Livre 1， LV)， 

myrtm: …sous les branches Myrtines (ibid.， chanson) 

:-3. orin， ivoyrinは， Wartburgによれば，古仏語の時代から存在する。なお ivoyrinはパラ物語に ciiivorin 

miroer (9274)とL、う用例があるコ ros1l1は， Godefroyには， Lancelot ou le Chevalier a la charretteの用

例が出ている。

4. Brunot: La doctrine de Malherbe， p. 284. 

5. Lemaire de Belgesには， Les Epitres de l'amant vertの中だけでも， argentin， colubrin， marbrin， pour帽

prin， purpurin， sulphurin， Zephirinが見出されるべ

6. SceveのDelieには， aquilin， corallin， hebenin， yvoirinなどが見られる。

7. Hugues Vaganay: Oeuvres completes de Ronsard， Tome 1， Les Amours， p. 45. 

8. Oeuvres completes de Ronsard， S. T. F. M.， Tome 4， p. 40. 

9. この語はL、つ頃から用いられ始めたかは不明。

10. marbrinは， Wartburgでは， 1130年頃から用いられ始めたとある。
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rosin: Sein de couleur de liz et de couleur rosine， (ibid.， Livre 2， XXXV) 

ambrosin : D'une si rare et douce ωnbrosine viande， (ibid.， Livre 1， XL) 

ambrosinは iambroisieのように美味な」を viandeは広く「食べ物Jを意味するo am-

brosinは何時から用いられ始めたかは不明。

なお， Pandorin (Les Amours)， Medusin (Helene)のように，間有名詞からの派生語も

見られる。

Pandorin: …au fond du Pandorin vaisseau (Les Amours， LXXXV) 

パンドラの聞の底にの意。 1584年の訂正で Pandorinが除かれている。

Medusin: Au regard Medusin， qui en rocher me mue， (Sonets pour Helene， Livre 

1， LII) 

私を岩に化するメドゥサのような眼ざしの意。この語は訂正を受けていなL、。

以上のように 3恋愛詩集においては，この型の形容詞はさほど多くは用いられていなL、。

その中で， albastrinと「恋愛詩集」ソネ 177番の orinとが訂正で削られている。 onnの

削られた理由は，恐らく sesblondz五letsorinsと類似の意の語が重なるのを避けるためで

あろう o 国有名詞の派生語では， Pandorinが削られていた。他の語の場合に比してこの型

の形容詞の削られる率が低いとは言わないが， Henri Estienneの場合同様 Ronsardもこれ

らの語を好んでいたと思われるふしもある。 Malherbeは， ivoyrinが Desportesの作中に

出て来たのを機会に，この型の形容詞を容赦なく斥けている。

(B) 語尾 euxの形容詞

五eleux2， frigoreux， grelleux， gemmeux， herbeux， otieux 4， vergongneux 2， presagieux 

の8語は「恋愛詩集Jにおけるこの型の形容詞で Academieの辞書に出ていない語である。

五elの派生語:fieleuxは胆汁のように苦いを意味する。

Si doulcement le souvenir me tente 

De la mieleuse et fieleuse saison， (Les Amours， LXXXIV) 

De ceste doulce et fielleuse pasture， (ibid.， CXXIV) 

11. myrtinは <<demyrte>)を意味する。 ミルタの枝の下でーよみの闘にある， 熱烈な恋をした人たちの集まり

憩うミルタの森の中での意。

12. Huguetには Pandorinが出てなく Medusinは Ronsardのこの例のみがあがっている。 r恋愛詩集 lに

は Herculinがあるが，これは名詞として用いられている(この場合 inは指小語尾)。

13. Henri Estienne: La Precel1ence du langage francois， p. 186. 

14. <<Donne conge a ivoirin， ovin， marbrin， et autres tel1es drδleries.>> 
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この語は， Bloch et Wartburgでは， Ronsardに初出とあり， Chamardも Ronsardの造
2 

5Eとしている。第 1例の同型の形容詞 mieleuxの方は既に Romande la Roseにも出てい

る古い語である。第 1f7U，第2例とも mieleuseet fieleuse， doulce et fielleuseと対立的な

表現になっている。 fieleuxは2例とも訂正を受けていない。

gemmeuxも Chamard，Brunotともに Ronsardの造語としている。

…des lndoys la gemmeuse largesse， (ibid.， CLXII) 

gemmeuxは gemmeの派生語で r宝石の，宝石に富んだ」を意味する。 インド人の住む

宝石に富んだ広い土地と言うのである。この語も訂正を受けていない。

frigoreuxは froidを意味する。

…l'horreur des plus frigoreu:τmois 

Fait herisser les cheveux de la plaine (ibid.， CXLI) 

第 1行が翌1553年の第 2版におし、て早くもl'horreurdes plus froidureus moisと訂正され，

frigoreuxが除かれている。この削除が原因なのか，とにかくきわめて稀な語と見え， Nicot， 

Cotgrave， Huguet，その他 Mellerioの Lexiquede Ronsard， Marty-Laveauxの LaLan-

gue de la Pleiadeなどには掲げられていない。

…l'air grelleux， et pluvieux. (ibid.， CXIV) 

grelleuxは「懇の降りそうなJを意味し， Robertでは， 16世紀に用いられ始めたとある。

otieux (ocieux)は， Wartburgによれば， 1500年頃から用いられ， ~ inactif， oisif， pares-

seux~ を意味する。

Depuis le jour， que le trait otieux 

Grava ton nom au roc de ma memoire， (ibid.， LXXX) 

La， d' otieu:ど actifje me suis fait. (ibid.， CLXXIV) 

第 1例の letrait otieux無為安逸の矢とは oisiveteの息子である愛の神が放つ矢のこと

を言う。愛の神の矢がわが岩の如き記憶に御身の名を刻みつけた日以来の意。 I二掲の 2例以

1. Chamard: Histoire de la Pleiade， Tome 4， p. 67. 

2. Le Roman de la Rose， S. A. T. F.の5984行と 20133行の 2ケ所に用いられている。

3. Brunot: Histoire de la langue francaise， Tome 2， p. 192. Mellerioもこの語を Ronsardの造語とし，

Wartburgでは1564年に初出となっている。 Huguetにも Ronsard以前の用例が出ていない。 したがって

Ronsardの造語の可能性が強い。

4. Robert: Dictionnaire alphabetique et analogique de la langue francaise. Huguetにはこの語の Ronsard

以前の用例はなく， Littreの歴史の項には Ronsardのこの例が出ているのみである。

5. Huguet: op. cit. 

6. Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 4， p. 81. cf.…Oysivete estre mere de Luxure， 
CRabelais， III， 31). 
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外に r恋愛詩集Jにはもう 2例あるが，それら 4例とも訂正を受けていない。

herbeux， vergongneuxは古くから存在する語である。 herbeuxは「草の生い茂った」を

意味するo

Sur le tapis de ceste herbeuse rive， (ibid.， CXVII) 

vergongneuxは「恥じている;恥ずかしそうな;内気なJを意味する。

L'aspre tourment d'une aultre (playe) plus profonde， 

Que vel宮vngneuxje cele dans mon cuaur， (ibid.， CXXXVII) 

Lors ses cheveux vergongneuse arracha， 

Si qu'en pleurant sa face elle cacha， (ibid.， ，LXXVIII) (elle: l' Aurore) 

第 1例は，私が恥ずかしそうに心の中に隠しているもう一つの更に深い傷のひどい痛み，第

2例は， 彼女は恥じて髪をかきむしり， はては涙にぬれて顔を隠したの意。第 1例の ver-

gongneuxは， 1578年の訂正で削られている。

Tant nous unit son (de l'astre ascendant) feu presagieu.r， (ibid.， LXXII) 

presagieuxは「前兆を示すJの意。 l'astreascendantは誕生の際， 東の空に上りその人の

運命を決定する星を言う。 Wartburgによれば， presagieuxは Jehan Thierryの Diction-

naire francais-latin (1564)に初出とあるが，それ以前に Ronsardによって用いられている。

「統恋愛詩集」においては Academie の辞書に出ていな.いこの型の形容詞は glueux， 

perleuxの2語で rニ乙レーヌ」では， defectueux， myrtheux， ocieux， vergongneux， ver-

dureuxの5諾が見られる。

glueuxは「鳥もちのようにねばねばした;烏もちを用いたJの意である。

Un cruel oysel1eur par glueuse cautelle 

L'(ma compagne) a prise， et l'a tuee...， (Continuation， LXVIII) 

これは雑鳩の言っている言葉で，残酷な鳥さしが鳥もちの民でわしのつれあいを捕え，殺し

てしまったと言うのである。 Mellerioはこの語を Ronsardの造語としているが Marty聞

10 

Laveauxも指摘しているように既に Sceveがこれを使用している。 Godefroy，Wartburg 

によれば，更に古く Gautierde Coincy (1177-1236) に用例が見られる。

perleuxは「真珠の，真珠のような，真珠におおわれた」を意味する。

7. otieuxの他の 2例は， du Chaos otieux (Les Amours， XLII)， D'estre tousjours lentement otieux Cibid， 
CLXXIV)である。

8. Dauzat: Dictionnaire etymologiqueによれば， herbeuxは Rolandに見られる o vergongneuxは， Wart-

burgによれば， 12世紀末からj刊し、られているの

9. Ronsard: Les Amours， par Weber， p. 560参照。

10. Sceveの用例は， Et d'un desir si glueux abuser (Delie， CCLXXVわである。
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Debout donq， allon voir l'herbelette perleuse (ibid.， XXIII) 

草においた露に真珠のイマージュを用いているのである口 Chamardはこの語を Ronsardの

造語としているようであり， Godefroy， Wartburgも同様である。 glueux，perleはともに

訂正を受けていない。

次に「エレーヌ」へ入って myrtheuxは「ミノレタのJの意、で， Chamardはこの語も

Ronsardの造語と考えているようである③

Par les ombres Myrtheux je prendray mon repos， (Sonets pour Helene， Livre 2， 

XXIV) 

私はよみの国のミルタの林の蔭で恐いをとっているだろうの意。 Ronsardは myrtheuxと

並んで myrtinをも用いている。

defectueuxは， Wartburgによれば， 1336年に初出とあるo r欠けている，不完全なJを

意味する。

U ne seule vertu， tant soit parfaite et belle， 

Ne pourroit jamais rendre un homme vertueux: 

Il faut le nombre entier， en rien defectueux: (ibid， Livre 2， XVIII) 

どれほど完全で立派であろうと，ただ一つの美徳だけでは人を有徳にできない。七つの徳全

部が必要で，少しも欠けていてはならなし、。

verdureuxは verdureの派生語で「緑の」を意味する。

.. .ce mois verdureux (ibid， Livre 2， XL VII) 

ocieux， vergongneuxについては， 既に「恋愛詩集」の例をあげたから rエレーヌ」の

用例にはふれなし、。 rエレーヌJ で用いられている defectueux，myrtheu ux， ocieux， ver-

gongneux， verdureuxの5語はいずれも訂正を受けていない。 3恋愛詩集を通じて，削られ

ているのは「恋愛詩集Jの frigoreuxと vergongneux2例のうち 1例とである。この型の

形容詞には五eleux，gemmeux， perleux， myrtheuxなど Ronsardの造語である可能性のあ

る語が多い。

11. Chamard: op. cit.， p. 67. 

12. ibid. 

13. Ronsard: Les Amours， par Weber， p. 755に <<Cenombre est le chi任resept， celui des quatre vertus 

cardinales et des trois theologales.>> vertus cardinales は prudence，force， justice， temperanceを， vertus 

theologalesは foi，esperance， charitるを指す。 (GrandLarousse). 

14. Wartburgによれば. この語は Cotgraveに初出とあるが， Cotgraveにはこの語が出ていない。

15. Iエレーヌ jにおける ocieuxと vergongneuxの用例は， Si est-ce sans le corps qu'il (l'esprit) seroit 

ocieu.:c (Livre 1， XLI) (しかし，肉体がなければ，精神は働かないであろう。);… la Lune ocieuse(Livre 2， 

XXIII) ; aussi bien je ne puis Devant elle parler， tant vergongneu.:c je suis. (Livre 2， XXIX). 
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(C) 語尾 ardの形容詞

「恋愛詩集」に用いられている語尾 ardの形容詞で Academieの辞書に出ていないのは，

fretillard 2， songeard， sommeillardの3語である。 Huguetによれば，接尾辞 ardはゲル

マン起源で，この型の形容詞は，今日では， langue populaireで pejoratifな意味に用いら

れることが多いが， 16世紀においては事情が異なっていた。

songeard は ~rêveur， distrait}>の意、味では15世紀中葉から用いられているo ここでは

「夢を見ているJ(qui reve)を意味し， •• .dans mon ame songearde (Les Amours， CLIX) 

のように使用されている。

fretillard: Et mitirant sa langue fretillarde， 

恥1ebaisotoyt d'une levre mignarde. (ibid.， CLIX) 

freti1lardは「生き生きした，よく動く」を意味する。ぴちびち動く舌を半ば出して， かわ

し、ぃ唇で私にくりかえし接吻したの意である。 Chamardはこの語を Pleiade派の造語とし

ている。 fretillardは今 1例をも含めて最後まで訂正を受けていない。上の例文の fretillard

は行末に用いられている関係上，このソネには songeard，gaillard， mignard など語尾 ard

の形容詞が多く用いられている。

sommei1lardは「眠りの，眠りを催させる，眠っているJを意味する。

…la nuict un bandeau sommeill，αrd 

Des deux coustez de l'orizon alonge: (ibid.， XL VIII) 

夜が地平の両側に眠りを誘うとばり〈目隠し〉をくり拡げるの意、である。

この型の形容詞で Academieに出ていない訴は r統恋愛詩集Jでは fretillardが見られ

るのみで rエレーヌ」においては 1語も使用されていない。

(D) その他の形容詞

a) 色目立:fuytifは fugitifより古い形で， Godefroyには Romande Brut (1155)の用

16. frigoreux， grelleux， presagieux， verdureuxなども Ronsardの造語の可能性がないとは言えなL、。

1. Huguet: Mots disparus ou vieiIlis depuis le XVI" siecle， p. 158. 

2. cf Wartburg， Godefroy. 

3. Ronsard: Les Amours， par Weber. 

4. Chamard: Histoire de la Pleiade， Tome 4， p. 67. Wartburgにはこの舗は16世紀に用いられたとあり，

Huguetには Ronsard以前の用例は出ていない。

5・…ceulx(baisers) des pigeons mignards， Couple a couple fretilIards， CLes Amours， Amourette). 

6. この語は， Wartburgでは， 1564年の Thierry:Dictionnaire francais-Iatinに初出とある。 Godefroyにな

<. Cotgrave， Nicotにある。
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例が見られる。 1300年頃ラテン語の fugitivusによる形 fugitifが現われ，古いよりフラン

ス化された形 fuytifを駆逐するが， fuytifは17世紀まで生きのびている。この語は r恋

愛詩集」と「エレーヌ」に 1例づっ用いられていて，いずれも訂正を受けていない。

Plus elle court， et plus elle est fuytive， (Les Amours， CXXIX) 

Et mon ame fuitive a la tienne s'en-vole， (Helene， Livre 1， XVII) 

b) escumier: Je l'(ma Deesse) accompare a l'escumiere fille， (Les Amours， XXXIX) 

この語は「泡立つ， 泡におおわれた」を意味するが， 女性形 escumiereは海の泡から生れ

た Venusの epitheteのーっとして用いられている。 Chamardはこの語を Ronsardの，

少くとも Pleiade派の造語としているようである。 escumlerは「続恋愛詩集J，rエレーヌJ

では使用されていなし九

c) nuital: Chamardはこの語も Ronsard，少くとも Pleiade派の造語， Brunot も Ron-
4 

sardの造語としているようである。 nuitalは nocturneの同義語で， 16世紀にはこの外 nUl-

teux， nuitierが同じ意、味に用いられている。

.. .haste toi de te lever， 

Et de ta bel1e nuitale flamme 

Eclaire au feu d'amour qui m'enflame， (Continuation， Imitation de Bion po企te

grec) 

この詩は愛の女神 Venusの名で呼ばれる宵の明星 Vesperに呼びかけたものである。

d) 語尾 ableの形容詞:この型の形容詞で Academieの辞書に出ていない語は r恋愛詩

集」には 1語もなく r続恋愛詩集Jでは reveillable，rエレーヌJでは perjurableが用い

られているにすぎない。

o Somme，... 
et vien desous ton aisle 

1. Bloch et Wartburg: op. cit. Cotgrave， Nicotには， fuytif， fugitifの両方が出ている。

2. Venusのepitheteの例としては， Ecumiere Venus， roine en Cypre puissante (Bocage de 1554， sonet 

IX) 

:l Chamard: op. cit.， p. 67. escumierはGodefroyにはなく， Huguetには Ronsard以前の用例は見られ

なL、。

4. ibid.， p. 67. Brunot: Histoire de la langue francaise， Tome 2， p. 191. Wartburgはこの語の初出を16

世紀としている。
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Couver un peu les yeus， les temples， et le front 

De Cassandre malade， et d'un sommeil profond， 

Toutesfois reveillable， alege le mal d'elle. 

(Continuation， Ode a Nicolas Denizot du Mans.) 

眠りよ，来たって御身の羽の下に病んでいる Cassandreの眼，こめかみ，額をそっと抱き，

深い， しかし再び目覚めうる眠りで彼女の苦痛を和らげてぐれの意である。この語は Gode欄

froy， Wartburgにはなく， Huguetには用例として上掲の Ronsardのものと LaPorte 

のものとの 2例が出ているにすぎなL、。

perjurable (parjurable)は「普いに背くことのできる;偽りの普いを立てうる」を意味す

る。 Chamardはこの語を Ronsardの造語としており， Wartburgも Ronsardに初出とし

ているo

o perjurable autf'l! ta Deite n'est rien. 

o parole d'amour non jamais asseuree! (Helene， Livre 1， XLIV). 

おお，偽りの普いに対しでもとがめのない祭喧よ。御身の神性は存在しない。ついぞ守られ

たことのない愛の言葉よの意。

e) 語尾 antの形容詞 Ronsardは一般に現在分詞から来た形容調を多く用いているが，

この型の形容詞で Academieに出ていないものは r恋愛詩集」では blandissant2， blon-

doyant， drillant， rousoyantの4語にすぎず， r続恋愛詩集 j，rエレーヌJには 1語も見当

らなL、。

Prez， boutons， fleurs， et herbes rousoyantes， 

Coustaux vineux， et plages blondoyantes， (Les Amours， L VII)， 

rousoyant (rosoyant)は「露にぬれた， 露におおわれた」 を， blondoyantは「ブロンド

の，黄色のJを意味する。 Wartburgによれば，動詞 rosoyerは 14世紀中葉から見られ，

rosoiantも <{quirepand la rosée~ の意味では14世紀後半から用いられているが， <{couvert 

de rosée~ の意、味で用いたのは Ronsard が最初であると言う o blondoyerは12世紀から存

在する古い語で， blondoyantも Romande la Roseに見出される。牧場，つぼみ，花，露

にぬれた草，豊かに葡萄のみのる任，黄色い士地の意。

5. Maurice de La Porte (1530-1571): Les Epithetes francaisesからの用例である、

6. Robert: Dictionnaire alphabetique et analogique de la Iangue francaise. ばら物語の用例は， E veit Ies 

beaus crins blondeianz Come ondes ensemble ondeianz. (Le Roman de la Rose， par Langlois， 21135-36). 

7. rousoyantの残る 2例は， la rousoyante Aurore (Les Amours， LXXVIII)， D'un beau crystaI son front 
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Je vouldroy bien en toreau blandissant 

Me transformer pour finement la prendre， (ibid.， XX) 

blandissant は~flatteur， caressant， doux， seducteur d>を意味するO 動詞 blandirは古仏

語の時代から存在し， Roman de la Roseにも使用されている。ゼウスが美しい牡牛に姿を

変えてエウロベを奪い去った故事にならし、策によって彼女をわがものとするため自分の姿

を心ひく牡牛に変えたいものだと言うのである。 1560年， en toreau blandissantが ento・

reau blanchissantに訂正され， blandissantが除かれている。

En lieu de m'estre une estoile drillante， (ibid.， LXXXI). 

動詞 dri11erはネーデルランド語の dri11enから来た語で Iあちこち走りまわる，はね回

る」と「輝く」を意味し， 15世紀から存在したと言う。したがって dril1antにも， sautillant， 

brillant 両方の意味がある。 Weber は ~qui remue en brillantd>と解している。(彼女の

限が〉私にとって輝く星となって導いてくれるどころかの意である。

f) delivre: Estre delivre， et traisner son lien， 

Estre vaillant et couharder de crainte， (Les Amours， LXXIV) 

delivreは delivrerの派生語で I解放された，自由なJを意味する。形容詞として12世紀

から存在する古い語で 16世紀においても Ronsard以前に Marotその他によって使用さ

れている。自由でありながら紳を引きずり，勇気がありながらびくびくしているという恋す

る者の心の矛盾をうたった対立的表現である。

(E) DIMINUTIFS 

Huguetも言うように 16世紀の詩人殊に Pleiade派の詩人たちは diminutifsを濫用し

たとしばしば非難されて来た。 Iこの非難は正当ではない。と言うより 16世紀のみを非難す

るのは公正ではない。中世においても既に diminutifsはふんだんに使用され， ラテン語自

est rousoyant. (ibid.， CIII). rousoyantは3例とも訂正を受けていない。

8. Huguet: Dictionnaire de la langue francaise du seizieme siecle. 

9. Wartburg: op. cit. ばら物語の用例は， Servir， chuer， blandir， fiater (Le Roman de la Rωe， 7388). 

Baisier， blandir e soulacier， (ibid.， 9844). 

10. blandissantの「恋愛詩集」における今一つの用例は， Pincant en vain ta lyre blandissante Cibid.， XXXVl). 

11. Wartburg: op. cit.; Dauzat: Dictionnaire etymologique de la langue francaise. Wartburgによると，

dri11erが brillerと混同され， drillerが bri1lerを意味するようになった。 Huguet，Godefroyには， dri1lant 

のRonsard以前の用例は掲げられていない。

12. Ronsard: Les Amours， par Weber. 

1:，. cf Wartburg， Dauzat， Godefroy. 
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体も，類唐期においては，多量にそれを造り出している口」

Du Bellayが「擁護と顕揚」において， 在来のフランス詩の中で唯一つ読むに価すると

言った Romande la Roseにもかなり diminutifsが用いられている。 Pleiade派以前の16

世紀においては， Lemaire de Be Iges， Marotなどがふんだんにそれを用いている。 Pleiade

派もかなりそれを濫用していることは事実である。 Ronsardについても，ある程度同じこと

が言えよう o では彼の恋愛詩におけるそれの使用状況はどうであろうか。

まず例のとおり r恋愛詩集」で使用された diminutifsのうちで Academieの辞書に出

ていないものは， amelete， angelette， colombelle， crespil1on， gorgette， Nymphette 2， onde-

lette， per1ette 2; damoise1et， folleton， jumelet， mignonnette， nouvelet 3， vermei1let; bai-

soter， rebaisoter; doulcettementの17語である。

「統恋愛詩集」の方は， gambelette 2， herbelette 2， mammelette， mouchette， piqueron， 

plombet 2; nouvelet 2の7語であり， rエレーヌJの方は， angelette， mol1etの2語である。

diminutifsの使用に関してまず気づくことは，ジャンルによってその使用度に著しい差が

見られることである。 r恋愛詩集」においても， 上掲の17語のうち amelete，colombelle， 

mignonnette， rebaisoterの 4語と Nymphette，per1etteそれぞれ2例中の 1例，計 6語が

同詩集巻末の Amouretteと題する chansonに集中して用いられているのである。

Petite Nymphe folastre， 

Aう四lうhetteque j'idolatre (Les Amours， Amourette) 

Ma tourtre， ma colombelle， (ibid.) 

Revien revien m伊wnnette，(ibid.) 
4 

Ou fuis-tu mon amelete， 

Mon diamant， ma perlete? (ibid.) 

Rebaisotans leurs amies (ibid) 

1. Huguet: Mots disparus ou vieillis depuis le XVle siecle， p. 193. diminutifsは小ささを示すところから.

愛らしさ，優雅さ，あるいはひ弱さ， そこから軽蔑などのニュアンスを伴い，一般に familierな性格を持って

いる。 cf Huguet. 

2. Lemaire de Belges: Les Epitres de l'amant vertを覗いただけで， amourette， aignelet， branchette， be昌司

telette， bichete， corpselet， coulombette， chansonnetteなどが見られる。

3. baisoterは baiserの diminutifであると同時に frequentatifでもある。 (Huguet).

4. nymphetteは nympheの dim.Wartburgによれば， Lemaire de Belgesに初出。

colombelleは colombの dim.colombeauの女性形， Huguetには Lemairede Belgesの用例がある。

mignonetteは mignonの dim.，1500年頃初出 (Blochet Wartburg) 

ameleteは ameの dim.，古仏語の時代から存在する。 (Wartburg). 

perletteは perleのdim.，1550年 DuBellayに初出くBlochet Wartburg). 

rebaisoterは少くとも Huguetには Pleiade派以前の用例はない。
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このように恋人を nymphette，co1ombelle， mignonnette， amelete， per1ete と呼びかけてい

る。これらの用例中，第 4例のみが， 1578年， OU fuis tu mon Ange1ette， Ma vie， mon 

ame1ette?と訂正され perleteが削られたが代りに Angeletteが入っているから，数には

変動がない。

上掲の例によっても明らかなように， diminutifsは chansonその他軽いジャンルに多く

用いられている。もっとも，ジャンルは同じであっても，取扱う内容によって使用度に差が

生じることは言うまでもない。 mignardな， くだけた調子の作品には数多く用いられている

が， 荘重な作品には余り見られなし、。それは diminutifsの持つニュアンスから考えて当然

であろう。 16世紀においては， Huguetも言うとおり， diminutifsはフランス語を優雅にす

る要素の一つにかぞえられていたのである。それが17世紀になると，たとえば Bouhoursの

ように1"fonte1ette， montagnette， oyse1et， ruise1etなどの diminutifsは，わが国の古い作

家たちの文体においては，その微妙な味オフし、をなしていたが，今日の言葉にあっては， もは

や我慢がならない。 Belleauと一緒に Legentil Rossignolet Doucelet..・と言わうものなら，

その詩人は物笑いになるであろう。」という言葉が聞かれるようになる。

なるほど濫用すれば鼻持ちのならないものではあるが， Ronsardが初めて世に問うた作品

~ Des Beautez qu'il voudroit en s'amie ~に見られる diminutifs などは捨てがたい味を持

っている。~[lち，

Un petit Tetin nouvelet， 

Qui se fait desja rondelet， 

Et s'eslever dessus l' A1bastre s'ose， (Oeuvres Completes， Tome 1， p. 4) 

さて，ここで本題に戻ろう。

angelette: J'iray tousjours et resvant et songeant 

En 1a dou1ce heure， 0色 jevy l' angelette， (Les Amours， CXII) 

V oyci 1e boys， que ma sainte Angelette 

Sus 1e printemps anime de son chant， (ibid.， CXXXI) 

男性形の angeletは， Godefroyによれば， Gautier de Coincy (1177-1236)に見られる古

い語である。 Muretは第 1例に注を付し Petrarcaはしばしば Lauraを ange1etteと呼

5. Huguet: op. cit. 

6. Dominique Bouhours: Entretiens d'Ariste et d'Eugene (1671)， eite par R. A. Katz dans son Ronsard's 

French critics. 

7. 1547年， ]. Peletier du Mansの詩集に寄せた詩。

8. angeletteの方は， Godefroyでは，上の Ronsardの第 2例を一番古い用例としている。
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んだと言っているが， うまでもなくこれら 2例の angeletteは恋人 Cassandreを指して

いるo diminutifsはその特異な語尾のため，行末の脚韻の箇所に用いられる可能性が多い。

上掲の 2例とも， angeletteは行末に来ている。行末に来れば，押韻の関係上その同じソネ

に他の diminutifsが用いられる可能性も多い。

事実，第 1例のソネ 112番には， angelette以外に nouvelette，ondeletteが用いられてい

る。

Quel or onde en tresses s'allongeant 
9 

Frapoit ce jour sa gorge nouvelette， 
9 

Et sus son col， ainsi qu'une ondelette 

Flotte aux Zephyrs， au vent alloit nageant? (ibid.， CXII) 

編んで垂れきがった何たる美しいカールした金髪が，その日，彼女のみずみずしい胸の上を

揺れ動き，そよ風を受けたさざ波のように，うなじの上で風に漂っていたことかと言うので

あるo 1578年の訂正で ondeletteが除かれたが，代りに fleuretteが入っている口

第2例のソネ 131番の場合にも angelette以外に 4行目 5行目 8行目にそれぞれ

diminutifsが用いられている O 即ち，

4行目 …pensive elle s'esbat seullette， 

5行目 Io voici la prるeverdelette， 

8行目 Le bel esmail de l'herbe nouvelette， 
10 

第 5行が1578年に Voicy la pree et la rive molletteと訂正され， verdeletteに代り mol-

letteが入っている O この訂正はギリシヤ語からの借用語 ioを除くことを目的としたもので

あろう。 diminutifsそのものを除くことを意図する訂正でない限り，上の場合のように，た

とえある diminutifが除かれでも， 押韻の関係でそのあとに他の diminutifが来る場合が

多いのは吉うまでもない。

damoiselet: Un front de rose， un teint damoiselet， (ibid.， XVIII) 

damoiselet はここでは形容詞として用いられ， r damoisel1eのJ， そこから「優雅な， 上品

な;女性的な」を意味する。 damoiseletも行末に来ているから， ζのソネには， damoiselet 

と韻をふんで第2行目に…meintcrespe anneletが，第7行目には…unsein verdelet 

9. nouveletは nouveauの dim.，13世紀から存在する。 (Wartburg)

ondeletteは ondeの dim.，WartburgはRonsardに初出としている。

10. moIletは mol(mou)の dim.，13世紀から存在。(B1ochet Wartburg) 

11. damoiselete n.は， Wartburgでは，古仏語から存在するが， damoiseletが売禁容詞として用いられたのは何

時からか明らかでないο 少くとも Huguetには， Ronsard以前の形容詞としての用例は出ていない。
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が見られる。

vermeillet: …ces couraulx chastement vermeilletz (ibid.， VI) 

vermeilletは vermeilの diminutifで Wartburgによれば13世紀から存在する古い語で

ある。 couraulxは coural(corail)の複数形。清らかに朱い唇の意であるロこのソネにも，

vermeilletの外第6行目に Etde ce sein les boutons verdeletz， 第7行目に Etde ces 

yeux les astres jumeletzと二つの diminutifsが用いられている。 jumeletは jumel(jumeau 

双生児の，対の〉の diminutifで， Wartburgによれば， Pleiade派が用い始めた語である

と言う。
12 

crespillon: Or les (ses cheveux) ridant en mi1le cresPillons (ibid.， XXXIX) 

crespillonは crespeの diminutifで「巻き毛，カール」を意味する。

folleton: Poyl folleton， 0むnichentmes liesses (ibid.， CLXXVIII) 

folletonは，形容詞 fol(fou)の diminutiffolletの更に diminutifであるo 1578年， こ

の1行は Poildigne d'estre aux testes des Dるessesと訂正され， folletonが削られてい

る。

以上で Acadるmleの辞書に出ていない「恋愛詩集Jの diminutifsのほとんどにふれた

わけであるが， diminutifsの場合には， その諾が Academieに出ているか否かは大して問

題ではなく，たとえ Academieに出ていようと， それらの語を濫用すれば， 後世の限にあ

るいは異様に写ることには変りがない。ところが「恋愛詩集Jにおいては， Academieに出

ている diminutifsは10数語使用されているにすぎず， 語尾 et，etteのものに限れば9語に

すぎない。 9語のうち数語は， Academieに出ていない語に関連して，既に上でふれて来た

のである。

「統恋愛詩集」においては， まずソネ17番に， Academieに出ていない diminutifsが3

語，出ているのが 1語と集中して用いられている。

Le vintieme d'Avril couchるsurl'herbelette， 

Je vy， ce me sembloit， en dormant un chevreu日，

Qui ca， puis la， marchoit 0也 lemenoit son vueil， 

Foulant les belles fleurs de mainte gambelette. くContinuation，XVII， 1ーの

herbeletteは herbeの diminutifで， Wartburgによれば 13世紀から存在している。

12. crespillonは Wartburgにない。

13.ιf 恥lel1erio・

14. それらの 9語は brunette，herbette， verdelet， annelet， amourette， chambrette， chapelet， doucet， seuletで

ある。
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gambeletteは<.{petite jam be :;}，ここでは <.{gambade:;}を意味する。 Wartburg'には，

この語は Ronsardに初出とある。 4月20日のこと， 若草の上に横になってまどろんだ時，

一匹の小鹿を見たように思った。小鹿は心のままにあちらこちらと歩きまわり，跳びはねて

は美しい花をふみつけていたの意。第5行目には， Une corne et une autre encore nouve欄

16 

lette， 8行自には…sussa gorge douilletteとそれぞ、れ diminutifが用いられている。
17 

ソネ12番においても， 5行目は…cescaptives mouchettes， 8行自は Surla face a Marie， 

et sus ses mωnmelettesと， Academieにない diminutifs2語が使用されている。「統恋愛

詩集」にあっては，このように Academieにない diminutifsの大半がソネ17と12の2篇に

集中している。一方， Academieに出ている diminutifsは僅か数語， 殊に自につき易い

etの語尾を有する語は douillet，oy田 let，seuletの3語にすぎなL、。
19 

「エレーヌ j になると， Academieにない語は，上述のように， angelette， molletの2語

にすぎず， Academieに出ている語は語尾 etのものは verdeletの1語にすぎない。著しい

減少と言わねばならない。

(F) mentに終る副詞

「恋愛詩集Jでは，この型の副詞が多数使用されていて自につく。 Academieの辞書の初

版に出ていない 252語の中に，この副詞が19語含まれている。

ardentement， blondement 2， calmement， cautement， dextrement 2， doulcettement， epar-

sement， follastrement 3， ferti1lement， fourchument， gentement， infamement， jaunement， 

meurtrierement， mielleusement， pantoyment， reveremment， tortemment， traistrementが

それである。その他， Academieに出ているものが51語使用されていて I恋愛詩集」では

この型の副詞は合計70語使用されていることになる。

「統恋愛詩集」においては， Academieの辞書に出ていないのが， excellentement， fris・

quement， gentement， tanseulementの4語であり，出ているのが12語で，合計16語が使用

されている。

「エレーヌJでは， Academieに出ていないのは grossementの1語であり，出ているの

は12語で合計四語が用いられている。

15. cf. Huguet. 

16. doui1letは古い形容詞 d正milleCdoille)の dim.で， 14世紀から存症。 CB10chet Wartburg). 

17. mouchetteは moucheの dim.，Roman de la Roseに見られる。

18. mammeletteは mamelleの dim.，たとえば EustacheD蜘 champsに見られる。 (Godefroy). 

19. molletは molCmou)の dim.13世紀から存在する CRobert)ole mollet Zephyre (Sonets pour Helene， 

Livre 1， Chanson). 
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「恋愛詩集」においては70語使用されているのに対し， r統恋愛詩集Jでは16語， rエレー

ヌ J に至っては13~:苦と時代が下がるにつれ使用数が減少している。これら 3 詩集には長銀の

差があるから，各詩集の総使用語数とこの副詞の使用語数とを対比すると r恋愛詩集」で

は2420語対70語， r続恋愛詩集」では1463語対16語， 1-エレーヌ」では1892語対13語という割

合であって，著しい減少と言わねばならない。

ここで Academieの辞書に出ていない語の検討に人るが， r恋愛詩集」におけるこの型の

副詞で特に目につく語の一つは，語数・頻度数こそ多くはないが， blondement， jaunement 

のように色の形容詞を副詞にしたものである口

blondement: ..un retz d'or... 

Qui tout crespu blondement descendoit 

A flotz ondez pour enlasser mon ame， (Les Amours， III) 

D'un si beau crin le dieu que Dele honore， 

Son col de laict blondement ne decore， (ibid.， CLII) 

第 1例は，あやしく心をひく恋人の髪を黄金色の民にたとえ，それが縮れて波をえがき，金

色に垂れ下がって私の心を虜にすると言うのである。第2例は，デロスで崇拝されている神

即ち光の神アポロンですら，その乳のように白い首筋をかくも美しい髪で黄金色に飾りはし

ないの意である。 Mellerioは blondementを Ronsardの造語としている。 Ronsardの大

抵の用語が出ている Cotgrave，Nicotに出ていないところから， この語は余り用いられな

かったのではなかろうか。第 1例は， 1584年， Qui tout crespu sur sa face pendoitと訂

正され， blondement descendoitとL、う奇抜な表現が除かれている。

jaunement: …peignant les siens (ses cheveux) jaunement longz (ibid.， XXXIX) 

jaunement longも blondementdescendoitに劣らず奇抜な視覚的表現である。この語は，

Wartburgによると， Ronsardに初出であると言う。 1578年，この 1行が peignantles siens 

brunement lonsと訂正され jaunementは除かれたが代りに brunementが入っている。

色の副詞以外の場合にも， jaunement longのように mentに終る副詞+形容詞という形

を Ronsardは愛用している。

1) .. .ces couraulx chωtement ve rmeilletz， (ibid.， Vl) 

2) …ton beau sein chastement rougissant， (ibid.， LV) 

1.太陽の光を金髪にたとえるのは常套的な手法である。 Deses cheveux la rousoyante Aurore Eparsement 

les Indes remplissoyt. (Les Amours， LXXVIII) 

2. Huguetには少くとも Pleiade派以前のこの語の用例は出ていないっ

3. Huguetにも Ronsard以前の聞例はない。

一一 63一一



3) …o feu chωtement beau， (ibid.， CXXXIX) 

4) De tes beaulx raiz chastement allurne Je fu po邑te:(ibid.， CXLII) 

第 4例は，御身の美わしい光に清らに燃えたち，私は詩人になったと言うのである。第 1例

は1584年に cessourcis deux croissans nouveletsに，第2例は60年に tontetin comme 

偲i1letsrougissantに，第 3例は84年に δflameentretenue D'un feu divinに，第4例は

84年に vivementallumeに訂正され， いずれも chastementが削られ mentに終る副詞

+形容調の形も第4例を除いて姿を消している。 Weberによれば， Ronsardは後に Petrar・

ca風表現の濫用に対し批判的になり， chaste， chastement， chastetるなどの語を組織的に削

っていると言う O

5め) Avoy戸rla face aω7 

6ω) Romp伊an凶1凶tla s司iennばme悶e(ωsa fおoyρ)uザ宅ザ/白anηme仰7ηmηnentfra，α:gi，ゼd幼le，(i出bid.，CLV) 

第 6例の infamementは「不名誉にも，恥ずかしくも」を意、味し， Wartburgによれば15世

紀末から用いられている語である。第 5例の amoureusementblesmeも，第6例の infame-

men t fragileも大胆な表現であり，いささか precieuxな感じもするが，面白い表現である。

それが1560年に，第5伊;Ijは Avoir la face et triste et morne et blemeに改められ， infame-

ment fragileの方は67年に enamour si fragileと訂正され，いずれも一応穏やかな表現に

なっているが，同時に面向味が失われている。

7) …ma vie est heureuse De s'escouler doulcement langoureuse， (ibid.， LXXXIII) 

8) …si plus on ne me blasme D'estre tousjours lentement otieux， (ibid.， CLXXIV) 

9) Soubz un hyver doulcement adoulci， (ibid.， CLX) 

第 8例の otieuxは，形容詞の項で述べたように oisifを意味する。 lentementotieuxも

大胆な表現であるが，ぶらぶら遊んでいる姿を初練とさせる視覚的効果を持っている。第7

例の doulcementlangoureuse は， 1578年 endouceur langoureuse，第8例は 67年に

D'estre tousjours de nature ocieuxに，更に84年には D'avoirl'esprit et le corps ocieux 

に， 第 9例も 66年， 78年の訂正を経て87年には Quandau printemps le ciel s'est adouci 

に訂正され， それぞれ doulcement，lentementが削られ， 表現が常識的な調和のとれたも

のになっている。

10) …d'une langue eternellement vive (ibid.， XCVI) 

11) …mon ardeur honteusement discrette (ibid.， CXI) 

この 2例もふしぎに視覚的効果を伴った面白い表現である。この 2例は訂正を受けていない。

4. Ronsard: Les Amours， par Weber， Introduction， LIII. 

- 64-



12) …comme amy piteusernent touche (ibid.， CXXIX). 

13) De cent fureurs pantoyrnent tourrnente (ibid.， XXVII) 
5 

pantoymentは pantoisの派生語で pantoisementと同義であるo Muretはこの語に<{Tel1e-

ment qu'il ne peut haleter， ni avoir son haleine. Mot propre en fauconnerie~ と注して

いる。ここでは「息ができないほど，息がつまるほど」の意であろう。 piteusementtouche， 

pantoyment tourmenteという激しい表現ふ第12例が84年に commeamy de ton amour 

toucheに，第13例が67年に Decent fureurs brusquement tourmenteに改められて piteu・

sement， pantoymentが除かれ，いずれもより穏やかな表現になっている。

14) …doulcernent irrite (ibid.， CI). 

15) Comme le chault… 

En beau crystal le blanc des neiges fond 

Par sa tiedeur lentement 'uehemente: (ibid.， CXXII) 

16) …sa beaulte si fierernent humaine， (ibid.， XVI) 

第16例の五erementは cruel1ementを意味する。 これらの対立的表現は， 16)の場合は訂

正を受けていないが， 14)では78年に doucementagiteに改められてやや緩和し， 15)で

は， 84年に Surle printemps la froide neige fond En eau qui fuit par les rochers cou-

lanteに改められ，ごく普通の穏やかな表現になっている。

17) Quand je fuz priz au doulx commencement 

D'une doulceur si doulcettement doulce， (ibid.， XXXVIII). 

doulcettementは doulcementの diminutifで， Wartburgによれば， 13世紀から見られる。

余りにも同一 famil1eの語の反覆を避けたのか，この 2行は例年に大訂正を受け， doulcette・

mentが削られている。

上に掲げた17例のうち， 6)の infamement，13)の pantoyment，17)の doulcettement 

の3語だけが Acad合111eに出ていない語であり， 他の14語はいずれも出ている語である。

これら17例中，実に11例において訂正により副詞が削除されているO 削除の理由は種々考え

られようが，全般的に見て， Weberも言うように， mentに終る副詞+形容詞の形式を除い

てとにかく表現を緩和する方向にあったと言えよう。なお， mentに終る副詞+形容詞の形

式は「続恋愛詩集Jには 1例も見当らず Iエレーヌ」では 5例用いられていて，そのうち

2例が後に訂正削除されている。 I恋愛詩集」に比して著しい減少である。

5. Wartburgはこの語を1553年に初出としているが Ronsardはこのように1552年の「恋愛詩集」に用いてい

るo Huguetにも Grevinの用例が一つあるきりで， Ronsardのものはあがっていない。
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上に掲げた例において，それらが受けた訂正の結果を見れば，なるほど表現が穏やかに調

和・均整のとれたものになってはいるが，表現の力強さ，面自味が失われていることも事実

である。 Weber は言う。 Ronsardが自作に加えた訂正は果して改良であったか否かの議論

は Pasquier以来，殊に19世紀になり Ronsardが復活して以来， 盛んに繰返されて来たが，

この議論は，しかし，イマージュの優雅さ，調和，論理，平衡を前|面に押出す古典主義的な

趣味と奔放な持情，熱烈!さ，絵画的な美，驚異などを称揚するパロック趣味との対立として

片付けてしまえるであろうかとo

Academieの辞書に出ていない語に戻ると，

dextrement : Moy donc rocher， si dextrement je n'use 

L'outil des Seurs pour ta gloire esbaucher，…(ibid.， VIII) 

Si dextrement l'augure j'ay receu， (ibid.， CXXXII) 

第1例の dextrementは「巧みにJを意味する。岩に化せられた私は，ミ L ーズたち(Seurs)

の道具即ち竪琴を巧みに操って御身の栄光を歌わないとしてもの意。 第2171Jの dextrement

は favorablement，heureusementを意、味する。形容詞 dextreは，ラテン語の dexterから

来た語で，第 1例の dextrementに見られるように， adroitをも意味するが，本来「右の，

右手にある」を意味する。右手の方角は幸運の兆とされていたところから， favorableを意

味し，したがって dextrementが favorablementの意味に用いられるのである。 Wartburg

によれば， dextrementは1549年が初出であると言う。第 1例の dextrementは1584年の訂

正で除かれたが，第2例は訂正を受けていない。

eparsement : De ses cheveulx la rousoyante Aurore 

Eparsement les Indes remplissoyt. (ibid叩 LXXVIII)

この 2 行は既に rousoyant の項で引用した。 eparsement は ~çà et là~ を意、味し， Wart-

burgによると 12世紀から用いられている。 1578年，第 2行目の始めがSemezespaisと訂

正されて eparsementが除かれたo Weberは鯨砂とした広さを喚起する epar田 mentの削
8 

除を惜んでいる。

cautement : S冊 urde Paris， la創leau roy d' Asie， 

A qui Phebus en doubte fi.t avoyr 

Peu cautement l'aiguillon du scavoyr. (ibid.， CLXXVI) 

cautement は，形容詞 caut が ~prudent; rusé~ を意味するところから ~sagement，

6. Weber: Les corrections de Ronsard dans Ies Amours de 1552. 

7. Ronsard: Les Amours， par Weber， p. 514. 

8. Weber: op. cit. 
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prudemment ~と ~par ruse~ とを意味する o Ronsardは白分の恋人 Cassandreを， ア

ポロンから予言の能力を与えられたトロイの王女カッサンドラになぞらえているのである。

Wartburgには， この語は16世紀に用いられ始めたとあるが Litt詑には EustacheDes-

champs (1346-1406)の用例が出ているo Huguetには， この語の16世紀における Ronsard

以前の用例として， Lemaire de Belges， Rabelaisのものがあがっている。 この語は訂TF.を

受けていない。

gentement : Devant son chant marie gentenzent 

Avec mes vers animez de son poulce， (ibid.， XXXVIII) 

この 2行は Ronsardの詩を Cassandreが luthの伴奏で歌っている場景を措いているO

9 
gentement は ~gentiment， gracieusement~ を意味し， 11世紀から存在する古い語である。

1560年 marieを避けて accordegentementと訂正され，歌にかかるから accordるの方が

適切であろうが，そこには奇抜さを避けていわば sagesseに向かおうとする方向が感じられ

る。 67年には accordeproprementとなって gentementが除かれ，更に78年の訂正を経て

84年には Quandil lui plaist sur son Lut doucement…に改められている。

meurtneremen t : …ceste fiere amie 

Qui de ses yeulx occit meurtげerement

Un qui l'avoyt plus chere que sa vie， (ibid.， CLXIV) 
10 

meurtrierement は ~d'une facon meurtriere， par un meurtre~ を意味する O 彼女をわ

が命よりもいとしとしていた男をその眼であやめたあのむごい女の意である。この語はかな

り大胆な造語のように思えるが， Wartburgによると， Lemaire de Belgesに見られると古

うo Godefroyには更に15世紀中葉の例が見られる。 occire( tuer)と meurtrierementとL、

う似た意味の 2語を重ねて強度の表現をねらったのであろうが，この 2語がうまくかみあわ

ず，意味も明確さを欠くうらみがある。 1567年には occitcruel1ementと訂正されて lueur-

trierementが除かれ 87年には Laterre soit a son corps ennemie， Et vif et mort soit 

tousjours en tourmentと2行が全的に改められている。

fourchument: Au cu田 urd'un prるloingde gents escarte， 

Que fourchument l'eau du Loyr entrenoue， (ibid.， CLXXX) 

この 2行も既に複合動詞の項で引用した。 fourchumentは fourchuの派生語で「文になっ

9. Wartburgによれば，この語は Viede Saint-Alexisに見られる 3

10. ぐf Huguet. 
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て，二叉に分れて」を意味する。 Wartburgはこの訴を JehanThierryの Dictionnaire

francais・latin(1564)に初出としている。ところが，この語は Huguetに出ていなL、。{品目〈

であろうか。 1578年に第2行目が Qu'a bras fourchus l'eau du Loyr entrenoueと訂正さ

れ， fourchumentが除かれたためであろうか。 Marty-Laveauxには，この語は「恋愛詩集」

の初期の版には見られるが，後に abras fourchusに置き換えられて姿を消していると注記

して，この例のみがあげられている。おそらく Ronsard以外の他の Pleiade派の人たちに

もこの語は用いられていないのであろう o

ardentement: Reluit a part l'angelique visage， 

Que trop avare ardenternent je veulx: (ibid.， LIX) 

ardentementは ardemmentを意味する。実は ardentementより ardemmentの方が古L、

形 (12世紀)で，後に ardentが女性形 ardenteを取るようになり， mentに終る副詞t一般の

規則に従って ardentementが造られたが，後者は16世紀以後には生きのびなかった。 1578

年，第2行自が Monseul thresor qu'avarement je veuxと訂正され， trop avareが除か

れ ardentementが avarementに置き換えられている。 tropavare (avideを意味する〉と

ardentementとし、う似た意味の語を重ねて表現を強調したのが， それを避けて avarement

だけにし，表現を緩和しようとしたのであろう o

「恋愛詩集」は以上で切りあげ 1統恋愛詩集Jに移ろう o

frisquement : Ja la gaye alouette au ciel a fredonne， 

Et ja le rossignol frisquement jargonne， 

Dessus l'espine assis， sa complainte amoureuse. 

(Continuation， XXIII). 

frisquementは gracieux，pimpant， joliを意味する形容詞 frisque(frische)の派生語で

「優雅にJを意味し， Godefroyには1473年の用例が出ているofrisquement jargonneは詩

集出版2年後の1557年に早くも doucementjargonne に訂正され frisquementが削られ

ている。

tanseulement: Je veux tanseulernent a lui seul me monstrer: (ibid.， LXV) 

tanseulementは単なる seulementと同じ意、であるoLaumonierによれば， tantとseulement

11.恥1arty.Laveaux:La Langue de la Pleiade. 

12. cf. Littre. 

13. Godefroyでは， frischementとL、ぅ形なら Froissartに見られる。 Huguetには Ronsard以前の例のみ

があがっていて， Ronsardのが出ていない。恥1el1erio，恥1arty.Laveauxにも出ていない。 Cotgrave，Nicotに

出ていないところから，当時もはやほとんど用いられなかったのであろう。

14. Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 7， p. 183. 
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とを結合した形はラテン語の tantummodoに対応するように思われると言う。 1560年の訂

正において， tant seulementと分けられている。

excellentementは， ardentementの場合と同じく， excellemment (excellentment)に対

して， excellentが女性形 excellenteを取るようになって造られた形 (14世紀)であるが，結

局古い形 excel1emmentが生きのびたのである。残る 1語 gentementは既に「恋愛詩集J

で取上げたから， ここではふれないことにする。 excellentement，gentementはいずれも後

の訂正で削除されている。

「エレーヌ」においては， Academieに出ていないこの型の副詞としては， grossementが

用いられているきりである口

Dessus ma tombe escrivez mon soucy 

En lettres grossement: (Helene， Livre 1， Chanson) 

grossementは「大きく」を意、味し， 13世紀から用いられている。 1584年，この 2行は…en聞

gravez mon soucy En memorable escritと訂正され， grossementが削られているo

以土で， mentに終る副詞の概観を終る。 Ronsardは「恋愛詩集」においてはこの型の副

詞を数多く用いているが，後の訂正でその大半を削除している。また「続恋愛詩集J，rエレ

ーヌ」と時代が下がるに従い，それらの副詞の使用数が激減している。この事実は，これら

の副詞によって何らかの強度な表現を求めていた Ronsard が後にそれらを緩和する方向に

向っていること，要するに， Vianey， Weberも指摘しているように， Ronsardのこの型の

副詞に対する好みが大きく変化したことを示している。

(G) 名詞十erの型の動詞

「恋愛詩集」におけるこの型の動詞で Academieの辞書に出ていないのは， aisler 2， ado-

nizer， esclaver， f1.ammer， martyrer 3， montaigner，田illader3， onder， peinturerの9語で

ある。

「続恋愛詩集Jでは martirer2， IエレーヌJにあってはf1.ageolerが用いられているに

すぎない。

「恋愛詩集」の montaigner，esclaverなどは大胆で面白い造語である。 esclaverは「奴

隷にする，隷属させるJを意味する。

Ces deux yeulx bruns， deux f1.ambeaulx de ma vie， 

15. cf. Robert. 

16. Weber: Les corrections de Ronsard dans les Amours de 1552. Ronsard: Les Amours， par Vaganay 

に付した Vianeyの preface参照。
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Dessus les miens fouldroyans leur c1arte， 

Ont esc!，μ"ve ma jeune liberte. (Les Amours， XXV) 

前述のように， Laumonierはこの語に注をつけて， esc1averは iRonsardの造語。 Muret

は1553年この語に~ca pti ve， asservi:;}と訳語をつける必要を感じた。同年 Magn.yはこの

語を恋愛詩集で用い，ついで1554年 Tahureauは Sonnets，Odes et Mignardisesで， 1555 

年 Baifは Francineの中で用いた。Jと，この語が Ronsardの造語である所以を強調して

いる。 ところで Malherbeは Commentairesur Desportesの中でこの語を mauvaismot 

ときめつけている。 Ronsardは1560年に Ontesc1aveを Ontaresteに改めたが， 78年に

再びもとの Onte田laveに戻している。

montaignerは， Muretによれば motnouveauであり， Mel1erioも Ronsardの造語

であると言う。

. le charme d'une voix， 

Qui touts raviz fait sauteler les boys， 

Planer les montz， et monta忽7lerles plaines， (ibid.， CX) 

Muretは montaignerを s'eslevercomme montaignesと自動調に解していて， Mellerio， 

Weberもそれを踏襲しているが， Huguetは eleveren rnontagr胞を意味する他動詞とし，

上掲の例文を代名動詞 semontagnerの項に入れている。 faire+不定法であるから代名動詞

の seが脱落したものと解しているのであるoCotgraveには田 rnontaignerと代名動詞の

形のみが掲げられていることからも， Huguetの解釈が正しいように思われるose planerは

田 rnontaignerの反対であるoオルフェウスさながらに，彼女の声は山をも平地にし，平地

を山にする魔力をそなえているとし、う常表的な誇張表現である。この語は訂正を受けていな

L 、。

aislerは翼を与えるの意で， s'aislerと代名動詞としても用いられている。

Par le moins beau， qui mon penser aislα， 

1. Oeuvres completes de Ronsard， S. T. F. M.， p. 28. 

2. esclaverは Godefroyになく， Huguetにも Ronsard以前の用例は出ていない。 Brunotは LouiseLabe 

がこの語を使用していると言う。 (Ladoctrine de Malherbe， p. 262.). 

~l Oeuvres de Malherbe， par Lalanne， Tome 4， p. 335. 

4. Wartburgには，この語は16世紀に用いられ， se montagnerは Ronsard-1580とある。

5. Desportesの ((J'aifait planer les montゆという詩句に対して Malherbeは， (<U faut dire aplanir， et 

non planer. Planer est autre chωe; Il se dit des oiseaux qui volent sans branler les ai1es.>>と言ってし、

る。 (Oeuvresde Malherbe， Tome 4， p. 410). 

6. Wartburgにはラテン舗の alatusに由来する aisleは出ているが aislerの方は出ていない。少くとも

Huguetには aislerの Pleiade派以前の用例はない。
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Au sein du beau mon penser s'en vola. (ibid.， CLXXIV) 

Par lui (son田 il)mon cu田 urpremierement s' aisla， 

Et loing du peuple a l'escart s'en vola 

Jusque au giron des plus belles Idees. (ibid.， LXII) 

第 1例は，より低い美 (Cassandre)によってわが思念は翼をえ，至高の美のもとへ飛んで行

ったを意味する。 Cassandreは至高美に至る段階に外ならない。第 2例も第 1例同様プラト

ン的な理想の表明であって r恋愛詩集」にはこのように platonismeが散見している。第

1例は mon penser の繰返しが気になるが，何ら訂正を受けていない。第2例は， 1584 

年， 美しい視覚的な表現 moncu田町 premierements'aislaが L'espritpar lui desira la 

vertuといういわば抽象的な表現に改められ， s'aislaが除かれている。

adonizerは「アドニスのようにする」を意、味し， Chamardはこれを Ronsardの造語と

している。

Quand d'un bonet son chef elle adonize， (ibid.， LXXVI). 

彼女は布帽子をかぶって頭をアドニス風にする時の意。この語は訂正を受けていない。

自ammer，martyrer， onder， peinturer，偲illaderはし、ずれも古くから見られる語である O

flammerは「焼く，もやすJ，rもえる」を意味し，自動詞としては12世紀，他動詞として

は， 15世紀から用いられている。

Oeil， main et crin， qui flammez et gennez， 

Et r'enlassez mon cuぽ ur…(ibid.，XVII). 

恋人の眼と手と髪 (crin)に呼びかけたもので，言うまでもなく， flammerは限に， genner 

は手に， r'enlasserは髪に対応するo1560年に quibrulezと，更に67年には poil，qui brus圃

lezと訂正され，古い語 crin，flammerは削られている O

martyrerは martyriserと同じく， r殉教させるム肉体的，精神的に「苦める」を意味す
11 

る。

7. 1e moins beauは beauの劣等比較級 moinsbeauに定冠詞をつけて名詞化したもので，最上級ではない。

8. Bloch et Wartburgもこの語を Ronssardに初出としている。

9. Brantδmeによると，当時の婦人は自分を美しく見せんがためゲルフ党員あるいはギベりーニ党員流に羽飾り

のついた bonnetをかぶりなどして男のように見せかけたと言うοBrantδme(ed. La1anne， IX， 313) cite par 

恥1arty-Laveaux，dans La Langue de la Pleiade. 

10. Wartburgでは，自動詞としての flammerは12世紀一16世紀;他動詞としては15世紀に用いられ始めたとあ

る。

11.この語は Godefroyには， 12世紀の用例があり， Huguetにも Gringore，Lemaire de Belges， Marotの例

が出ている。ところが Chamardは Martyrerを Ronsard，J odelleあたりの造語としているようである o
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Et m'est honneur de me voyr mω力~reη

Soubs un espoyr quelquefois de tirer 

Un seul baiser pour toute recompense. (ibid.， LXXXIV) 

「恋愛詩集Jに martyrerはこの外にもう 2例あるが，そのうち 1例が1584年に削られ，結

局 3例中 2例が残っている。

onderは「波うつ， うねるJを意味し， Wartburgによれば， 12世紀頃から存在している口

D'un doulx zephyre il (le moys d' A vril) fait onder les plaines， (ibid.， CIII) 

4月の心地よいそよ風が野を波うたせるというこの 1行が， 1584年に， Des laboureurs il 

arrose les peinesというやはりやや抽象的な表現に置きかえられ， onderが除かれているc

Et de couleurs se peinture la rive (ibid.， CLXV) 

peinturerは， Bloch et Wartburgによると， 12世紀から存在し， peindreを意味する。岸

辺が色とりどりに色どられるの意である。

田iIladerは<(regarder )>を意味する。

Ainsi je pers ma peine coustumiere， 

Quand a longz traitz j'aillade la lumiere 

De ton bel ('X:!il chefdauvre nompareil. (ibid.， CLXXI) 

並ぶもののない美しい御身の眼の輝きをじっと見ていると，日頃の苦しみも消え失せると言

うのである。 Trevouxはこの語を familierで belusageではないと言い， Malherbeも

<(Ce mot ne me plait point)> と言っている q 仕 illaderはこれ以外にもう 2例あるが， 一上

掲のを含めて 3例とも訂正を受けていない。

前述のように， [""統恋愛詩集」ではこの種の動詞として martirerが2例[""エレーヌJに

おいては flageolerが見られるにすぎない。

Pasteur， qui conduira en ce lieu ton troupeau， 

Flageolant une Eclogue en ton tuyau d'aveine， 

(Helene， Livre 2， VIII) 

aagedZはここでは他動調で <(jo附 surle flageol， jOt悶 Surla date; を意味する。麦

12. Litt時には田i1laderの15世紀の用例が出ている。

13.恥1ellerio:Lexique de Ronsard. 

14. Oeuvres de Malherbe， par Lalanne， Tome 4， p. 410. 

15.その2例は， ]e pleure， je me deux， je cry， je me martire. CContinuation des Amours， XIV)， Le sang 

gele dont elle me martyre Cibid.， XXXVI)である。

16. Godefroyには， 自動詞の例としては古くは Adamde la Halle，他動調としては Guillaumede Machault 

の例があがっている。 Lemairede Belges， Sceveなどにもこの揺が見られる。
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の茎を笛にして牧歌を吹きながら羊の群をこの地にひきつれて来る羊飼し、に呼びかけている

のであるo

「恋愛詩集」においては， この種の使用語 9語のうち montaigner，esclaver， adoniser 

など大胆な諾は Ronsardの造語である可能性があり， flammerと onder，それに aisler2 

例中の 1例， martyrer 3例中の 1例がそれぞれ訂正で除去されている。

(H) 形容詞十er(oyer)の型の動詞

「恋愛詩集」に見出されるこの型の動詞で Academieの辞書の初版に出ていないものは，

便宜上形容詞に関係ある話を一括すれば， couharder， fantastiquer， feconder， jaunoyer， 

serener 2の5語である。

couharder: Estre vaillant， et couharder de crainte， (Les Amours， LXXIV) 

couharderは couhard(couard)の派生語で「びくびくしている」を意味する。 couharder

に関して Chamardは， この語が Ronsardの造語と取れる発言をしているが， Wartburg 

によれば，この語は11世紀から存在している。この 1行は訂正を受けていない。

fan tastiq uerについても Chamardは couharder同様 Ronsardの造語と考えているよう
4 

であるO この語の場合は， Wartburgも Chamardの見解と一致している。

Sur les plus beaux fantastique un exemple. (ibid.， CVI) 

fantastiquer は ~imaginer~ を意味する。(神々のうちで〉最も麗しいものに則りひな型を考

え出すがよいと言うのである。この語も訂正を受けていない。

jaunoyerは Wartburgによれば12世紀に始まる古い語で， ~jaunir~' を意味する。

…au sablon qui jaunoye en Pactole， (ibid.， Cl) 

リディアのパクトロスの川に流れている砂金のことを言う。この語も訂正を受けていない。

serener: …de tes yeulx serene mes douleurs， (ibid.， CLIII) 

Un jour plus doulx serene l'Univers， (ibid.， CLXV) 

serenerは「晴れやかにする，穏やかにする，静める」を意味する。 Huguetには Lemairede 

Belgesの用例が出ているから， ζ の語は少くとも 16世紀初頭から存在していた語であろう。

17. Huguet: Dictionnaire de la langue francaise du seizieme siecle. 

1. feconderはラテン語の fecundareから来(Blochet Wartburg)， serenerは serenareから来た CMarty-

Laveaux)と言う。したがって，これらの語を fantastiquerなどと同じに扱うことは厳密さを欠くことになる。

便宜上一括することを許されたい。

2. Cham訂正1:Histoire de la Pleiade， Tome 4， p. 68. 

3. Godefroyにも古い例があがっている。

4. Chamard: op. cit.， p. 68. 
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第 1例の sereneは命令形で，御身の両の限で私の苦悩を晴らしてくれの意。 1587年に…de

tes yeux appa白emes douleursと訂正され serenemes douleursとし、う表現はなじまな

いのか除かれている。第2例の serenerは訂正を受けていない。

feconderは13世紀から存在してはいるが， Robertによると， 18世紀までは稀れでそれ以

後の方が多く用いられ， Academieの辞書には1762年の第 4版から採用されている。

「統恋愛詩集Jでは， Academieの辞書に出ていない ζの型の動詞は用いられていなL、。

「エレーヌJにおいては， serenerが見られるにすぎなL、。

…ses flammes amoureuses 

Embel1issent la terre， et serenent les cieux， (Helene， Livre 2， III) 

(I) a+名詞(形容詞)+er，a+動詞の型の動詞

例のとおり， r恋愛詩集」で使用されているこの型の動詞で Academieの辞書にない語を

列挙すると， amoderer， s'aviander， accomparer 2， arraisonner 2， annuiter， alenter 3の6

語である。

s'aviander: S'aviander d'une amertume estresme: (Les Amours， XXII) 

Muretの注によれば， s' a vianderは serepaitreを意味する。 Chamardは例のようにこの

語を Ronsardの造語としているようであり， Wartburgも Ronsardに初出としている O

Mellerioは rこの語は狩猟用語で，野獣が餌を食べるを意味するoJ と言う。 Marty-La齢

veauxもこれを狩猟用語としている。 1567年，この 1行は Mangertousjours d'une amer-

tume extremeと訂正され， s'avianderが削られたが， Weberはこの pittoresqueな， 味

のある語の削除を惜んでいる。

annUlter: …un midi， qui d'un stable sejour， 

Sans annuiter dans les cuaurs estincelle， (ibid.， CXV) 

annuiterは「日が暮れる，夜になるJの意であるo Du Bellayが「擁護と顕揚lにおし、て，

復活させて使用すべき古語の例としてあげていたこの語は Bloch et Wartburg によれ

5. Wartburgによっても，この語の初出の時代が明らかでない。

6. c.f. Bloch et Wartburg. 

7. Littreによる。

1. Darmesteterは Traitede Ia formation des mots composes dans Ia Iangue francaise (p. 99)の中で，

a+名詞+erの理!と， 名詞十erで既に動詞化されたものに更に aのついた型 (couche-coucher-accoucher)と

を混同すべきでないと言っているとおり，厳密には二者を区別すべきであるが，ここではそれらを一括して取扱

うことにする。

2. 恥1ellerio:Lexique de Ronsard. 

3. Weber: Les correctIons de Ronsard dans Ies Amours de 1552. 
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ば， 11世紀から存在すると言う。 1578年 Sansannuiterが Sansvoir la nuictと訂正さ

れ， annuiterが削られている。

accomparerは13世紀から存在する語で，意味は comparerと変りがなし、。 r恋愛詩集」

には次の 2例が見出される。

Je l'accompare a l'escumiere fille. (la=ma Deesse) (ibid.， XXXIX) 

V cufve maison des beaulx yeulx de Madame， 

Je t'accompare a quelque pre sans :fleur， (ibid.， CLI) 

第 1例は，海の泡から生れた娘 Venusに彼女を比すると言うのであり，第 2例は，彼女が

いなくなり，その美しい眼の見られなくなった家を花のない牧場になぞらえている。この語

は2例とも訂正を受けていなし、。

s'arraisonner: " quand le chault s'enfuit 
5 

Seule aparsoy pensive s'arraおonne.(ibid.， XCI) 

M'ωγ'aisonnant seul a l'heure j'essaye 

De soulager la douleur de ma playe， (ibid.， XCIII) 

s' arraisonner は r反省ずる，考えこむ，己の心にたずねる」の意。 ralsonには parole，

discoursの意味があり， そこから arralsonnerは adresserla parole aの意に用いられた

のであり， 11世紀から存在する古い語である9 第 1例は，暑さが去ると彼女は唯一人で物思

いに耽るの意、である。 1567年， Madame seule en pensan t s' arraisonneと訂正され， s'arrai-

sonneの主語がなかったのが捕われている。第 1例，第 2例とも s'arraisonnerは削られて

いない。

alenter : Le mal est grand， le remede est si bref 

A ma douleur qui jamais ne s'alente， (ibid.， LXXXI) 

alenterは「速度をゆるめる;静める， 和らげる」を意味し， 古くから alentirと並んで存
8 

在していた語である。痛みはひどく，薬物の効果も束の間，わが苦痛の和らぐことがないの

意。 alenterはこれ以外の 2例を含めて，いずれも訂正を受けていない。
9 

残る 1語 amodererは単に modererを意味し， 14世紀から用いられている。

4. cf. Wartburg. 

5. aparsoy: a p叫rtsoi. 

6. 主l'heure:alors. 

7. cf. Wartburg. 

8. Wartburgによると， alenter， alentirともに12世紀から存在しているσ

9. cf. Wartburg， Godefroy. 
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Et si le fi.el n'amoderoit un peu 

Le doux du miel duquel je suis repeu， (ibid.， X) 

この語も訂正を受けていなL、。

「続恋愛詩集J，rエレーヌJにおいては，この型の動詞は 1語も用いられていなL、。

「恋愛詩集」におけるこの型の動詞 6語の中で，かなり大胆な造語 s'aviander， 古語 an-

nuiterともにただ 1度しか使用されていないが，それがし、ずれも後の訂正で削除されている

のであるo

(]) en+名詞+er，en+動詞の型の動詞

「恋愛詩集Jで使用されているこの型の動詞で Academieの辞書の初版に出ていないもの

は emmurer3， emparfumer， empeinturer， emperler 3， empoudrer， empouper， em-

pourprer， enamourer， encherner 2， encordeler 2， endorer， en五eller，enfranger， enfueil1er， 

englacer 2， engraver 5， enjoncher 2， enlustrer， ennonder， ennouer， enthrosner， embrunir， 

emprendreの23語に及んでいる。

ソネ88番においては， endorer， emperler， enfrangerの3語が同時に 1行に用いられてい

る。

Le seul A vril de son jeune printemps， 

Endore， emperle， enfrange nostre temps， (Les Amours， LXXXVIII) 

endorerは <{dorer)>を emperlerは「真珠をちりばめる;飾る，粧う Jを enfranger

は「総飾りをつける」を意味する。 Muretは注して endorer，emperler， enfrangerは

<{ mots faits a l'imitation de Petrarque)> と言っているo Marty-Laveauxは Muretの言

葉を受けて<{… certainsverbes composes comme denerver， emperler， ont， d'apres le 

temoignage des commentateurs， ete formes par Ronsard a l'imitation de Petrarque.)>と，

Ronsardの造語であることを明言している。 Petrarcaの canzoniereの CXCIIに， <{Vedi 

quant'arte dora e 'mperla e 'nostra l'abito eletto ... )>と dorare，imperlare， inostrareが用

いられているが， Ronsardはそれらに倣って造ったと言-うのである O しかし，少くとも em-

perlerは Ronsardの造語ではない。 Margueritede Navarre， Sceveが既に使用している O

1. Ronsard: Oeuvres completes de Ronsard， par Vaganay， Tome 1， p. 135. 

2.恥1arty喝Laveaux:La Langue de Ia Pleiade， Tome 1， p. 180. 

3. cf. Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 4， p. 88， note de Laumonier. Petrarcaの引用

は Petrarca:Rime， a cura di Siro Attilio NuIliによる。

4. ...Ia perfection Qui saintement ce monde emperle et dore， Mar・g.de Nav.， 1冊 Marguerites.CHuguet). 
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これらの 3語は訂正を受けていない。

englacer: Voyez ~omment je m'eJ:軍laceet m'enflamme， (ibid.， LXXXIII) 

o chault， o froyd， qui m'englace et m'enflamme， (ibid.， CXL V) 

englacerは「凍らせるJを意味するo Mellerioは<<:mot nou veal1 cr飴 parRonsard ~と

っているが， Wartburgによると， この語は Gautierde Coincyの時代から存在してい

る。 2例とも訂正を受けていない。

emparfumer: . .. ceste Marguerite 

Ql1i ciel et terre emparfume d'odeur， (ibid.， LXXVII) 

emparfumerは「薫らせる， 芳香で、満たすJの意。 Mellerioには， この語は<<:synonyme 

de parfl1mer， cree par Ronsard ~とあり， Chamard も Ronsardの造語としているよう

である。 Huguetにはこの語の用例として， 上掲の Ronsardのものが 1例出ているにすぎ
5 

なL、。この語も訂正を受けていない。

emmurerは「恋愛詩集」においても頻度 3を示しているが， Ronsardはこの語をしばし
6 

ば用いている。この語は「城壁で囲む;取閉む，閉じこめるJを意味し， Bloch et Wartburg 

によれば 13世紀頃から用いられていて， Huguetにも Marot，Calvinなどの用例が出て

L 、る。

Heureux， cent foys heureux， si le destin 

N'eust emmure d'un fort diamantin， 

Si chaste Cl1田urdessoubz si belle face: (ibid.， V) 

運命が，かくも美しい顔の下にかくも純潔な心をダ、イヤモンドのように間い紫で取囲んでい

なければ， どれほど幸福であったろうの意。この語は i恋愛詩集Jに使用されている 3例

中 1例が訂正で除かれている。

enthrosner: Dieux， si la haut s'enthrosne la pitiι (ibid.， CXI) 

enthrosnerは「玉座につかせるj を意味し Wartburgによれば 14世紀の半ば頃から用

いられたとあるo Laumonierの指摘によると， この詩句はウェルギリウスのアエネーイス

第 2巻 536行からの借用であるo したがって， la pitieはウェルギリウスの pietasにしたが

って訳すべきで 1-もしいやしくも上天に， ……， 正義の念があるならば」の意である。

Sceveの場合は過去分詞形ではあるが， Tu vois ma face em，ρerlee de gouttes， Delie， CXCI. 

5. enのつかない parfumerも， B10ch et Wartburgによれば， 1532年が初出である。 emparfumer は Ron-

sardの造語である可能性は強い。

6. たとえば， rオード 4部集」で 3回， 1553年「恋愛詩集」第2版に増補された作品中で 2回， rオード第5部」

で1回などコ

7. Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F.恥1.，Tυme 4， p. 109. 
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Ronsardは「オード第 2部」で， Dieus， si la haut pitie demeure (Ode XXII)という表現

を用いている。上掲の Dieux，si la haut s'enthrosne la pitieは， 1560年， Dieus， si au ciel 

demeure la pitieと訂正されてぬnthrosnerが除かれ， [""オード第2部」に見出される表現

に近づいている。

empemturer : Et soyent tes flancz empeinturez encor 

De mainte histoyre en filz d'or enlassee: 

Cela，乱1aison，ne me peult resjouir， (ibid.， CLI) 

empeinturerは peindreの意、である。 Cotgrave，Nicot， Mellerio， Martyふaveaux1. 、ずれ

にもこの語は出ていない。 Huguetには Vauquelinde la Fresnayeが 2例あがっているの

みで， Ronsardの例が出ていない。このソネは彼女が立去って慮ろになった家に呼びかけて

いるoしたがって tesflanczは家の壁を指す。壁が金糸で織りなされた物語で飾られていよ

うが， (彼女がいない今では〉そんな物では心を楽しませることができないの意。 1578年に第 1

行目が Etsoient tf'S murs retapi関ezencor と訂正され， tes flancz， empeinturez とし、ぅ

比喰的な語が tesmurs， retapissezという直哉な語に置き換えられて意味が明確になってい

る。

embrunir: Quel voile obscur embrunit ce flambeau? (ibid.， CLXI) 

embrunirは「曇らせる，暗くするJを意味する。 このソネは恋人が病気になった時のもの

で，如何なる暗いとばりが彼女の眼 (flambeau)を轟らせているのかの意。この語は14世紀
10 

頃から用いられていて， Huguetにも Rabelais，Sceveなど Ronsard以前の用例が出てい
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. Cestuy la de ses yeulx 

Enlustre， enflamme， enlumine les cieulx. (ibid.， V) 

enlustrerは「照らす，明るくするJの意。 cestuyla (celui品〉は太陽を指している。 印刷

lustrer， enflammer， enluminerと類似の動詞を三重に累積して強調する方法は Ronsardに

よく見られる。 Wartburgには，この語が用いられたのは1550年一1600年の間とある。

ennonder: …les retz de ses beaulx cheveux blondz 

En cent facons ennonde et entortille: (主語は maDeesse) (ibid.， XXXIX) 

8. ウェルギリウス・泉井久之助先生訳:アエネーイス，世界古典文学金集，筑摩書房。

9. Godefroyには，過去分詞形 empaintureが出ていて，用例が一つあがっているが，その時代を明らかにする

ことができない。 HuguetにRonsardの例がなく Mellerio，Marty-Laveauxにこの語が出ていないのは，

1578年にこの語が削除されたためであろうか。とにかく余り用いられなかった語と言えよう。

10. cf. Bloch et Wartburg. 
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ennonderは ondeの派生語で「波うたせるJを意味する。恋人の美しい髪を，男心をとら

える網の畏にたとえるのは Ronsardの常套手法である。 Mellerioには， ennonderは <mot

nou vea u forme par Ronsard ~とある。

s' enfueiller : ..， ainsi qu'un jeune oyseau， 

Qui s' enfueillant dedans un arbrisseau， 

De branche en branche a son plaisir s'essore， (ibid.， CLXXVII) 

Huguetには， enfueiller， enfuei11eの形が出ているが， s' enfueillerは出ていない。 Wart-

burgでは逆に s'enfueil1erのみが出ていて他の形にはふれていない。しかも同書には s'en-

fuei1lerの初出は Ronsardとある。 Huguetによれば， enfueillerは <garnirde feuil1es; 

couvrir~ を， enfueil1eは <quia des feuilles， garni de feuilles; abrite par les feuilles~ 

を意味する。したがって s'enfueillerは「木の葉でわが身を覆うJ，r葉の中に身を隠すJの

意、になる。木の葉の中に身を隠して，枝から枝へと心のままに飛びまわる小鳥のようにと言

うのである。 1584年に第 2行目が Quis'envolant dedans un arbrisseauと訂正され s'en鴫

fueillantが除かれている。 Huguetに s'enfueillerが出ていないのは，この削除のためであ

ろうか。 Huguetに掲げられている enfueiller，enfueilleの用例はいずれも Ronsard以後

のものである。

empouper: En peu de temps， le gracieux Zephyre， 

Heureusement eηψoupant ton navire， (ibid.， XCII) 

empouperは r(風が〉船尾 (poupe)から吹く，押すJを意味する。 Mel1erioには， ζの語

は風に関して16世紀に広く用いられたとあり Marty-Laveaux は海員用語としている。し

かもこの語は， Wartburgによれば， 1552年に初出とあるD ちょうど「恋愛詩集」出版の年

である。海員間で用いられた語を借用して， Ronsardが初めて詩語として用いたのであろう

か。この語は訂正を受けていない。

emprende: Si l'escrivain de la mutine armee， 

Eut veu tes yeulx， qui serf me tiennent pris， 

Les faicts de Mars il n'eut jamais empris. (ibid.， LXXI) 

emprendre は <entreprendre~ を意味する。ホメロス(l'escrivain de la mutine armee) 

にして私をとりこにしている御身の眼を見たのであれば，イーリアス(lesfaicts de Mars) 

11.この語は Godefroyには勿論なく， Huguetには Ronsard以前の用例はない。 Cotgraveには ennondeは

あるが ennonderはなく， NicotにもなL、。 Ronsardの造語の可能性はある。

12. Godefroyには enfoillir:couvrir de feuillesとし、う形が出ていて， Chretien de Troyesの用例があがって

いる。
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を企てはしなかったであろうの意。l'escrivainde la mutine arm仇など「恋愛詩集」にふ

んだんに見られる periphrase的表的については後にふれる。 emprendreは古くからある語

で， Godefroyには Benoitde Sainte-Maure (12世紀〉の用例が見られる。 1567年， 第3行

目の iln'eut jamais emprisが iln'eut jamais entreprisと改められ， emprendre が除か

れているo

encharner (encherner): . j'essaye 

De soulager la douleur de ma playe， 

Qu' Amour encherne au plus vif de mon soing. (ibid.， XCIII) 

Au blanc des liz encharnez dans回 face，Cibid.， XCV) 

encharnerは chair(古形は charn，char，ついで cher)の派生語で I……を肉体の中へ

埋め ζむ，藁しこむJを意味する。第 1例は， うずく苦悩のただ中へ愛の神が切り ζんだ傷

の痛みを和らげようとするの意。第 1例 2例ともかなり大胆な表現と言わねばならなし、。

第 1例は1578年の訂正で encherneが除かれ，第 2例も， ソネ95自体が1587年に削除された

から， 1587年以後「恋愛詩集」から encharnerはすべて姿を消している O この語は， Wart-

burgによれば， Philippe de Thaon (12世紀〕に用例の見られる古L、語である。

engraver: ... d'un si poignant trait， 

Le fier destin l'engrava dans mon ame， (ibid.， II) 

engraverは graverと同じ意で， I彫る，刻む」を意味する。冷酷な運命が鋭い矢で私の心

に彼女の姿を刻んだと言うのである。 Wartburgはこの語を Rabelais(1532年〉に初出とし

ている。 1578年， 第2行自は Lefier destin la poussa dans mes veinesと改められ en-

graverが削られた。「恋愛詩集」において engraverは上の例を含めて 5例用いられている

が，そのうち 2例が訂正で除かれている。

残る enfieller，enjoncher， enamourer， ennouer， encordeler はし、ずれも古くから用いられ

ている語である。 enfiellerは「胆汁のようににがくするJを意味し r-恋愛詩集Jで 1例だ

け用いられているが， 1584年の訂正で姿を消している。 enamourerは「愛させる， 夢中に

ならせる」を意味し， ソネ 125に用いられているが， 78年の訂正で削除された。 ennouerは

~nouer， lier， mettre dans les liens~ を， encordelerは「紐で縛る」を意味する。両語と

も「恋愛詩集Jで2度用いられているが，それぞれ 2例とも訂正で削られている。 enjoncher

は単なる joncherと意味は同じで，この語の場合には「恋愛詩集Jにおける 2例とも訂正を

13. enf1ellerは13世紀から (Blochet Wartburg)， enjoncherは12世紀 Chretiende Troyesから (Wartburg)

用いられている。 enamourerは他動詞としては121世紀，代名動詞としては15世紀に見られる(Blochet Wart町

burg). ennouerは Godefroyには1:-3世紀初頭の用例がH:lている。 encordelerは1358年に見られる (Wartburg). 
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受けていない。

「続恋愛詩集Jfこおいては， この型の動詞で Academieの辞書に出ていないものは，

enfleurer， engarder， en-rocher， en-glacer， en-eauer， en-fouer， entourner， empenner， em-

prendreの9語である。小さい「続恋愛詩集」の 9語は「恋愛詩集」の23語と比率としては

変らないかも知れない。ところが 9語のうち en-rocher，en-glacer， en-eauer， en-fouerの

4語は同じソネの同じ行にまとめて用いられている。

Meduse seulement tournoit l'homme en rocher， 

Mais cette・cyen-roche， en-glace， e舟 eaue，en-foue 

Ceus qui ozent sans peur de ses yeus approcher: (Continuation， L V) 

en・rocher，en岨eauer，en・fouerは「岩に，水に，火に化せしめる」を意味する。メドゥサは

人聞を岩に変えるだけであるが，彼女の方は恐れずその眼に近づく者たちを岩に，氷に，水

に，火に化せしめるのである。 Belleauは1560年「続恋愛詩集」に付した注において， 次の

ような意味のことを言っているO これらの新語は貧弱なフランス語を豊かにするため必要で

あり， 作者 Ronsardの力量を最初から羨むゃからが Ronsardをしてかくも賞揚すべき企

てを思いとどまらせなかったなら，今日フランス語は多くのみごとな新語に事欠かなかった

であろうと。 1584年， 上の Belleauの注に次の言葉が書き加えられている。 この部分は，

Laumonierの想像によれば， Ronsard自身の手になるものであろうと言う oIこれらの語は

わが歯語を豊かにするため著者 (Ronsard)によって造られた語であり， きわめて巧みに造

られている口 j この言葉が Ronsard白身のものであれば， Ronsard自身これらの語を自分の

造語と認めたことになるoen-glacerだけを除いて，他の 3語 en-rocher，en・eauer，en・fouer
16 

を Ronsardの造語と考えることは Wartburgと何ら矛屑しなL、。とにかしこれらの語は

大胆な造語ではあるが，上例のように 1行にまとめて，しかも 1回きりしか用いられていな

L 、。なおこれら 4語は訂正を受けていなL、。

enfleurer: ..， qu'on enfleure la terre 

De roses， et de lis，…(ibid.， XIII) 

enfleurerは「花で飾る，花をまき散らす」を意味する。上掲の 2行は願望文で，地面にば

らや百合の花をまき散らしてくれの意。 Wartburgによれば，この語は13世紀から見られる。

14. Oeuvres Completes de Ronsaro， par Vaganay， Tome 2， p. 114 

15. Ronsard: Oeuvres Completes， S. T. F. M.， Tome 7， p. 172， Note 4. 

16. englacierは Gautierde Coincy (1177 ou 78-1236) に見られる (Wartburg). enrocherは 1554年初

出 (Wartburg)，enfouer]は1611年 Cotgraveに初出 (Wartburg).eneauerは Wartburgに出ていなL、

Huguetには， enrocherは Ronsardおよび彼以後の用例が出ているが eneauer，enfouerは Ronsardのこ

の例が 1例だけ掲げられているにすぎない。
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i二の 2行は，その前後の行をも含めて， 1557年， 78年の 2回大修正を受け， enfleurerは除

かれている。

empenner: …ceux empennes apris a bien voler， (ibid.， Ode a Nicolas Denizot) 

この語は「翼を具えさせるJを意、味し，上の 1行は，翼を具え， うまく飛ぶ術を習得したも
17 

の即ち鳥のことを言う。 empennerは11世紀からある古い語で， Huguetには Ronsard以

前の16世紀の用例として， Lemaire de Belges， Rabelaisなどがあがっている O この語も訂

正を受けていない。

entournerは「取巻く，めぐらせるJを， engarder は ~empêcher~ を意、味し， fi雨j語と
18 

も古くからある語で，いずれも訂正により除かれていない。

「エレーヌJにおいては，この型の動詞は envieil1ir，engarder， engraverの3語が見ら

れるにすぎなL、。 r恋愛詩集J，r統恋愛詩集Jに比して，著しい減少である。

enviei11irは vieil1irと同じ意、で，この語の他動詞としての用法は， Wartburgによれば，

Roman de la Roseに始まる。 engarder，engraverについては既に述べたから， ここでは

ふれなL、。これら 3語はいずれも訂正を受けていなし、。

以上概観したように r恋愛詩集J， r統恋愛詩集」においては，この型の動詞は比較的数

多く用いられていたが，後の訂正で削られた認の数もかなり多い。晩年の「エレーヌJにお

いては，その使用は著しく減じていた。

(K) de， des+動詞， de， des+名詞+erの型の動詞

「恋愛詩集」で用いられているこの型の動調で Academieの辞書の初版に出ていないのは，

deflammer， deplumer， desalier， desa妊amer，desnerver， desoyfver， desceindre， despourprer， 

desreter， desveiner， desvierの11語で，いずれも頻度 1である。

これら11語の中で， desveiner， desnerverなどは殊に大胆な造語に思われるo

Tant que la mort me desnerve et desveine， 

Je seray tien: (Les Amours， XLIII) 

desnerverは priverde nerfs即ち筋や胞を取り去る，力をなくさせる，弱らせるを意味し，

desveiner は depouillerde veines血管を取り去る，殺すを意味する。死が私の力も血も奪

17. cf. Robert. 

18. entournerは14世紀末からある (Wartburg).engarderは G(xlefroyに Gauti町 deCoir、cyの用例があ

る。

19. ...: nulle herbe n'est maistresse 

Contre le coup d' Amour enviei1ly par le temps. (Sonets pour Helene， XXXV). 
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い去るまで，私は御身のものなのだと言うのである。 desnerver，desveinerは， Muretの注

では， Petrarcaに倣って造られた語とある。 Petrarcaの用いた snervare，svenareから造

ったと言うのである。 Mel1erioもこれら両語とも Ronsardの造語としている。 ところが

Wartburgによれば， desveinerは Ronsardが初出になっているが， desnerverの方は15世

紀から用いられており， Godefroyにおいても年代の明らかなところでは1515年まで遡るこ

とができる。両語とも訂正を受けていなL、。

…et la je fus ravy 

De ses beaulx yeulx par lesquelz je des'Vie (ibid.， CXXXI) 

desvierは「死ぬる」を意味する自動詞であるが1""殺す」と他動詞としても用いられるc

Mel1erio が~vieux mot derive de vie ~と言うように desvier は古くからある語で，

Wartburgによれば， 自動詞としては12世紀，他動詞としては13世紀から用いられてし、る O

この語も訂正削除されてはいない。

Ains que te voir en bruslant deplumer: (ibid.， CXL) 

deplumerも13世紀頃から用いられた古い語であるo 1578年，この 1行は Qu'onne te voye 

en bruslant deplumerと訂正され， deplumerはそのままだが，古い接続詩句 ainsqueが

除かれ，不定法構文も改められて意味がより明瞭になっている。

Se desoyf'Ver d'une amere liqueur， (ibid.， XXII) 

desoyfverは Godefroyに13世紀の用例が出ているが， Muret がこの語に~se desalterer， 

etaindre sa soif~ と注しているところから， se desoyfverは当時見慣れない語であったと

想像される o 1567年， この 1行は Boiretousjours d'une amere liqueurと訂正され se

desoyfverが削られている。 Weberは， j:述の s'aviander の場合同様，この~pittoresque ~ 

な味のある語の削除を惜んでいる。

. du ret qui m'ennoue 

Si quelquefoys je me voy desrete: (ibid.， CLXXX) 

desreterは民 (rets)から解き放すを意味する。 Wartburgによれば desresterは Jehan

Thierryの Dictionnairefrancais-latin 1564 に derheteは Ronsardに初出とある O

4 

E-Iuguetには用例として Ronsardのこの例が出ているのみ口 ところが Godefroyには，

1. cf. B10ch et Wartburg. 

2. Godefroyには 110uskes(1215-1283)の ChroniQueからのこの語の用例が出ている。 しかし， Godefroy 

の用例は 110uskesからBeIlf'au，Jean de la Tai1leあたりまでとんでいる。 だから， この語は 110uskesの

頃から引続き使用されていたのか Ronsardが復活させて使用したのか， あるいは新たに造られたものか明ら

かでない。 Wartburgではこの語は16世紀初出になっている。

3. Henri Weber: Les corrections de Ronsard dans les Amours de 1552. 
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Jean de Stavelot (1388-1449)の用例が出ているo Wartburgは Godefroyを参照している

筈であるのに， Godefroyの用例を無視しているのは，用例の根拠を絹弱と見たためか， そ

れとも Godefroyの deresterは別語源の語であろうか。

Quelle palleur despourpre ce sein beau …? (ibid.， CLXI) 

despourprerは言うまでもなく，赤いものを「色あせさせる，青ざめさせるJを意味する。
6 

Chamardはこの語を Ronsardの造語としているようである。 Wartburgもこの語を Ron蜘

sardに初出としている。 このソネは恋人が病気になった時のことをうたっているが， 次の

deflammerもこれと同じソネに用いられている。

Et toy Barbu， ••• 

Deflamme aussi le tison de ma vie， (ibid.， CLXI) 

deflammerは「火を消すJを意、味する。 toyBarbuは長いひげをはやした医神アスクレーピ
7 

オスへの呼びかけである。 Muretの注によれば， この 1行は「メレアグロスの命が 1本の

薪にかかっていたように，私の命がかかっている彼女の高熱を下げてほししづの意であるO

要するに letison de ma vieとは彼女を指すのであり， 自分の命がかかっている薪である

彼女が燃えつきれば，自分の生命もつきるのである。この語も， Wartburgでは， Ronsard 

以前には用いられていなL、。 1578年，この 1行が Fais amortir le tison de ma vieと改め

られ， deflammerが除かれている。

…je ne puis ma faim desaffamer (ibid.， CXXIV) 

desaffamerは「空腹をみたす」を;意味し， Wartburgによれば，この語も Ronsard以前の

用例が見られない。 desaffamerは訂正を受けていない。

残る 2語 desalierと desceindreはソネ 128に用いられているo desalierは「解きはなすJ

を， desceindreは「帯を解く，締めていたものをはずす」を意味する。 Wartburgによれば，

desceindreは12世紀から用いられているのに対し， desalierは1550年が初出であると言う。

「続恋愛詩集J，rエレーヌJにおいては， Academieの辞書に出ていないこの型の動詞は

1語も使用されていない。

4. この譜は Cotgrave，Nicotに出ている。

5. derestt'r， v. a.， de認ager:Et les biens des englieses de Liege furent adonc deresteis， (J. de Stavelot， 

Chron， p. 125). 

6. Chamard: Histoire de la Pleiade， Tome 4， p. 69. 

7. メレアグロスは，生れて 7日目に，運命の神によって，炉の上で燃えている薪が燃えつきる時，彼の命が絶え

ると定められた。彼の母はそれを聞き，その薪を消して箱にしまった。ところが，猪退治の皮の取り合し、から，

彼は伯父たちを殺した。彼の母は自分の兄弟が殺されたことに腹を立て， O1Jの薪を火の中に投げこんだ。そのた

め彼の生命は絶えた。
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「恋愛詩集」においては， desveiner， desnerverなどの大胆な造語 desvier，desreter， se 

desoyfverなど興味ある語が用いられていた。 Academieに出ていない11語のうち後に訂正

削除されたのは sedesoyfver， deflammerの2語で， その数は多くない。 Ronsardは se

desoyfverを boireで置き換えたのに対し， Weberは sedesoyfverという pittoresqueな

語の削除を惜んでいるのは前述のとおりである。 boireとL、う直哉な語に比して sedesoyf-

ver (渇をいやす〉は確かに pittoresqueな趣を持っている。それは sedesoyfverに限らず，

deflammer， desa妊amer，despourprerにおいても同じで，これらの語は，直哉な語に対して，

一種の迂言法とも言えよう o なお，この型の動詞は「続恋愛詩集J，Iエレーヌ」には 1語も

用いられていなかった。

IV 外国語からの借用語

(A) 古典語からの借用語

フランス語においてギリシヤ語， ラテン語をあやつったと非難された Ronsardにおける

古典語からの語集の借用の実態はどうであろうか。 Ronsardは，前述のように詩論その他で，

古典語からの語'呆の借用はできる限り慎み，母国語を用いるよう勧めている。 Ronsardは，

こうした言にもかかわらず，実作において非難に価するほど古典語からの借用語をふりまわ

しているかどうか，少なくとも小論で取上げている 3恋愛詩集に関する限り，その使用の実

態はどうであろうか。非力な筆者は専ら， Ronsardと同時代の著名なユマニスト Muretの

注を始め現代に至るまでの諸家の注に頼り，それらの注において明らかに古典語からの借用

語と認められた語を選び出し， それを検討することによって Ronsardにおけるその使用実

態をいくらかでも明らかにすることができればと念じている。

Chamardは次のような意味のことを言っている。 Pleiade派が古典語から借用した語の中

には，今日立派にフランス語として通用している語がかなりある O この事実は彼らの大胆な

行為を正当化するものではなかろうか。だから Pleiade派が借用した語の完全なリストを作

製し，それらの語がその後たどった運命を追跡調査することは興味深い問題であろうと O し

かし，この小論において取っている観点， 即ち Ronsardの用語を17世紀との関連において

調べるという観点からは，たとえ Ronsardが古典語から借用し始めた語であっても， その

語が Acadるmleの辞書に採用されている限り， その語はここでは問題にならなし、。その語

1.ギリシヤ語，ラテン語をあやつったということは，単に語最;の問題にとどまらず，言いまわし，比喰その他広

く文体に関する問題であることは言うまでもない。したがって，この問題の解明は古典語，古典文学に通暁する

学者の努力に待たなければならなL、。

2. Chamard: Histoire de la Pleiade， Tome 4， p. 51. 
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は17世紀の人の眼には奇妙な語と写らない可能性があるからである。

今までの場合同様 Ronsardが3つの恋愛詩集で使用している古典諮からの借用語で，

Academieの辞書の初版に出ていない語についてまず検討し， ついでその単語自体は Aca-

demieの辞書に出ているが Ronsardがそれらの語を古代語の有する意、味で使用し， した

がってその意味が Aca必mieの辞書に出ていない語について検討する。

a) ギリシヤ語からの借用語

「恋愛詩集Jに見られるギリシヤ語からの借用語で Academieの辞書に出ていない語と

しては，

moly: Du五nGregeoys l'espee vangeresse， 

Et le Moly par Mercure ordonne， 

En peu de temps du breuvage donne 

Forcerent bien la force charmeresse. (Les Amours， LXV) 

molyはギリシヤ諮の molyをそのままフランス語に移した語で，根が黒く，白い花の魔法

の力を有する植物の名であるo 引用文は一一一策に長じたギリシヤ人(オデュッセウス〉の復

暫の剣とメルグリウスによって指示された魔除けの薬草はたちまちのうちに飲まされた飲物

の魔力を消してしまった一ーを意味するo これはホメロスのオデュッセイア第10巻に語られ

ている魔女キルケによって豚に変えられた家来たちを取戻しに行くオデュッセウスの物語で

ある。 Wartburgによれば， この訴を最初に使用したのは Ronsardであるつ

lote : ... du Grec la troppe errante et sotte， 

Afriandee aux doulceurs de la Lote 

Sans plus partir vouloyent la sejourner: (ibid.， CXXXIV). 

loteはギリシヤ語の lotosで，ホメロスがオデュッセイア第9巻で諮っている Lotophages

(ロートパゴス〉人の国の甘い果実のことを言う。オデユヅセウスの家来たちはこの実を食

って故郷を忘れ，そこにとどまろうとした。 loteは Ronsard以前既に Lemairede Belges 

によって Lesil1ustrations de Gaule et singularitez de Troye (1509-1513)で使用されて

いるo

nepenthe : 0 de Nepenthe， et de lyesse pleine， 

3. Bai11y: Dictionnaire grec francaisによる。

4. Wartburgはこの語が MollyとL、う形で Cotgraveにあると雷うが，同番には出ていない。

5.が Wartburg，Huguet. 
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Chambrette heureuse， (ibid.， CII) 
6 

nepentheはギリシヤ語の nepenthesで Muret の注によれば rホメロスにおいて，そ

れを飲めば誰でも，その日のうちは，いかなる悲しみ，憤りをも心に感じないという卓効を

有する飲物を nepenthe と呼んでいる」と言う O この語は， Bloch et Wartburgによると，

1552年 Ronsardがギリシヤ語から借用したとなっているo 1584年，第 1行目が ode repos 
7 

et d'amour toute pleineと訂正され， nepentheが除かれている。

endelechie : Pour me donner et force et mouvement， 

N'estes vous pas ma seule Endelechie ? (ibid.， L VI) 

Endelechieは， 1553年の再版で， Entelechieに改められている。 Muretはその注において，

r ma seule Entelechieは自然、的，意、志的をとわずあらゆる運動をわがうちに生ぜ、しめる ma

seule perfection， ma seule ameを意味する。 entelechieはギリシヤ語で perfectionを意

味する口アリストテレスの説くところによると，自然物はおのおの 2つの本質的な部分を有

している。即ち彼が hyleまたは tohypokeimenonと呼ぶ質料と， eidos， morpheまたは

entelecheiaと呼ぶ形相とである。なお，この形相あるいは entelechieはあらゆる物に本質

と運動とを与える。かくて， 重い物を下へ， 軽い物を上へ赴かしめるものはそれらの ente-

lechieに他ならない。植物をして養分を吸収し，生長させるものも，それらのうちにある本

質的な形相である。動物をして感覚し，生殖し，場所から場所へと移動させるものも彼らの

entelechie即ち彼らの魂に外ならない。…・・・」と言う。

Bussonによれば， 16世紀の前半， Bude 一派とキケロ派との問に entelechie の意味に

関して論争がもちあがり， 1550年頃にはこの語は少くとも学生の間では有名になっていた。

アリストテレスは entelechie を ~forme du corps~ 即ち âme としたのに対し， キケロ

はこの語を ~mouvement continu et éternel~ と解し， ameを運動であるとした。 Budる

は， 1515年， アリストテレスの立場からキケロの解釈を攻撃した。 Bude派とキケロ派の問

で長い論争が行われ， この解釈に関連して entelechieと綴るべきか， endelechieとすべき

かの問題がもちあがった。 endelechieは dureecontinue (mouvement continu et eternel) 

を意味する endelecheiaから， entelechieは activitee伍caceを意味する entelecheiaから

来たo Ronsardは， 1552年の初版では，キケロの解釈にくみして mouvementeternelを意
10 

味する endelecheia即ち endelechieを用いたが，翌日年の再版では， Muretの影響で ente・

6. オデュツセイア， IV，220行以下。

7. Huguetに Ronsardの用例がないのは， 1584年にこの語が削られたからであろうか。

8. Oeuvres Completes de Ronsard， par Vaganay， Tome 1， p. 82. 

9. Henri Busson: Ronsard et l'Entelechie. (恥1elanges0旺ertsa Henri Chamard， p. 9ト95).
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lechieに改めていると。 Huguetには Rabelaisの用例の外 2例ほどあがっているが， Ron-

sardのは出ていない。この認は Cotgrave，Nicotにも婦げられているコ

io : Io voici la pree verdelette， 

Qui prend vigueur de sa main la touchant， 

Quand pas a pas pil1arde va cherchant 

Le bel esmail de l'herbe nouvelette. (ibid.， CXXXI) 

Io，δ， quel myrte， ou quel laurier 

Sera bastant pour enlasser ma teste? (ibid.， LXXI) 

iδ はギリシヤ語の ioである。 Muretの注には， この語はギリシヤ語， ラテン諦において

歓喜の印であると言う。 Baillyによれば 10はじ cri d'invocation， 2) cri de douleurと

あり， Ga伍otには， 1) cri de joie dans les triomphes， dans les fetes， 2) cri de douleur 

とある。喜びと同時に苦しみ， 悲しみを示す間投調である。さすがにこの語は Cotgrave，

Nicotになく， Huguetにも掲げられていなし、。第 1例は，おお，この萌え出る新緑の牧場

こそ，美しい七宝さながらの若草を泥棒のごと一歩一歩と探し求める彼女の手にふれて活気

を取戻したのだという意。 1578年， 第 1行が Voicy la pree et la rive molletteと訂正さ

れ，Ioが除かれた。 第2例は，いかなるミルタ， あるいは月桂樹が私の頭を巻くに足りる

(bastant)であろうかの意。この Io，δ も1578年の訂正で削除されている。

Charites: Quand j'apercoy ton beau chef jaunissant， 

Qui l'or五ledes Chω'l:teS e妊ace，(ibid.， L V). 

He qu'a bon droit les Charites d'Homere 

Un faict soudain comparent au penser (ibid.， XV). 

Charitesはギリシヤ諮の Charitesであり， les Trois Gracesを意味する。第 1例は，美の

女神たちの金髪(l'or111のをも影薄いものとする御身の美しい金髪を見る時の意。 1560年，

第2行目が Quila blondeur des五letsd'or effaceと訂正されて Charitesが除かれたが，

78年に再び Quiles cheveux des Charitesと改められて Charitesが姿を現わしている。

第2例の Charitesは， Laumonierによれば， ピンダロスの場合同様 Musesと同義に見な

すべきであると言う。ホメロスの詩神(ホメロス自身のこと〉が物事の速やかさを思惟にた

10. Muretは Budeの説に〈みしていたことは， 彼の注の上に引用した箇所につづく部分でキケロの説を攻撃し

ていることによっても明らかである。

11. F. Ga伍ot:Dictionnaire illustr・elatin francais. 

12. ミルタは Venusに，月桂樹はアポロンに捧げられていた。 (cf Ronsard: Les Amours， par Weber). 

13. Ronsard: Oeuvres Completes， S. T. F. M.， Tome 4， p. 18. 
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とえているのは何と当然至極なことであろうの意。第2例の Charitesは訂正を受けていな

い。 Huguetによれば，この語は Ronsard以前に Lemairede Belges， Marot， Rabelaisな

どによって用いられている。

以 kはギリシヤ語の語紫をそのまま借用した場合について述べたので、あるが， avantchien 

(prokyon)， avantpenser (promeletan)のようにギリシヤ語をそのままフランス語に直訳し

た語，あるいは Adoniserのようにギリシヤ語から借用した Adonisに erを付して動詞化

した場合もある。これらの語については，既に述べたから，ここではふれない。

次に，単語としてはフランス語のそれであるが，その語をギリシヤ語の意味に用いている

場合について述べる。

Divin Bellay， dont les nombreuses loix， 

Par une ardeur du peuple separee， 

Ont revestu l'enfant de Cyther白

D'arc， de flambeau， de traitz et de carquoys: (ibid.， XLV). 

ギリシヤ語の nomoiは loisと同時に modesmusicauxを意味し， そこから chantsを意
16 

味した。だから lesnombreuses loixは譜調的な詩句を意味する。崇高な DuBellayよ，

御身のたえなる詩句は，民衆からかけ離れた燃ゆる霊感によって，愛の神(1'enfantde 

Cytheree)に弓， 恒火， 矢， えびらをまとわせた， 即ちたえなる恋愛詩をものしたの意。

Laumonierは， rここでもまた Ronsardはフランス語でギリシヤ語をあやつっている口」と

邑つ o

19 

Puisse avenir qu'un po己teamoureux， 

Ayant horreur de mon sort malheureux， 
19 

Dans un cypres notte cest ep留ralnme:

Cy dessoubz gist un Amant Vandomoys... (ibid.， LII). 

Muretはこの語に注して repigramme (epigramma)はギリシヤ語ではあらゆる inscrip-

tionを意味する」と言っている。 Ronsardは epigrammeをギリシヤ語流に inscriptionの

14. Quand Homere veut donner une idee de b rapidite d'une chose， il use de ces mots hoste noema， qui 

signifient ((comme le penser>>.と Laumonierは注している。

15. r恋愛詩集」に Charite と単数に用いて恋人を指しているのが 1例ある。 Mesouvenant de ma doulce 

Charite (ibid.， LXXVII). 

16. Ronsard: Oeuvres Completes， S. T. F. M.， Tome 4， p. 48. 

17. Cytheree: Surnom d'Aphrodite (Venus)， honoree a Cythere. (Grand Larousse). 

18. Ronsard: Oeuvres Completes， S. T. F.恥1.， Tome 4， p. 48. 

19. avenir: advenir， notte: note (noter). 

- 89-



意、に用い，自分が死んだら，喪を象徴する糸杉に「ヴアンドーモワの恋する男ここに眠る…

…Jという碑銘を記してくれるようにと言うのである。

.. quand la mort m'aura la vie ostee， 

Encor la bas je veulx aymer l' Idee 

De ces beaulx yeulx que j'ay fichez au cuaur， (ibid.， XXVI). 

rideeはギリシヤ語であり，われわれの心に刻まれた事物の像を意味する」と Muretは注
すがた

してしる。死後もなおあの世で， 心に刻みこんだこの美しい眼の像を愛したいの意。 Wart-

burgによれば， id加を imageの意に用いるのは既に 15世紀末にその例があり Ronsard

に始まるのではない。 Huguetには Rabelaisの用例が見られる。
20 

次の例に見られる id白はプラトンのイデアの意、味で用いられているo

Par luy (son田 il)mon cu偲 urpremierement s'aisla， 

Et loing du peuple a l'escart s'en vola 

J usque au giron des plus belles Idees， (ibid.， LXII). 

Ronsardはまた idoleをギリシヤ語の eidolonにしたがい， image， portrait， fantomeな

どの意味に用いている。

Or dans mes bras， ore dedans mes yeulx， 

Tu fais nouer l'idole de ma Dame， (ibid.， XXX). 

Pour tastonner l'idole qui n'est pas (ibid.， LXI). 

…mon ai1 n'a puissance de veoir， 

Si quelqu' idole au devant ne s'oppose， (bid.， LXIX). 

第 1例の nouerは「泳ぐ， 漂う， うねるJを意、味し， Tuは夢を指している。第2例は，

そこにいない彼女の幻の姿を手探りするためにの意。第 3例は， 1584年， Si quelque objet 

に訂正され， idoleが除かれているq この語は imageの意、味では古くは Romande la Rose 

に用いられており (Wartburg)，16世紀では Lemairede Belges， Marotの用例が見られる

(Huguet)。

Ronsardはまた， tan (taonあふりを，ギリシヤ語の oistrosが「あぶ」という意味以外

に，あぶの ~aigu日lon， piq ure ~，そこから~transport de douleur， de fureur ~を意味
21 

するところから， transport de fureurの意味に用いている。

20. ideeがプラトンのイデアの意味に用いられるのは Ronsardに始まるものではなく， Wartburgによれば，

Rabelaisにも用いられている。

21. BailIy: Dictionnaire grec francais. 

22. Le Corybente a quelquefoys repos， Et le Curete aux piedz armez dispos， Ne sent tousjours le Tan de 
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以上のように r恋愛詩集Jにおけるギリシヤ語からの借用語はその数がさほど多くはな

いが， moly， lote， nepentheなど物の名称を表わす諾は間わないとしても， entelechie， iδ な

どは是非ともそれを借用しなければならない必然、性が感じられない。 loixを chants，tanを

おreurの意味に用いるに至っては， 直接の借用語より更に難解であると言えるかも知れな

い。 r恋愛詩集」だけに限っても， Ronsardがフランス語でギリシヤ語をあやつったという

非難もあながち不当であるとは言えないであろう。

しかし r続恋愛詩集」になれば，ギリシヤ語からの借用は 1諾も見られない。 rエレー

ヌ」においては Chariteが 1例と mikroskosmos， makros】wsmosをフランス語に直

訳した petitUnivers， grand Toutが用いられているにすぎない。

b) ラテン語からの借用語

contumax: Je sens tousjours un pen田 rqui me mord， 

Et contumax au cours de son effort， 

De pis en pis mes angoisses r'engreve. (Les Amours， XI) 

contumax は ~obstiné~ を意味し Laumonier の注によれば， この語は純然たるラテン

語で， Ronsardはそれをフランス語化する労をも取らなかったと言う。私はたえずある思い

が私の心を噛み，執助に鋭鋒をおさめずますます苦しみをひどくするのを感じるの意。 1560

年，第2行目が Etmalheureux en si heureux effortと訂正され contumaxが除かれたo

Huguetでは， contumaxの obstineの意味での用例は Ronsard以後のもののみ (Ronsard

自身の用例も出ていなしうであるが， Godefroyには， opiniatreの意味で contumace，con-

tumasの Ronsard以前の用例が見出される。

mines: S'il te souvient de la belle Orithye， 

Toy de l'hyver le plus fidele archer， 

Fais a mon Loyr ses mines relascher， 

Tant que Madame a rive soit sortie. (ibid.， CLXXV) 

mlnesは Laumonierによれば menacesを意味するラテン語 mmaeの敷写しのように

sa deesse Cibid.， CXL VII). コリュパンテスは大地の女神キュベレの従者。クレテスはレアから彼女の子ゼウ

スを父親クロノスから守るよう頼まれ，ゼウスを隠した洞窟でその泣き声が聞えないよう槍で楯をたたいて騒音

を立てた。

23. Chef，ρetit Univers， qui monstres par effait Que tu as du grand Tout parfaite cognoissance. CSonets 

pour Helene， Livre 1， XIX) 

1. MeIlerio， Marty-Laveauxにも contumaxが出ていないのは， 1560年の訂正でこの語が削除されたためであ

ろうか。
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思われると言う o Weberもその説を踏襲して mmesは menacesを意味するとある。大胆

な用語と言わなければならない。この 4行は Aqui10nに対する呼びかけで，冬の最も忠実な

射手である御身よ，御身があの美しいオレイテュイアを忘れずにいるなら，どうかCassandre

が岸に上るまで Loyr川に対する冬の威嚇を緩めさせてくれの意、であるo この語は訂正を受

けていない。

Tu seras faict d'un vulgaire la fable， (ibid.， XIX.) 

Tu seras facit はラテン語の fiesをそのまま訳した形であるD 御身は世間の人びとの語り

ぐさになるだろうの意。 Tuseras faictは訂正を受けていない。 Ronsardは既に「オード 4

部集Jにおいてこの語法を用いている。 Tuseras faite sans cesse Des fontaines la prin-

cesse， (Livre 2， X)こちらの方は， 1555年 Io，tu seras sans cesse ...と訂正され， この

語法が除かれている。

o promptz desirs d'esperance cassez， (ibid.， CXLV). 

Muret は~d' esperance cassez::} に注を付して ~Vuides d'esperance. I1 prend， cassと

ainsi que les Latins prennent， cassus::} と言う o Ronsard は~vide， pri ve de ~を意味
5 

するラテン語の cassusをそのまま何回6に移して用いているのである。

このように r恋愛詩集Jにおいては，ラテン語からそのまま借用した語はさほど多くは

ない。次に，単語としては Academieの辞書にあるが，その語をラテン語の意味に用いた場

合にふれよう。

Qu' Amour mon cu田 ur，qu' Amour mon ame sonde， 

Il trou vera q ue tou te passion 

Veuve d'espoir， par mes veines abonde. (ibid.， XXI) 
6 

ラテン語の vidua(viduus)にしたがって veuvedeを priveedeの意味に用いたのである。

愛の神がわが心臓，わが魂のうちを探るならば，彼は希望を奪われた情熱がわが血脈にみな

ぎっているのを見出すであろうの意。 Wartburgによれば， veuve deを priveedeの意味

に用いた例は13世紀末に見られる。 r恋愛詩集」には，この語がし、ま 1例用いられている。

2. Ce mot semble bien etre ici calque sur 1e latin minae=menaces， comme ailleurs 1e mot dires sur 1e 

latin dirae=imprecations. 

3. ボレアス CBoree= Aquiloh)はオレイテュイアを愛し，彼女をさらい，彼女との間に 2人の子供をもうけた。

I!. Vianeyはく(fuseras faite ...>>を 1atinismeとし，ホラチウスの fiesを直訳したものと言っている。 (Via-

ney: Les Odes de Ronsard， p. 123よ

5. フランス語の回節目は quas崎町から来た。 Weber によれば， casseはラテン語の伺ssus ではなく，イタ

リヤ語の cassoをフランス諮に移したものであると言う。

6. veuveの語源は viduaである ρ
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Veufve maison des beaulx yeulx de Madame， (ibid.， CLI) 

彼女がし、なくなり，その美しい眼が見られなくなった家の意。

Si suis-je heureux d'avoyr veu la lumiere 

En ces ans tardz... (ibid.， LXXXVIII). 

ラテン語の tardusと同じく， tardを形容詞として用いているのである。例文の SIは pour-

tantで，しかし私はこのように遅い世に生れて来たのを幸せに思っているの意。 tardを形

容詞に用いるのは Ronsardに始まるのではなく， Wartburg によれば， 15世紀から見られ

る。

Ronsardは， ラテン語の SIC が願望を表わす接続法と共に用いられるのに倣って， しば

しば amslを用いている。

Ainsi ton front ne soit jamais moyteux， (ibid.， CLXXV) 

Godefroyは， 16世紀には全く特殊な;音、味に用いられた amslが見られると言って amsl

optatifを掲げてL、る o Wartburgによれば， ainsiのこの用法は1538年以来見られると言う。

「恋愛詩集Jには ainsioptatifはこれ以外にもう 4例あるが， いずれも訂正を受けていな

L 、。

Ha， que je porte et de haine， et d'envie 

A ce V ulcan ingrat， et sans pitie， (ibid.， CLXIII). 

ラテン語の ingratus と同じく ingrat を~desagrea ble ~の意に用いている。 Vulcan
7 

(Vulcain)は嫉妬する夫の象徴であり， 彼女の夫を指している。 ingratを必sagr・eableの

意に用いたのは Lemairede Belgesに始まると Wartburgは言う。なお I恋愛詩集」に

ingrat が ~avare~ の意に用いられた例が見られる O

Certes le ciel trop ingrat de son bien， (ibid.， LXIX). 

やはり Wartburg によれば ingrat を avare の意に用いた例は既に Villon に見られ

る。

Sus le mestier d'un si vague penser 

Amour ourdit les trames de ma vie. (ibid.， CXXXI). 

vagueは，ラテン語の vagusと同じく， ~ erran t， vaga bond ~の;言、に用いられている Q か

くもとりとめもなくさまよう思いの機で，愛はわが寿命を織りなすの意。 vagueは本来 er-

ran t， vaga bondの意味で14世紀後半から使用され始めた語である。 したがって Ronsard

が vagueをこの;官、味に用いたのは，ラテン語からの意味の借用と考えるよりは， フランス

7. cf. Ronsard: Les Amours， par Weber. 
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語の古い用法にしたがったとすべきかも知れなし、 vagueはソネ 21にいま 1例 Sacourse 

vagueが見られるが， 1578年 Sacourse folleと訂正されている。

次の planteについても， vagueと同じことが言えよう。

.. des le bout de la plante， 

Je n'ay sante， jusqu'au sommet du chef， (ibid.， LXXXI) 

ラテン語の plantaには plantedu pied， piedの意があるが， Ronsard はここで planteを

piedの意、に用いているo 足の先から頭 (chef)の先まで，健康なところはど ζ もないと言う
8 

のである。元来 planteは plantedu piedの意味で12世紀後半から用いられていたもので，

Dauzatによれば， 古い時代には「植物」を意味することは稀で，したがって I植物」の

意味はラテン語の planta からの~reprise savante ~であるとも考えられると言う。 Wart

burgでは，この語が楠物の意、に用いられたのは1542年以来となっている。

この外， Martyふaveauxは sou妊ranceを意味する passionや，gauche，dるfavorable，を
10 

意味する senest胞を motstires du latinとしているが，これらはいずれも古くからフラン

ス語として用いられていた。

「統恋愛詩集」においては，ラテン語からのそのままの借用語，あるいはラテン語を直訳

した語は見られなL、。ただ， Laumonierは tanseulementをラテン語の tantummodoに対

応するものと考えているのは前述のとおりである。

Je veux tanseulement a lui seul me montrer: (Continuation， LXV). 

「エレ{ヌJにおいては，

naufrage: Las! devant que payer mes v田uzdessus le bort， 

Naufrage je mourray:… (Helene， Livre 1， VI). 

Laumonirはこの語に注して， naufrageは難船したを意味し Iここではラテン語の nau-

fragusをそのまま置きかえた形容詞である。Jと言う O 無事上陸して神々に感謝の奉納物(絵

馬〉を棒げる前に， 難船して死ぬであろうの意。 Laumonierは naufrageを形容詞として

いるが， Ronsardは他の場所でこの語を「難船した人 jの意に用いているから，ここにおL、

8. c.f Wartburg. 

9. auxμssions de ma peine si dure， (ibid.， CLXVl). Wartburgによれば，この語が sou旺rancephysiquf' 

の意に用いられたのは Waceから， affiictionの意では DuBellayからと雷う。

10. ... quel DemoD d'une senestre main Berca mon corps quand le ciel me fit naistre. Cibid.， XLVII)， 

gaucheの意味では Chansonde Roland， defavorableの意味では14世紀から用いられている。 (Wartburg). 

1l.名詞 naufrageの語棋は naufragium.

12. l1aufragusには「難船したJ，I難船した人」形容詩，名詞[，tJ)jの意味がある。

13. たとえば， Un vif naufrage a ma rive venu， (La Franciade， Livre 4， 28). 
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ても Jeを修飾する同格名詞として lenaufrageの意、に用いたとも考えられる。

incorpore: L'esprit incorpore devient ingenieux， 

La matiere le rend plus parfait et plus digne. (ibid.， XLI). 

incorporeはラテン語の incorporatusにしたがい， ~incarné~ ， ~uni a un corps(Mellerio) ~ 

の意、に用いられているのである。精神が肉体をえてはじめて創意に富むものとなるの意。

ラテン語からの借用語もギリシヤ語の場合同様その数は多くはなしさほど突飛な感じの

語も用いられてはいない。

(B) イタリヤ語からの借用語

既に述べたように Ronsardは， ラテン語， イタリヤ語からの借用語でなければ elegant

であるとは考えず，むやみにそれらの語をふりまわしたがるならず者から，良家の子女とも

言うべき固有のフランス語を守るべきことを説いている。 1494年の Char1es8世のイタリヤ

遠征につづく Louis12世 Francois1世と代々の国王の数次にわたるイタリヤ遠征以来，

新しいイタリヤ文化のフランスへの急激な流入，それに加えて Catherinede Medicisが，

1533年， Henri 2世王妃として輿入れして以来，フランスは宮廷を中心としてイタリヤ趣味

が横沿していたことは Bourciez の Lesm白 urspolies et la litterature de cour sous 

Henri IIによっても明らかである Q それに伴って， イタリヤ語もフランスに流入したこと

は言うまでもなく，兵語，芸術用語を始めとして多くのイタリヤ話がフランス語に取り入れ

られ，フランス語の語:誌を豊かにしたのであるコ

かかる状勢下にあって，イタリヤに対する対抗意識から，あるいは政治的理由から，ある

いは snobたちの振舞には目に余るものがあったのか，イタリヤ語の流入に対して強い反対

の声が早くからあがっている。 Ronsardの上掲の言葉もそうした声の一つであった。

このようにイタリヤ語が流行する ~Hj'fi:にあって Ronsard を始め Pléiade 派の人たちが

作中にイタリヤから流入した語を用いたとしても， Chamardが首うように， それは一般の

傾向に従ったまでで，そこに何ら革新的なものは見られなL、。ところが，-)j彼らは，その

恋愛詩において，大いに Petrarcaのテーマを模倣しつつ，同時に Petrarcaの用語， 表現

をも取り入れたのであって，この面よりするイタリヤ語の導入には，前の場合と異なり，革

新的な様相が見られると Chamard は言う o Chamard はつづけて言う口 しかし，実作に

おいては，彼らがイタリヤ語から借用した新しい語は大してその数は多くはない。この事実

を例証するため， Chamardは ROllsardの「恋愛詩集」に用いられ，注釈者 Muretによっ

1. Chamard: Histoire de la Pleiacle， Tome 4， p. 57. 
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てそれと指摘されたイタリヤ語からの借用語を拾い出して掲げている。それは次の 6語にす

ぎない。 al'heure a l'heure (ital. allora， allora); bastant (bastante); tirade (tirata); 

ghirlande (ghirlanda); humble-:fiere (umi1 fera) ; doux-amer (dolce amaro). 

この 6語のうち， doux-amerは1553年「恋愛詩集」の再版に増補された作品中に用いられ

た語で， 小論の範間外に属する。 bastant，ghirlande， tiradeの3語は， bastant は ~su伍.

回 nt>，ghirlande は ~couronne， chapeau de fleurs>の意味で Acadるmieの辞書に出て

おり， tirade は~action de tirer >，当時は殊に弓を射ることの意、に多く用いられ，この意味

では Academieにないが，この語は「恋愛詩集」ソネ86番でたまたま d'unetirade (一気に，

ぶっ統けに〉の形で用いられていて，この locutionは Acadるmleに出ている O したがって，

この 3語はここで取上げなL、。残る humble-:fiere，a l'heure a l'heure の2語のうち， 前

者は Petrarcaから来た語であるが，既に複合形容詞の項で述べたから， ここではふれない。

a l'heure a l'heure: Amour adonc qui sape， mine， et ronge 

De ma raison le chancelant rempart， 

Pour l'assaillir a l'heure a l'heure part， (Les Amours， XLVIII). 

a l'heure a l'heureは，前述のように， イタリヤ語の allora，al10raを移したもので，

~aussitôt， tout de suite>を意、味し， Muretは locutionitalienneと指摘している。この

3行は愛の神と理性との相克を描いたもので，理性のゆらぐ砦の土台を掘り崩し，侵蝕して

いる愛の神が砦を攻撃すべく即刻出発するの意。 Wartburgには， この locutionは1550年

頃用いられ始めたとあり，恐らく Pleiade派の創意、にかかる語であろう o 1567年，第 3行目

が Pourl'assaillir a toute haste partと訂正され， a l'heure a l'heureが除かれている。

Chamardの6語の中には入っていないが， イタリヤ語からの1lf用語として fereをあげ

なければならない。

fere: Puisse-je avoir ceste Fere aussi vive 

Entre mes bras， qu'elle est vive en mon cu偲 ur:(ibid.， CXXIX). 

fere はイタリヤ語の feraをそのままフランス語に移したもので， ~bête sauvage)>を意味

する。 Laumonier，Weberの指摘によれば， Petrarca始め Petrarca風詩人たちは恋人を猟

師の眼前から身をかわして逃げ去る feraにたとえている。わがd心lこ焼きついている姿同様

に生き生きした彼女をこの両腕に抱くことができたらの意。 Godefroyは fereの用例とし

て BrunettoLatiniの Livredu Tresor (v. 1265)の例をあげているが， その次に来る用

例は Ronsard，Baifのものであり， その聞に長期間のギャップがあること。 HugUf'tには

Ronsard以前の16世紀の用例が出ていないこと。 しかも上掲の 2行は， Muretによれば，
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Bemboの Lafera， che scolpita nel cor tengo， Cosi l'havess'io viva entro le braccia. 

の敷写しである。これらの:事実から， Ronsardは fereをイタリヤ語から新たに併用したと

考えることもできょう。 r恋愛詩集」には ζの語はいま 1例見られるが 2例とも訂正を受

けていない。

rousoyant : Prez， boutons， fleurs， et herbes rousoyantes (ibid.， L VII). 

rousoyant (露にぬれた， 露におおわれた〉には既に形容認の頃でふれた。 その際 Wart-

burgによれば， rosoiantは<{q ui repand la rosee ~の意味では14i止紀後半から用いられ

ているが<{cou vert de rosee ~の意味で用いたのは Ronsard が最初であると述べた。

Weberは，イタリヤ語の ruggiadosoをこの語に当てたのだと主張している。

次に， Academieには出ているが， イタリヤ語的な意味に用いられた 2・3の語にふれて

おく o

Les cieux fermez aux criz de sa douleur， (ibid.， CLXIX) 

Muretはただ<{Les cieux ferrnez: arrestez， mot italien ~ とだけ注している口イタリヤ

語の fermareは「止める，停止させるJを意味する。彼女の苦悩の叫びを聞いてその運行

を止めた天と L、う誇張的表現である。この訴は訂正を受けていなL、D

A vant mes jours， j'ay grand'peur de laisser 

Le verd fardeau de cette jeune escorse， (ibid.， LXXXII) 

Muretの注によれば， escorseは「樹皮が樹木を包むように体を包む皮膚を指す。 metaphore

によって Ronsardは樹皮を皮膚に，皮膚を体の意に用いたのである。」と言い， escorseを

イタリヤ語と関係ずけていないが， Weberは Petrarcaにあっては lascorza (1もcorce)が

しばしば人体を指していることを指摘しているD 事実，イタリヤ語の scorzaは人体の意味

に用いられる。 したがって， Ronsardは scorzaに倣って ecorceを人体の意味に用いた一可

能性も考えられる。 1578年，この 2行はj'aycrainte de laisser…de mon humaine escorce 

と訂正され， humaineがついたため意味がより明瞭になっている O

Ronsardはまた， Le pensement， qui me fait devenir Haultain et bra7.Je， •.. (ibid.， C) 

のように， イタリヤ語 bravoから来た braveを語源にしたがって五er，orgueilleuxの意

味に用いているが，それはこの語がフランス語として用いられ始めた14世紀後半からのこと
6 

であって， Ronsardに女台まることではない。

2. Oeuvres Completes de Ronsarcl， par Vaganay， Tome 1， p. 177. 

3. Ronsarcl: Les Amours， par Weber， p. 846. 

4. Oeuvres Completes de Ronsarcl， par Vaεanay， Tome 1， p. 122. 

5. Ronsarcl: Les Amours， par Weber， p. 549. cf. The Cambriclge ltalian Dictionary 
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「続恋愛詩集」には， イタリヤからの借用語で Academieの辞書にない語は 1例も見ら

れず rエレーヌ」では accortが見られるのみである。

Comme une messagere et accorte et secrete， (Helene， Livre 2， XXIX). 

accortは「抜け目のなし、Jを意味し， イタリヤ訴 accortoから来た請である。 この語は15

世紀中頃から用いられている q

V 地方語の採用

Du Bellayは「擁護と顕揚」において地方語の採用については何もふれていないが， Ron-

sardが「詩法要略」の中でこれを説いていることは前述のとおりである。 Ronsardは言う。

わが国の地方語の中で最も表現力のある語を巧みに選んで，作中に用いるがよいc 殊に適切

な語が国語にない場合はなおさらである。それらの語は，好ましい語であり，自分の言わん

とすることを適切に表現するものであるかぎり，ガスコーニュ諮であれ， どの地方の語であ

れ，意に介しではならないと。 Ronsardは地方語の採用を1565年の「詩法要略Jで初めて説

いたのではなし、。既に「オード 4部集J (1550)に付した Suravertissementau lecteurに

おし、て，それを主張しているついやむしろこの Suravertissementは， Ronsardがこの詩集

で故郷 Vendomois地方の方言を使用したことを非難されたが，それに対する抗議・弁解の

書であると言えよう。 Laumonierも言うように， rオード 4部集Jが刷り tり，既にある程

度，売られた後に， Ronsardはこの suravertissementを書いたものと考えられている。

Ronsardは， suravertissementにおいて，非難された方言の使用を正当化することに努め，

その根拠としてギリシヤの詩人が詩作にあたってそれぞれの方設を用いた事実をあげている。

なお Ronsardは， Franciadeの第 3版(1587)に付した序文においても， 地方語の使用を

勧めていて，そこでは宮廷の言葉を重視する傾向が加わってはいるが，地方語に対する態度

は初期から晩年に至るまで一貫して変っていない。このように執勘に地方語の使用を主張し

ているにもかかわらず，彼が実際に使用した地方語の数はきわめて少ない。 Marty-Laveaux

は LaLangue de la Pleiadeに Pleiade派の使用した地方語を列挙しているが，その数は

6. cf. Bloch et Wartburg. 

7. ibid. 

1. Ronsard: Abbrege de l'Art Poetique Francois， ()euvres Completes， S. T. F. M.， Tome 14， p. 10. 

2. Ron回 rd:Oeuvres Completes， S. T. F. M.， Tome 1， p. 57， Lal1monierの注参照 Lal1monierは，オ

ード 4部集jが既に市場に出た後に，その残部に，あるいは増刷したものに Suravertissementを挿入したと考

えている。 その理出は， Sl1ravertissementの内蒋，初版の中には Suravertissementのついてないものが見ら

れたことなどによるν

3. Oeuvres completes de Ronsard， par Vaganay， Tome 6， p. 532 Preface de 1587. 
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約 30語にすぎない。 Chamardはその数の少ないのを見て少なからず驚いたと言って， l'abbe
5 

Frogerの次の言葉を引用しているo <<: Ce n'etait pas la peine d'en parler si haut pour 

s'en servir si peu~. 

では， 恋愛詩集において使用され Muretを始めとする注釈者たちによってそれと確認

された地方語を具体的に眺めることにしよう口

まず「恋愛詩集」においては，

bers: Heureux le bers， et la main qui la sceut 

Emmailloter alors qu'elle fut nee. (Les Amours， CVIII) 

bersは berceau(berceauは bersの diminutif)を意味し Dauzatによれば 11世紀か

ら存在する古い語である。今日も地方語として Normandieその他の地方に残存している。

Huguetには， Ronsard以前の用例として Cretin，Lemaire de Belges，乱1arot，Rabelais， 

Marguerite de Navarreなどが見られるが Ronsardの同時代人 Muretがこの語を mot

Vandomoisとし berceauと訳語を加えているところを見れば， 当時もはや一般には用し、

られず，地方語としてしか残存していなかったのであろう。

mesliez: A vec les liz， les田i1letzmesHez， 

N'egallent point le pourpre de sa face: (ibid.， XL) 

Muretは<<:mesliez: meslez， mot Vandomois ~と注している。 Ronsard の初期の作品には，

mesler (mel1er) という形が用いられていて meslierはこれ以外には一度も用いられてい

ない。ここでは de1iez，rep1iez， piedzと韻をふむ関係七 なにげなくこの形を用いたので

はなかろうか。

「続恋愛詩集Jでは，

Ronflans deca dela dans le creux des nuaus， 

(Continuation， XLVIII) 

nuauは nuee，nuageを;意味する。前述の， rオード 4部集Jに付した suravertissementに

おいて， Ronsard白身この語が Vendomoisの地方語であることを肯定している。 Huguet

には Ronsard以後の用例がかなり見られる。この語は Cotgraveに出ているが， Nicotに

4. Ronsardが実際使用した地方語の数はきわめて少ないこと， Du BeIlayの「擁護と顕揚」にこの主張が見ら

れないことから， Ronsardが執助に地方語の使用を主張するのは， Iオード 4部集」での地方語の使用を非難さ

れたことに対する意地からであるとも勘ぐることができるかも知れない J

5. Chamard: Histoire de 1a P1eiade， Tome 5， p. 64. 

6. l'abbe Froger: Premieres Poesies de Ronsard， cite par Chamard. 

7.げBlochet Wartburg. 

8. Godefroyは me1ierを mes10ierの doub1etとしている。
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はない。

Comme un tan， qui les baufs fait mouscher par les bois， (ibid.， LVI). 

mouscherは moucheの派生語で自動詞として用いられ，家畜が!崎などの虫から逃れるため，

あるいは刺されて，走り廻る，とびはねる，あばれるを意味するo Mellerio， Martyよaveaux

はこの語をフランス中部の地方語としている。 1560年， この 1行は Quifait courir les 

b偲 ufsen este par les boisに改められ mouscherが姿を消している口 なお Laumonier

は mouscherを souffier と解し lesfait sou節目 parles naseauxとしている。即ち

mouscherを semoucherくはなをかむ〉と解するのであろう。 Laumonierの説が適切さを

欠くことは， 1560年の訂正 Quifait cour廿 lesb佃 ufsを見ても明らかである。 Huguetに

は Ronsardを中心に Pleiade派および Brantomeの用例が見られるが， Cotgra ve， Nicot 

にはこの語は出ていなL、。

Helene， tu devois quand tu marchas sus eus (les serpens venimeus) 

Non sans plus les arner， mais en perdre la race. (ibid.， LXIX) 

arner (erner， esrener)は relnの派生語で r腰を折る， 砕く (ereinter);押しつぶす」

を意味する。 Belleauが「続恋愛詩集Jに付した注において， この 2行はニカンドロスのテ

リアカで物語られている話をふまえていると言う O へレネーよ，御身が毒蛇をふみにじった

時， 脊骨'を砕くだけにとどめず， その種族を絶滅させるべきだったの意。 Laumonier は

arnerを ereinerに当る地方語としている。 Wartburgによれば， esrenerは12世紀頃から

存在する古い語であり， arnerという形も 1530年 Palsgraveに見られる。 Brunotは，地方

語にはよく古語が保存されているが， Baif， Belleau， Ronsardなどの用いた ernerは，地

方語の採用と同時-に古語の発掘を主張する彼らとして，古語から，それとも地方語から取っ

たのかいずれとも決めかねると言う口 11arty-Laveauxはこの語を地方語の項には出さず，

古語の項に入れているo 1560年の訂正でこの語は除かれた。

「エレーヌへのソネJにおいては，

J'attachay des bouquets de cent mille couleurs， 

De mes pleurs arrosez harsoir dessus ta porte: (Helene， Lirve 1， LIV). 

harsoirは hiersoirの意であるo Belleau はこの語を ~mot du pays;)としている。 Wart-

9. tan: taon. 

10. non sans plus: non seulement. 

11. Oeuvres Completes de Ronsard， par Vaganay， Tome 1， p. 9:3. ヘレネーとメネラーオスがトロイからの

帰途，ナイル河口に漂着。船の舵手が一眠りしようと砂浜にあがったところ，毒蛇にかまれて死んだJ へレネー

は怒って毒蛇の脊骨を足で踏みつぶしてしまった}

12. Brunot: Histoire de la langue francaise， Tome 2， p. 179. 
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burgによれば arsoirという形では1210年頃から存在する古い語であるo Huguetにおい

ては， arsoirと harsoirとの問に何らかの区別がなされているようには見受けられないが，

Marty-Laveauxは地方語の項には harsoirをあげ，古語の項には arsoirを掲げているo

Et tes bords sans chansons ne se puissent trouver: 

L' Arondelle l'Est己leRamier en Automne， 

Le Pinson en tout temps， la Gadille en Hyver， 

(ibid.， Livre 2， Stances de la Fontaine d'Helene) 

Laumonierによれば， gadilleは Anjou地方の地方語で r!駒鳥Jを意、味する。御身の岸辺

は，夏はつばめ，秋は山鳩，季節をとわずかわらひわ，冬は駒鳥といつも歌が絶えることの

ないようにと言うのであるo Godefroy， Huguetには Ronsardのこの例が 1例あがってい

るにすぎない。

前述のように， Pleiade派全体としても地方語の使用は限られたものであるが Ronsard

の3恋愛詩集においても事情は異ならない。

VI 技術用語の借用

Du Bellayは技術用語の借用に関して r擁護と顕揚」の中で，あらゆる種類の労働者，

職人たちと交わり，彼らの用いる材料，道具，生産物などの名称，彼らが技術面に用いる語

などを知り，そこからみごとな比倫や描写を引き出すべきであると説いている。この言葉か

ら考えて，技術用語の借用は文体の顕揚を目的とすることは明らかである。たとえば，

Sus le mestier d'un si vague penser 

Amour ourdit les trames de ma vie， (Les Amours， CXXXI). 

Ronsardは mestier，ourdir， trameなどの機織り用語の織りなす metaphoresによって，

かくもみごとな詩句を創造したのである。

しかし，前述のように， Ronsard一派にとっては，フランス語の語支を豊富にするとは，

詩作に当って使用する語を豊かにすることを意味する。彼らはフランスに豊かな詩語を与え

たし、と望んだのである。したがって，技術用語の借用は単に文体の顕揚のみにとどまらず，

Pleiade 派の所謂フランス語を豊かにする一手段と考えて差支えない。たとえば，よくヲ|き

合いに出される cilの派生語 si1ler(ciller)は， r眼をしばたたく」の意味で12世紀から用い

13. cf.恥1arty-Laveaux:La Langue de la Pleiade. 

14. arondelle: hirondelleの古形。

1. Du Bellay: La De妊enceet i1lustration， Livre 2， XI， S. T. F. M.， p. 172. 

2. Wartburgによれば， la trame de la vieとL、う表現は Ronsardに始まると言う。
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られたが， 13世紀末から鷹匠の間で，鷹を暴れさせないため「その限織を縫い合わせる， 頭

を頭布で被って限を見えなくする」の;意味で使われ始めた。 Ronsardはそれを借用して， la 

Parque noire Devant le tans sillant nos yeux (S. T. F. M.， Tome 5， p. 194)の如く比轍

的に「限をとじさせるJ，またあるいは「盲目にするJの意、に用いたのである。「恋愛詩集J

には，天は美しい Cassandre を他人に見せまいとして， le ciel ... silla le monde (LXIX) 

とL、う大胆な表現が見られる。

園芸用語 enter(接木する〉は， r恋愛詩集Jでは， …ce coral， qui double se compasse 

Sur meinte perle entee doublement (XCV)と平凡な用い方であるが， Du Bellayは「擁

護と顕揚Jの中でローマ人がし、かにして国語を豊かにしたかの方策にふれて，彼らはギリシ

ヤの最も優れた作家たちに学び，己れの範とした作家の傑出した点を自己の国語に接木する

(entoint et appliquoint a leur Langue)方法をとったと， enterをみごとな metaphoreと

して使用している。ところが，上掲の mestier，ourdir， trameにしろ， siller， enterにしろ，

いずれも Academieの辞書の初版に出ているから， この小論では差し当って問題にならな

し、。

「恋愛詩集」で用いられた技術用語で Academieに出ていない語は pantoyment，empou-

per， haim， riagas， volterの5語にすぎない。 pantoymentと empouperについては既に派

生諮の項で述べたから，ここではふれない。

haim: Ce ne sont qu'haims， qu'amorces et qu'appastz， 

De son bel ail…( ibid.， CIV) 

haimは「釣針」を意味し ainとL、う形では12世紀から存在する。意、味の相関連する語を

〈ここでは queをもそえて) 3度繰返して強調するのは， Ronsardに見られる常套手法で

ある。

riagas: Qui m'est et sucre， et riag，αs amer (ibid.， CXXIV) 

引用文は不完全であるが， riagasは， Marty-Laveauxによれば，硫化1ilt素を意味する錬金

術の用語， Ronsardは「毒」の意味に用いている。 ここでも， sucreと riagasを並べて例

の常套的な対立的表現が見られる。錬金術関係では， alambiquer， quinte essenceなどの語

が用いられているが，いずれも Academieに出ている。

volterは馬術用語で，馬が円く廻るを意味するが， Ronsardはこの語を成月のめぐりに関

して用いている。

3. cf Wartburg. 

4. 2列に植えられた真珠(歯〉の上に，二重に配列された珊瑚(暦)の意。

5. Du Bellay: ibid.， Livre 1， VII， p. 43. 
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一il(cest an nouveau) 'Volte en un rond pluvieux， (ibid.， CLIII) 

これは年頭の作で，暮れから元旦にかけて雨が降ったから，この新しい年は雨催いの円師、を

描いて同転ーすると言うのである。 1578年， この precieuxな表現は ilest neigeux et plu-

vleuxと率直な表現に改められている。

「統恋愛詩集」に見られる技術用語は， desastreが占星術におけ・る <{actionnuisible des 

astres (Huguet) ~の意味で用いられている以外は， matter， sil1er， lacs， section de veine 

など Academieにその意味で出ている語ばかりである。「エレーヌ」には， Academieにな

い技術用語は用いられていない。

6. matterは将棋で壬を詰めるを意味し，そこから vaincre，dompter， fatiguer， epuiserの意に用いられる。

Les hommes maladis (maladifs)， ou mattes de vieillesse. CContinuation， IX). 
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第 3 章

I 不定法の名詞的用法

前述のように， Du Bellayは「フランス語の擁護と顕揚Jの中で ll'aller，le chanter， le 

vivre， le mourir の如く， 名詞の代りに不定法を大胆に使用するがよ Lリと勧めている。

Ronsardはじめ Pleiade派の詩人たちは，彼らの宣言どおり，この語法を大胆に使用した。

Marty-Laveauxは， Pleiade一派が名詞的に用いた不定法動詞を 115語あげているO しかし，

この語法は Pleiade派に始まるものではなく，フランス語に古くから存在している。 Marty-

Laveauxは Pleiade派以前にこの語法を多く使用した者として Sceveをあげており， Cha-

mardは Lemairede Belgesと Sceveとをあwている。

筆者は系統的に探したのではなしたまたま目についた例をあげると， Roman de la Rose 

に aumien cuidier (389)， lcil venirs， icil alers， lcil veilli・ers，icil parlers Fait as 
4 

amanz soz les drapiaus Durement amaigrir les piaus (2543-46)などの用例が見られる。

Alain Chartierの LaBelle dame sans mercy (1424年〉には，

.: <t 11 fault que je cesse 

De ditter et de rimoyer， 

Et que j'abanc1onne et delesse 

Le げrepour le le rmoynユ… (9-12)

Villonにも，

乱1evint ung vouloir de brisier 

La tres amoureuse prison 
6 

Qui souloit mon cuer debrisier， (Le Lais， 14-15) 

1. Du BelIay: La Deffence et illustration， S. T. F. M.， p. 160. 

2. 恥1arty-Laveaux:La Langue de la Pleiade， Tome 2， p. 33. 

3. Chamard: Histoire de la Pleiade， Tome 4， p. 76. 

4. Le Roman de la Rose， S. A. T. F. Tome 2. au mien cuidierは私の考えではの意。次は，このように

行き来し，夜を徹したり，話したりすることは，恋人たちの衣服の下の膚をひどくやせさせるの意υ

5. Alain Chartier: La Belle Dame sans mercy et les poesies lyriques， par Piaget， T. L. F. 詩作を廃し，

笑いを捨てて涙を流さねばならないの意。

6. Francois Villon: Oeuvres， par Longnon et Foulet， C. F. M. A. わが心を背しめつづけて来た愛の牢獄

を破りたい思いが起ったの意υ
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C'est son parler， ne moins ne mais， (Le Testament， 215) 

このように，定冠詞，不定冠詞，所有形容詞，あるいは unvouloir de brisier…のように

補語を伴った用例が見出される。

Ronsardにおける不定法の名詞的用法は，ここで取上げている 3恋愛詩集に関する限り，

さほど多くはない。例によって r恋愛詩集」から見て行くことにする。

Plus tost qu'un trait ne volle au descocher， (Les Amours， XVI) 

放たれた矢が飛ぶよりも速くの意。

Au flamboyer de leur double brandon 

De peu a peu l'esperance m'embras~e， (ibid.， XXIV) 

両の恒火〈彼女の眼〉が燃えているのを見ると，次第に希望が私の心をとらえると言うので

ある口

…sur la mer le ronfler d'un vaisseau， (ibid.， L) 

le flamboyer， le ronflerには， le flamboiement， le ronflementには見られない簡潔さと力

がある。

.. toy qui scays des herbes le pouvoyr， (ibid.， L VIII) 

薬草の効能を心得ている御身よ，と Ronsardは恋人 Cassandreをアポロンから予言と医療

の術を授けられたトロイの王女カヅサンドラになぞらえているのであるo Wartburgによれ

ば， pouvoirは12世紀より名詞として使用されている。

このように不定法が名詞化されて定冠詞を伴うばかりでなく， r恋愛詩集」には不定冠調，

所有形容詞を伴う例も見出される。

…ce flambeau qui tout ce monde allume 

D'un bluetter qui lentement se fond， (ibid.， XCIV) 

ゆるやかに空中に溶けいるきらめきでこの世をくまなく輝かせるあの恒火〈太陽〉の意。

Quelle des Seurs， a l'heure de mon estre 

Noircit le fil de mon sort inhumain? (ibid.， XL VII) 

生死を可る 3人の女神ノ勺レク (Seurs)のいずれが， 私がこの世に生れた|時， 私の無情な

7. それは彼の言うところそのままで，それより少なくも多くもないの意〉

8. descocherの名詞的用法の Ronsard以前の用例としては， Huguetには， Amadis de Gaule第5の書(544)

の例が出ている。

9. Huguetでは， le flamboyerは Ronsard以前に Pontusde Tyardの Erreursamoureuses (1549) の例

が見られる。

10. Huguetには， le ronflerは Ronsardのこの例があがっているにすぎない。

11.この語の場合も， Huguetには， Ronsardのこの例が l例出ているにすぎないψ
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運命の糸を黒く染めたのかを意味する。 etreは <{maniered'etre， genre de vie， condition， 

nature~ の意味で12世紀から名詞として用いられ， また existenceの意味でも既に用いら

れていたが， a l'heure de mon est reは大胆な，面白い表現と苦わざるをえない。

Ainsi tes yeulx pour causer mon renω:stre， 

Et puis ma mort， sans cesse me font estre 

Ore un Pollux， et ores un Castor. Cibid.， XCVII) 

かくて御身の限は私を蘇らせては再び死なせるため，たえず私をあるいはカストールに，あ

るいはポノレックスにならせると言うのである。 pourcauser mon renαistreも大胆な表現で

ある。

あるいは名詞として形容詞を伴う例も見られるo

Espovantるjecherche une fontaine 

Pour expier un horrible songer， 

.. d'un voler plus ample， 

(ibid.， CXIII) 

(ibid.， CVI). 

第 1例は，私は恐怖にとらえられ，恐ろしい夢を清めんがために泉を探すと言うのであって，

古代人が悪夢から身を清めるため水浴をした習慣を真似ているのである。 songerの名詞的

用法は， Wartburgによれば， 15世紀に始まり， Ronsardが最初ではなL、。第 2例の voler

〈飛ぶ〉の名詞的用法については， Wartburgに何の指摘もないが， Huguetには Marotの

用例が見られる。第 2例は， 1560年， d'une aele bien ampleと訂正され， un volerが除か

れている。

「統恋愛詩集Jにおいては， pouvoirの非常に大胆な用法が見られる。

…je n'ai le pouvoir 

恥1:'engarderd'y aller，… (Continuation， LIII)， 

前述のように pouvoirは12世紀から名詞として用いられてし、るが， ここでは lepouvoir 

が前置詞を介さず m'engarderという不定法を従えている点に注意しなければならない。日iJ

ち pouvoirm'engarderをそのまま名詞化したわけである。 しかし1560年には， le pouvoir 

12. Du Bellayの「擁護と顕揚J第 2の番，第5章に lerenaitreの用例が見られる" <<... cet autre grand monar. 

que， qui desiroit plus le renaitre d'Homere que le gaing d'une grosse battai1le>). c.f. Huguet. 

1.'3. カストールとポルックスはゼウスを父とし，レダを母として生れた双生児。「カストルがく死ぬ身>(人間)で，

ポリュデウケス(ポルックス)がく不死>(神)ともいわれる。 カストルが死んだとき， ポリュデウケスがゼウ

スに願って自分の不死性の半分をカストルに与え 2人で 1日はあの世に，次の日はこの世に住んだ，もしくは

1人があの世にL、ると 1人はこの世にいるという話もできた。J(平凡社:世界大百科事典による)

14. r恋愛詩集 jには，不定法の名詞的用法の例は，以上の他に， le penser， le parler， le pouvoirなどな入れて

10数例ある。
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d'estre seigneur de moiと普通の用法に改められている。

savoirも古くから名詞として用いられているが，敢てそれをもあげるなら， r統恋愛詩集J

に次の 2例が見られる。

Toi qui es des enfance en tout sa'Voir instruit， (ibid.， JV). 

Las! pour vouloir en ma jeunesse aprendre 

Trop de sa'Voiηje me fis malheureus. (ibid.， XXXIX). 

このように「統恋愛詩集」における不定法の名詞的用法は，その数がきわめて少なL、。

「エレーヌへのソネ」においては，

Cest aller， ce parler digne d'une Deesse， (Helene， Livre 1， XXIII) 

女神にもふさわしいあの立ち居ふるまい，話しぶりの意、である。 parlerは manierede par-

lerの意味で既に12世紀末から用いられているが cestallerの方は面白い言い方である。

Huguetには， ~action d'aller~ の意味では Marot などの用例があがっているが， ~allure~ 

の;意味では Ronsard以前の用例は見られなL、。

Tel dire n'est sinon qu'imagination， 

Qui embrasse le faux pour les choses cognues: (ibid.， XLI). 

かかる主張は，確実なことを信ぜずして虚偽のことがらを真実なりとする想像のなせるわざ

に他ならないの意である。 direの名詞的用法は， Wartburgでは 16世紀に始まるとある。

少なくとも Huguetには Calvin の Institutionchrestienne (1541) の用例があるから，

Ronsardが用い始めたものではなL、。

Je ne veux comparer tes beautez a la Lune: 

La Lune est inconstante， et ton 'Vouloir n'est qu'un. (ibid， Livre 2， XII) 

vouloirは12世紀から名詞として用いられている。

Ronsardの3恋愛詩集に見られる不定法の名詞的用法はさほどその数は多くないが，それ

でも初期の「恋愛詩集Jに比して r統恋愛詩集J， rエレーヌ」においては著しくその数を

減じている。

15. Montaigneに次のように大胆な例が見られる。 <<Lelong tenψS ViVl・6叫ん ρeude temρs vivre est rendu 

tout un par la mort.>> (Essais， Live 1， XX). 

16. savoirは ensembledes connaissances acquises par l'experience， par l'etude、の意味で Waceあたりから

用いられている。 (Wartburg). 

17. Iエレーヌ」には，いま一つl'allerの用例がある ψ A l' aller， a IIρ似合r，au .flamber de tes yeux， (Livre 

2， Xl). 
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II 形容詞の名詞的用法

Du Bellayは「擁護と顕揚」におし、て，ん liquidedes eaux， le vuide de l'air， le fraiz 

des umbresのように形容詞を名詞的に用いることは詩的表現にふさわしいとして， その使

用を勧めている。ただし，それはかかる表現が何らかの優雅さ，力強さをつけ加える場合の

ことであって， le chμult du feu， le f roid de la glace に類するものは避けるべきである

とする。火が熱く，氷が冷たいのは当然であって， le chault， le froidが feu，glaceに何

らつけ加えるところがないからであろう。

しかし， この語法も Pleiade派に始まるものではない。 Chamardによれば， Pleiade派

はこれを MauriceSceveに学んだと言う D 事実， Sceveにはこの語法が多く見られ， Saul-

nierは Sceve研究の中で，詩集 Dるlieで用いられたこれの用例を22ばかり指摘している Q

Ronsardの3恋愛詩集にあってはどうであろうか。

「恋愛詩集」において，まず目につくのは最上級に置かれた形容詞が名詞的に用いられて

いる場合がきわめて多いことである。同詩集ソネ 2番に，

De sa douceur forcer les plus rebelles， (Les Amours， II) 

が見られる。色恋に背く叛逆の徒をも彼女の優しさで兜をぬがせるの意。つづいてソネ 3番

には，

Et sus mon cu田 urle brandon espandoit (主語は Amour)

Qui des plus f roids les mo信llesenflamme. (ibid.， III) 

愛の神はわが心臓に燃えるたいまつの火を投げかける，その火は世にも冷血な人たちの髄を

も燃え立たせずにはおかないを意味する。

ソネ 9番にはこの語法が 4度も集中して用いられている。

Le plus tou.ffu d'un solitaire boys， 

Le plus a留ud'une roche sauvage， 

Le plus dese付 d'unseparるrivage，(ibid.， IX) 

Ronsardの好む対句的表現と言おうか， ソネ 9番の冒頭には，たたみかけるように 3回も用

いられ，吏に 8行目に，

1. Du Bellay: La De百enceet illustration， S. T. F.恥1.， Livre 2， IX， p. 160. 

2. Chamard: Histoire de la Pleiade， Tome 4， p. 77. 

3. Saulnier: Maurice Sceve， Tome 1， p. 295. 

4. Dans la langue poetique l'adjectif substantive， eomplete par un nom， s'emploie avec la valeul・dUIl

nom abstrait: Du plus bas de la terre. (Gougenheim: Grammaire de la langue francaise du seizieme 

siecle， p. 53). 
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5 
J e sens garir une amoureuse rage， 

Qui me ra妊ol1eau plus verd de mω moys. (ibid.， vers 7-8) 

au plus verd de mes moysと言えば，同じくソネ51番に，

Je me consume au plus verd de mon age， (ibid.， LI) 

とし、う表現が見られるが， この 1行は， 1578年， Et dans mon feu je m'immolay moy-

mesmeと訂正され， au plus verd…が除かれているo

Pour estoufer le plus vグdema peine， (ibid.， CLIII) 

この 1行は， 1560年の訂正で leplus vifが除かれ，最終的には87年に Pourestoufer mon 

amoureuse peineに改められている。この訂正の結果を見れば， こうした言い方が許される

なら， 17世紀の到来の間近いことが感じられる。

Sucant tousjours le plus doulx de mon sang， (ibid.， LXXXI) 

これは1567年に Pincantmon c田 ur，mes poumons et mon flancと平板な表現に改められ，

le plus doulxが姿を消している口

中には， Villonの Bloisの詩会での作を思わせるような対立的表現が見られる。

Je meurs de froid au ρlus chault de l'Este， 

Et de chaleur au cuaur de la froidure. (ibid.， CXLI) 

酷暑のさなかに自分は寒さのため，酷寒のさなかに暑さのため死にそうだと言うのである。

その他，Au plus profond de ma poytrine morte， (ibid.， CLXIII) 

Leρlus paφit de toutes ses beaultez， (ibid.， CL VI) 

Quand je sen ti le plus froid de mon ame 

Se rembraser d'une nouvelle flamme， (ibid.， CXXVIII) 

などその数は多い。

なお，次の monmleuxをも形容詞の最上級の名詞的用法と呼びうるなら，

. ma doulce guerriere， 

Astre fatal d'ou s'ecoule mon mieux， (ibid.， CLVIII) 

Ronsardは恋人を madoulce guerriereと呼んでいることは既に述べたが， Astre fatalが

ma doulce guerriereと同格に置かれて恋人を指し，彼女から自分にとってかけがいのない

最も貴重なものが流れ出て来るの意、である。 sonmieuxに leparfaitがついて更に強めら

れている表現も見られる。

5. garir: guerir. 

6. Je meurs de seuf aupr白 dela fontaineに始まる有名な ballade.(seuf: soif). 
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L'art， la Nature …et les Dieux 

Ont prodigue le ρωj'ait de leur mieux， 

Dans son beau jour …(ibid.， V) 

たくみ，自然、……そして神々が彼らの有する最良にして完壁なものを彼女の美しい限に惜し

みなくそそぎこんだの意。 1578月の訂正で大げさな leparfait de leur mieuxが除かれて

いる。 leparfait de son mieux， au comble de son mieulxなどの誇張的な言いまわしが

当時流行していたらしく， H. Estienneはそれを非難している。 なお， le parfait自体も意、

味的には最上級に類似したものと言えよう。

La， du vray beαu j'adore le paヴ白it，(ibid.， CLXXIV) 

Laは天上界を指す。天と界において完壁な真の美を崇めるのだの意。

更に進んでは，… uncuaur si plein d'affection， 

Pour le paげの:td'une peヴection，(ibid.， XXI) 

と leparfait， perfectionと同根の語を繰返す奇抜な誇張的表現が見られる。 1560年， この

1例は Pourla beaute d'une perfectionと訂正され，奇抜さが姿を消し，意味の明確な，

穏やかな表現になっている。 このように同根の語ではなし~roi des rois ~式の表現に見

られる同一の語を繰返す誇張的表現も見られる。

…un autre object ne se presente a moy， 

Si non le beau de leur beau que j'adore， (ibid.， XXIII) 

…son esprit， qui n'estime 

Que le divin des divines velτuz， (ibid.， LXXIII) 

前者は1560年の訂正で Sinon，Belleau， leur beaute que j'honore となり，後者は84年に

Que le parfait des plus rares vertusに訂正され，いずれも同認の反復が除かれている。

parfaitの反対 imparfaitも名詞的に使用されている。

Je veus brusler pour m'en voler aux cieux， 

Tout l'i・mjうωj'ai・tde ceste escorce humaine， (ibid.， CXXXIX) 

天上に飛び上らんがため，この不完全な肉体を焼きつくしてしまいたいの意c

Je t'en ren grace， heureux trait de ces yeulx， 

Qui m'ont parfai・tl'impar.，向。 demon ame. (ibid.， CLXXIV). 

parfaire l'imparfaitは対立めいた奇抜な表現である。 1560年 2行目の最初の部分が Qui

m'a polyと訂正されて対立の一方の項 parfaireが除かれ，更に78年には 2行全体が L'hon-

7. Huguet: Dictionnaire de Ia langue francaise du seizieme siecleによるJ
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neur en soit au trait de ces beaux yeux， Qui m'ont poli l'imparfait de mon ame に改

められ，意味も明確になり，引き締った表現になっているつ

.. l'incertain d'une idole gaillarde， 

Fut doulcement mon dormir a妊olant，(ibid.， CLIX) 

愛する女のおぼろげな姿が夢にそっと現われ， わが眠りを狂おしくする。 この l'incertain

には捨てがたし、味がある。この語にはいま一つ用例がある。

Tu bastiras sur l'ince付。indu sable， 

Et vainement tu peindras dans les cieulx: (ibid.， XJX) 

現在分詞から来た形容詞が名詞的に用いられた例もある。

Entre mes bras je rembrasse et retaste 

Son ondoyant en cent formes trompeur: (ibid.， CLVIII) 

〈夢の中では)，彼女を繰返し抱擁し，さわることもできるが，彼女の幻の姿はさまざまにゆ

らぐ波のようにしかと定まらない。前の l'incertain同様味のある sonondoyantが， 1567 

年，平板な sonvain portraitに置き換えられている。

Soyt pour jamais ce sous pir engra ve， 

Dans l'i・lnmo吋eldu temple de Memoyre， (ibid.， CLXXXII) 

この 2行は「恋愛詩集」巻末のソネの最後の 2行である。 Ronsardは「恋愛詩集」を閉じる

にあたって，この詩集で洩らした soupirが永遠に人々の記憶に刻まれることを Musesに念

じているのである。

「続恋愛詩集」においては r恋愛詩集」で数多く用いられていた形容詞の最上級の名詞

的用法は 1例も見当らなし、。その代り形容詞の比較級の名詞的用法が見られる。

Toutesfois quaud je pense un peu dans mon courage 

Que je ne suis tout seul des femmes abuse， 

Et que deρlus 1・usesen ont receu dommage， (Continuation， XVI) 

それでも心 (courage)の中で， 女にだまされたのは自分だけではなく， 自分よりもっと抜

け目のない男でもその害を被ったのだと考えるとの意。

Comme sage et plus vieil， donne moi quelque adresse， 

Pour eviter ce mal qui ma raison detruit. (ibid.， IV) 

賢者，先輩として，わが理性を狂わすこのわずらいを逃れるため，何か処方を授けてもらい

たいの意。

. ma douce inhumaine 
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Avecques elle， en s'en al1ant， enmaine 

Mon cぽ urcaptif de ses beaus yeux blesse. (ibid.， XXXVIII) 

Wartburgによれば， inhumaineの名詞的用法は Ronsardに始まると言う。 Ronsardが恋

人を madouce guerriereと呼んでいることは既に述べたが， ma douce inhumaineもそれ

に類する対立的表現であり 1-統恋愛詩集」にはいま一つ madouce contraire (ibid.， L V) 

が見られる。

V ous estes le seul bu t 0むvisemon courage， 

Et seulement en vous tout mon rond se parfait (ibid.， XV) 

円は完全・完成を意味する。御身はわが心の目ざす唯一の目標であり，御身においてのみ自

分は完全なものとなるの意である。 r統恋愛詩集Jにおける形容詞の名詞的用法はその数が

少なく，しかもごくありきたりのものばかりで，上に掲げた以外にあげるべきものはなL、。

「エレーヌJにおいては，形容詞の最上級の名詞的用法は 3例見られる。

…tousjours le fort le plus foibた surmonte，CHelene， Livre 1， XVII) 

J'avois desja passe le meilleur de ma vie， (ibid.， XXX) 

Voy son corps， des beautez le portrait et l'exemple， 

Qui ressemble une Aurore au plus beau d'un matin: (ibid.， Livre 2， III) 

この 3例はなるほど最上級には相違ないが，第 1例は強者が弱者に打ち勝つを意味し，二者

間の比較であり，第2例も特に強調，誇張的な表現ではなく r恋愛詩集」で見られたよう

な表現は結局第 3例のみである。

これ以外に rエレーヌJにおける形容詞の名詞的用法で特にあげなければならないもの

と言えば，次の 1例くらいであろう。

Entre l'aigre et le doux， l'esperance et la peur， (ibid.， LIII) 

複合形容詞 aigre-douxについては既に述べたが，ここでは aigreと douxを切り離し，相

方を名詞化して使用している。

以 tで Ronsardの3恋愛詩集における形容詞の名詞的用法の概観を終るが， 初期の「恋

愛詩集」においては，この用法は総数72の多くをかぞえ，その中で特に目立つのは最上級に

置かれた形容詞の名詞的用法で72例中20数例を占めている。ところが最上級の名詞的用法は

後の訂正でその多くが削られている。 Ronsardは初期の強度な，あるいは誇張的な表現を緩

和しようとしたものと思われる。 r統恋愛詩集Jでは，この最上級の名詞的用法は 1例も見

られず rエレーヌJでは 1例のみと著しい減少を示めしている。最上級の名詞的用法のみ

ならず，一般に形容詞の名詞的用法そのものも， r統恋愛詩集Jでは総数17，rエレーヌ」で
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は22と I恋愛詩集」の72例に比して，これまた著しい減少を示しているのである。

III 形容詞の副詞的用法

不定法の名詞的用法，形容詞の名詞的用法につづいて， Du Bellayは形容詞を副詞的に用

いるべきことを勧めている。~I1z combattent obstinez.'5T， ~Il vole leger.'5Tの如く，高IJ詞

obstineement， legerementに代って形容詞 obstinez，legerを用いるようにと言うのである。

言うまでもなくこの用法は， mentに終る副詞を用いるよりは， はるかに簡潔で引き締まっ

た感じを与える。 Brunotによれば， 古代の詩人たちの言いまわしを模倣したこの用法は，

既に Lemairede Belgesに，ある L、は MauriceSceveに見られる。しかしこの用法にあっ

ては，その形容詞がはたして副詞的に使用されたものかどうかを決定することは必ずしも容

易ではない。たとえば，

Lors (l'Aurore) ses cheveux 'Vergongneuse arracha， (Les Amours， LXXVIII) 

vergongneuseは主語l'Auroreに対-して同格的に置かれているが，恥ずかしく思った彼女は

と真に形容詞として用いられているのか，それとも vergongneusementの代りに副詞的に用

いられているのか定め難し、。 Ronsardが「恋愛詩集」で使用している形容詞の副調的用法は，
2 

このように形容詞・副3跡、ずれとも定め難いものから， galope bien fort (LIX)， La deux 

rubiz hault eslevez rougissent (CLX)の fort，haultなどごく普通のものまで合めて， 高ヲ

28例ほど見られる。

Ny le Soleil ne rayonne si beau， (ibid.， LIV) 

Chamardもあげている例であるが，

En lieu d'un Aigle， un soing ... 

Ronge goulu ma poictrine immortelle， (ibid.， XIII) 

鷲にあらずして，苦悩ががつがつとわが不死の胸をかじるの意。

Comme a son bord la marine salee， 

Qui lente va， lente revient ausi， (ibid.， CLX) 

岸辺にゆったりと寄せてはかえす波のようにの意である。

…ma vie est heureuse 

De s'escouler doulcement langoureuse， (ibid.， LXXXIII) 

langoureuseは副詞 doulcementで限定されているが， langoureuse自体ここでは副詞的に

1. Du Bellay: La Deffence et illustration， Livre 2， IX， S. T. F.恥1.， p. 161. 

2. galopeは命令形リ

:1.乳首を指す。
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用いられている q

「統恋愛詩集Jには， ζの語法は約13用いられている q

I1 me tira premier une fleche aceree 

Droict au c田 ur， (Continuation， II). 

I1は愛の神を指す。 premier，droictのようにごく一般的なものから，

Mais je ne change pas l'amour d'une maistresse， 

Qui， dans mon cu田 urcolee， eternelle me suit. (ibid.， IV) 

光蔭は矢の如く過ぎ，わが若さも日に日に失われてLぺ。この 2行はそれを受けて，しかし

変らないのは彼女に対するわが愛，その愛はわが心にくっつき，かたときも離れずわれにつ

き従う。この eternelleなど， Pleiade派の言う形容詞の副詞的用法の典型とも言えよう o

Une :fille d' Anjou me detient en servage， 

A laquelle baisant maintenant le tetin， 

Et maintenant les yeus endormis au matin， 

Je vy (comme l'on dit) trop plus heureus que sage (ibid.， III) 

これは DuBellayに贈ったもので， ロー?に滞在し， ラテン語の詩をも書いている Du

Bellayにひきかえ， Anjouの小娘にかまけている自分をうたったのである。

「エレーヌ」においては，

Je te regarday ferrne，…(Helene， Livre 1， XI) 

Regarde la marcher toute pensive… (ibid.， Livre 2， III) 

Mainte herbe vous cueillez en la saison plus tendre 

Pour me les envoyer， et pour soigneuse apprendre 

Leurs noms et qualitez， especes et valeurs， (ibid.， Livre 1， XXXV) 

など，およそ 8例が見られる口

「恋愛詩集Jの28例に対し， r統恋愛詩集Jの13例， rエレーヌJの8例と次第に減少して

L 、る。

IV . periphrase的表現

前述のように， Du Bellayは「擁護と顕揚Jの中で，詩においては換轍法 (antonomase)

なる技法を用いるよう勧めていた。彼は言う。換日訟法とはあるものの名をそれに回有な性質

4. これに似た用例に， Je crois que je mouroi' si ce n'estoit la Muse Qui d町aet dela fidelle m'acompaigne. 

Cibid.， XXII). 
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によって示すもので， そこに優雅さがある。 たとえば， Jupiter の代りに le Pere fou-

droyant， Bacchusの代りに leDieu deux fois ne， Dyaneの代りに laVierge chasseresseと

言うが如き場合であるo この技法は古代の詩人たちによって頻繁に用いられたが，フランス

人はそれをほとんど用いず，と言うよりそれを知らないのだ。だから，それをしばしば用い

るよう勧めたい。それに類するものに<tDepuis ceux qui voyent premiers rougir l' Au-

rore， jusques la ou Thetis recoit en ses undes le filz d'Hyperion ~式の表現がある。こ

れは<tDepuis l'Orient jusques a l'Occident ~の代りに用いられたもので，趣のある表現

であると O

これに対し， Barthelemy Aneauは「擁護と顕揚」攻撃のパンフレット QuintilHoratian 

において， 御身の挙げている例は antonomaseではなく periphraseであると非難してい
2 3 4 

る。では， antonomaseとは何か。 HenriMorier，ある L、は PaulRobertによれば，

a)ある人物(国有名詞〉を，その性格を要約する普通名詞または periphraseによって示

すこと。例:キケロの代りに l'orateurromainと言う場合。

b) 逆に，普通名詞の代りに固有名詞を用いること o {YIj: C' est un homme cruelの代り

に C'estun N仕onと言うが如き場合。

だとすれば， Du Bel1ayの挙げている例は， Aneauの言うように，単に periphraseと呼

ぶ方が適当なものが多いのかも知れなL、。 LouisHumbertも同様のことを言っている。
6 

Pleiade派の詩人たちには，直裁な表現よりは periphraseの方が「より暗示的lで、詩に趣を

そえるものと思われたのであろう。以下， Du Bellayが antonomase と称するものを合め

て， Ronsardの3恋愛詩集に見られる periphrase的表現を眺めることにするc

<tDepuis l'Orient jusques a l'Occident ~を意味する「最初に人びとが暁のしらむのを

見る所から……」式の表現としては 1恋愛詩集」に，

Des l'onde Ibere 0色 nostrejour s'abreuve 

Jusques au lict de son premier reveil， (Les Amours， LXII). 

D'un Oc話anqui nostre jour limite 

1. Du Bellay: La Deffence et illustration， S. T. F.恥1.， Livre 2， IX. 

2. Le Quintil Horatian ou la critique de la Deffence de ]. Ju Bellay. (Person編の「フランス語の擁護と

顕揚」に appendice として収録されている。〕 このパンフレツトは 1550年匿名で出された 3 長い間 Charles

Fontaineがその著者と考えられていたが，今日では BarthelernyAneau (1505 ?-1561) がその筆者であるこ

とは確認されているつ Aneauは詩人，醸史家にして， Lyonの Collegede Ia Triniteの校長。

3. Henri Morier: Dictionnaire de poetique et de rhetorique. 

4. Paul Robert: Dictionnaire alphabetique et analoεique de Ia Iangue francaise. 

5. Du Bellay: La Deffense et Illustration de la langue francaise， par Louis Hurnbert， p. 47:1. 

6. Charnard: Histoire de Ia Pleiade， Torne 4， p. 85. 
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Jusques a l'autre， ・・・ (ibid.， CLXII) 

の2例が見出される。第 1例は， 1567年， Des l'onde Ibere ou le Soleil s'abreuve， Jusqu' a 

l'autre onde ou il pert le sommeilと訂正され， 第2f7Uも， 1578年， Du bord d'Espagne， 

ou le jour se limite， Jusques a l'Indeと訂正され，意味が多少明瞭になったが，本質的に

は何の変化もない。

これに類する表現として，

Quand le soleil a chef renverse plonge 

Son char dore dans le sein du viei1lard， (ibid.， XL VIII) 

le vieillardは海神ネプトゥヌスを指す。 Muretによれば， Ronsardがネプトゥヌスを vieil-

lardと称したのは， 海の泡が白髪に似ているからか， むしろ古代人が水を万物の本源と考

えていたがためであろうと言う。そ ζで， le sein du vieil1ardとは海を指す periphraseで

あり，この periphraseが日没を意味する吏に大きい periphrase1-太陽がまっさかさまに金

色の馬車を海に沈める時Jの中に合まれているのである O

Quand le grand ail dans les Jumeaux arrive， (ibid.， CLXV) 

le grand偲 il (太陽〉が双児宮に到着する時， 即ち 5月18日を意味する。 これと対になっ

て，

. quand sa (du grand田 il)fuite obliquement tardive， 

Par le sentier qui roulle de travers， 

Atteint l' Archer，…(ibid.， CLXV) 

太陽が，斜めに走る小径(黄道帯〉を通って，ゆっくり斜めに遠ざかり，人馬官に到達する

時，即ち11月18日を指す。また，

Et soit Phebus attele pour marcher 

Devers le Cancre， ou bien devers l' Archer， (ibid.， XCIV) 

太陽が巨蟹官に向って，あるいは人馬宮に向って歩むため繋駕される時でも，即ち太陽が目

蟹宮に入るのは 6月17日であり，人馬宮に入るのは11月18日であるから，この 2行は夏であ

れ，冬であれの意になる。

「統恋愛詩集J，rエレーヌJの両詩集には，これに類する悠長な表現は見られなL、。ただ

し「エレーヌJには， r日の出」を意味する Quandle Soleil attache a ses chevaux la bride 

(Helene， Livre 1， L V)とし寸表現が見られる。

7. Muretの注参照， Oeuvres completes de Ronsard， par Va民anay，Tome 1， p. 212. 

8. ibid.， p. 140. および cf Ronsard: Oeuvres Completes， S. T. F. M.， Tome 4， p. 94， Note de Laumonier. 
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「恋愛詩集」における p仕iphrase的な表現を眺める時， まず目につくのは古代神話をふ

まえた例の多いことである。

Le pourpre esclos du sang Adonien~ (Les Amours~ CLXII) 

アドニスの血から生じた赤い花，アネモネを指す。

Du faux et vray la prompte messagere~ (ibid.~ XV) 

虚偽と真実の足ばやの伝達者，噂の女神 (Renommee)を意味する。

…le filz d' Alcméne~ 

Qui tout en feu s'assit entre les Dieux~ (ibid.~ CXXXIX) 

アルクメネを母として生れ，オイタ山上でわが身を焼こうとしたへラクレスを指す。

Vieil enchanteur des vieulx rochers de Thrace~ (ibid.~ LXIV) 

竪琴の妙なる音によって岩をも動かしたというトラキヤのオルフェウスを指す。

... toy qui scays des herbes le pouvoyr~ 

Et qui la playe au cu偲 urm~a faict avoyr~ (ibid.~ L VIII) 

薬草の効能に通じ，しかもわが心臓に傷をおわせた御身と言って~ Ronsardは恋人 Cassan-

dreと， アポロンから予言と医療の能力を与えられたカッサンドラ， ソネ 176番の冒頭で

Sぽ urde Paris~ la fil1e au roy d~ Asieと呼びかけているトロイの王プリアモスの娘，パリ

スのきょうだいであるカッサンドラ (Cassandre)とを完全に同一視しているのである。両

Cassandreは「恋愛詩集」でしばしば同一視されている。

次の例においては， J:に掲げた例に比して，古代神話の利用が巧みになり，それだけに難

解になっていると言えよう。

Dieu medecin~ si en toy vit encore 

L~antique feu du Thessale arbrisseau~ (ibid.~ CLXI) 

Muret は~ 1553年「恋愛詩集」の再版に付した注において， この 2 行に関し~ Dieu mede・

cin: I最初に医術を発明したアポロンを指すJ~ Du Thessale arbrisseau: I月桂樹に変えら

れたテッサリアの娘ダフネ」と，これだけの解説を加えている。アポロンよ，御身の裡に今

なお月桂樹に変えられたテッサリアの nympheダフネに対する昔の思いが消えずに残って

いるならの意。

難解と言えば，次に~ periphrase的表現ではないが，古代神話に対する晦渋な allusionの

例を掲げよう。

Et (je) veulx encor de ma palle couleur~ 

Dessus le Loyr enfanter une fleur， 
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Qui de mon nom et de mon mal soit peinte~ (ibid.， XVI) 

なおまた私は， ロワール川のほとりに， この蒼白い顔からーもとの花一私の名前と苦悩とが

描かれている花を咲かせたいの意、である。ソネ 162 番に~ Le triste ai ai du Telamonienと

いう 1行が見られる。テラモンの息子アイアスはアキレウスの武具を獲得できず自来したが，

その血のしたたった所にー輸の花が咲き，花ぴらには AIの二字が書かれていた。 AIはア

イアスの最初の 2字であり， 同時にギリシャ語で Helasを意味する。_1:の Quide mon 

nom et de mon mal soit peinteはこのアイアスの話をふまえているのである。

次の例になると，晦渋さが一段と加わる。

Nombril de qui l'honneur merite bien， 

Qu' une grand' ville on lui bastisse encore: (ibid.， LXVII) 

nombri1に呼びかけている。御身の栄誉ゆえに， (その名を冠した〉大きな町が建てられる

に価する nombri1よと q このソネ67番は， Weberも言うように，女体に対する一種の Bla-

sonなのだ。 Muretの注によれば， ユピテルが生れた時， 彼の nombril(ギリシヤ語では

omphalos)がその地に落ちたところから，クレータの一平原が Omphalionと呼ばれたとい

うカリマコスの伝える話をふまえているのである。 Ronsardは古代神話の濫用による晦渋さ

を非難されたのも当然とぎわねばならない。

その他， le五Isde Rhee (ibid， XXXII，サトゥルヌスとレアの子ユピテルを指す)， le 

Duc Grec (ibid.， LXXI，アキレウスを指す。 duc:chef militaire)， あるいはl'escrivain 

de la mutine armee (ibid.， LXXI，ホメロスのこと〉など古代神話をふまえた簡単な peri岨

phraseなら，その数は多い。

次に，古代神話と関係のなし、，普通の periphrase的表現にふれておくり

Ce ris plus doulx que l'auvre d'une abeille， (ibid.， CX) 

l'白uvred'une abei1leは言うまでもなく蜂蜜を意味する。

Heureux ceulx la dont la terre a les 02， 

Heureux vous rien， que la nuict du Chaos 

Presse au giron de sa masse brutalle! (ibid.， XL VII) 

第 1行の ceulxla dont la terre a les ozも，第2行の vousrien， que la nuict du Chaos 

も死者を意味することは言うまでもない。

Soubz les toysons d'un hyver eternel， (ibid.， CXXXVIII) 

9. Muretの注参照， ibid.， p. 209， p. 20. 

10. Ronsard: Les Amours， par Weber. 
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雪の下にの意である。 1584年に， Du faix negeux d'un hyverるternelと訂正され，視覚的

な表現の面白さが失われている。

Ces doubles liz doublement ar宮entez，

Ces diamantz a double ranc plantez 

Dans le coral de sa bouche vermei11e， (ibid.， CX). 

第 1行，第 2行とも歯を指しているが，これらも一種の periphrase的表現と見なすことが

できょう。

「統恋愛詩集Jにおいては， periphrase的表現はその数が著しく減じ，ほとんどの場合古

代神話と結びついていて，しかも簡単な表現ばかりである。

Des presens des neuf Seurs soit en toute saison 

Pleine toute ma chambre， et pleine ma maison， (Continuation， XXII) 

neuf Seurs (ミューズ〉の贈り物即ち詩を意味する。

E， di， ne crains-tu point la troupe vengeresse 

Des Saurs， qui puniront ton crime apres la mort? (ibid.， XLIX) 

復瞥の 3女神アレクト，メガイラ，ティシポネを指す。

その他， la Deesse Qui tient Cypre en ses mains (ibid.， LII，キュプロスで崇拝されて

いた Venusを指す)， celle-la qui d' Amour est la mere (ibid.， LXVII，愛の神クピード

の母即ち Venus)， l'enfant de Cytheree (ibid.， II， V enusの子クピード〉などきわめて簡

単なもので I統恋愛詩集」における periphrase的表現は上に掲げた数例につきょう。

なお「続恋愛詩集」には次のような一種の antonomase的な表現が見られる。

Es tu quelque Busire， ou Cacus inhumain， 

Pour te souler ainsi du pauvre sang humain? (ibid.， XLIX) 

御身は人間のあわれな血をかくの如く腹一杯吸うとは，プーシリスあるいは怪物カークスの

如くむごい人なのかの意。

前述のように I統恋愛詩集」における p白iphrase的表現のほとんどが古代神話に結び

ついているが，同詩集では I恋愛詩集」に比して，古代神話の使用が著しい減少を示して

11. Venusは Cythera島で崇拝されたところから， ローマ人は Venusを Cytherea(Cythe詑e)と呼んだο

CLaumonierの注参照)

12. ブーシリスはギリシヤ神話中のエジプト王，彼は機僅を被うため，毎年外国人一人をゼウスの祭壇に犠牲とし

て捧げた。

13. カークスは口ーマの Aventinusの丘の澗窟に住む怪物で，三つの頭を持ち，三つの口から火を吹いた。(高津

春繁:ギリシア・ローマ神話辞典工
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いる。 Laumonier は~ Pithon vous feit la vois a nulle autre pareil1e (ibid.， X，説得の

女神ベイトーは御身に比類なき戸を与えた〉に注を付して「少女あがりの悶舎娘に，いやた

とえ町の娘であっても，この詩句が理解できたか疑わししリと言っているが，田舎娘 Marie

をうたった「統恋愛詩集」において古代神話の使用が減少を示しているのは当然であろう口

しかし，同詩集に収められた詩篇がことごとく MarieをうたったものではなL、。 Cassandre，

その他友人たちに宛てられた詩も少なくなし、同詩集の全ソネ作品70篇のうち，古代神話を

使用しているソネは， Venusの名が 1度出るだけのも含めて， 26篇である D この中で，明ら

かに Cassandreに宛てたものが 4篇， Belleau， Jodelleなど友人に宛てたのが 6篇， 1557年

に削除されたソネ 1篇， 78年に削除されたもの 4篇。残る11篇のうちで明らかに Marieに

宛てたものは 4篇である。これら 4篇においては，古代神話の使用は愛の神と矢といったい

ずれも簡単なものばかりである。 したがって r統恋愛詩集Jが Marieだけにしぼられて

いたなら，神話の使用が更に減少していたであろう。

「エレーヌへのソネ」における periphrase的表現に移ろう O 前述のように， 日の出を;音、

味するやや長い periphrase~ Quand le Soleil attache a ses chevaux la bride ~ (Sonets 

pour Helene， Livre 1， LV)，ある L、は~la Lune ocieuse Tourne si lentement son char 

tout a l'entour， ~ (ibid.， Livre 2， XXIII)などが時に見られるが 1-エレーヌ」において

は，~Dés l'aube jusqu' au soir que le Soleil se plonge (ibid.， Livre 1， XXVII)のよう

に， たとえ余計な遺物 quele Soleil se plongeがついてはいても，表現が一般に直裁にな

っていると言えよう O したがって， peri phrase的表現の数も少し簡単なものばかりである。

~ ceste voix sans corps ~ (Livre 1， XVIII， Echoの意、)， ~celle qui a Mars des sien-

nes allaite ~ (Live 1， L V，マールスを自分の乳房で育てた女即ちマールスの母ユーノを指

す)， ~ la Deesse de Gnide (ibid.，小アジアのクニドスで崇拝されている Venus)，その他，

神話と関係のない普通の periphraseとしては， ~vos troupeaux frisez de blanche laine~ 

(livre 2， L，羊の群を言う〉などが見られる。なお，次の 1行は一種の antonoII)aseと言え

ないだろうか。

Je suis ton Promethee， et tu es mon Vautour. (Livre 1， XLVIIII) 

Ronsardは自分を苦しめる恋人 Heleneを禿鷹に， 自分をその禿鷹の犠牲者プロメテウス

になぞらえているのである。

高い教養を身につけた Heleneをうたった「エレーヌへのソネJにおいては， 田舎娘

Marieをうたった「続恋愛詩集」におけるよりも，古代神話の使用が多く，複雑になってい

14. Ronsard: Oeuvres completes， S. T. F. M.， Tome 7， p. 127，Note de Laumonier. 
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るのは言うまでもなL、。 Iエレーヌ」には，次のような一見それと分らないさりげない古代

神話への allusionが見られる。

乱10nsouhait n'adviendra， puis qu'en vivant je voy 

Que mon amour rne trompe， et qu' il n'αpoint de frere. (Livre 1， V) 

Weberによれば， frere de l' Amourとは Ant針。sを指し， I相愛」のシンボルであると言

う。もっとも「恋愛詩集」にも， un Amour sans ji-ere ne croyst point (Les Amours， 

LXXXIII)という表現が見られる。

なお Ronsardは I恋愛詩集」で恋人 Cassandreをトロイの王女カヅサンドラと同一視し

たように Iエレーヌ」においては Heleneをトロイ戦争の原因となったギリシヤのへレネ

ーと全く同一視しているc

Nom (Helene)， malheur des Troyens， sujet de mon souci， (Livre 1， III) 

前述のように「エレーヌ」における古代神話の使用は「統恋愛詩集Jにおけるより多いと

はいえ， r恋愛詩集」のそれに比すれば，遥かにその数は少なし「恋愛詩集」におけるほど

悔渋な古代神話への allusionは見られなL、。

結論

Ronsardは死後 Malherbe，Boileauによって徹底的に叩かれた。彼はそうした非難に価

するだろうか。今日の Ronsard研究は概ね，前述の如く， Ronsardに対する17世紀の非難

を不当とし，両者間のギャップを否定する方向にある O また両者間の連続を実証的に論証す

る試みも見られる。かかる論証の多くは Ronsardの初期作品「オード 4部集J， r恋愛詩

集Jに作者自身後に加えた訂正を採り， そこに Ronsardの17世紀的方向への発展を捉えよ

うとしている。この方法は初期の作品に見られる大胆な用語やイマージュ，晦渋な表現など

が後の訂正でどう改められているかを問題にする。 Ronsardの初期の作品には大胆な造語が

数多く用いられていると言われるが，はたして初期の作品に大胆な造語がどのように用いら

れているかが組織的に調査されているであろうか。なるほど Lexiquede Ronsard， La 

Langue de la Plるiadeなどの語集集はあるが，各作品に即して用語の実態が明らかにされて

いるようには思えなし、。用語の問題は Ronsard派の運動において大きな比重を占め， しか

もそれは17世紀の Ronsardに対する非難の主要目標の一つであった。

そこで筆者はまず Ronsardの用語の実態， 殊に初期の作品におけるそれを明らかにする

必要があると考えた。それを明らかにすることは，単に17世紀の Ronsard非難の当・不当

を考えるためのみならず， Ronsard研究全般にとっても必要なのは言うまでもなし、。しかし
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小論においては，狭く前者に問題をしぼり，初期の作品には17世紀から非難されてしかるべ

きどんな語が用いられているかを調べ，同時に variantesのみならず，それらの語ないしは

それに類する語が中期，後期の作にも同様に使用されているか否かを調査することにした。

幸い恋愛詩集には初期，中期，後期に属する「恋愛詩集J，r統恋愛詩集J，rエレ{ヌへのソ

ネJがあり，ジャンノレが同じで相互を比較するにも好都合であるから，それらの 3詩集を取

上げた。ではある語が17世紀から非難されてしかるべきか否かを何を基準に判断すればよい

か。小論の始めに述べた理由により Academie の辞書の初版を基準として取上げ， それ

に出ていない語は一応 17世紀から非難される可能性があるものと考え， まず 3恋愛詩集に

Academieにない語がどれだけ用いられているかを調べた。 Academieにない語の数は前期

の「恋愛詩集」に比し「統恋愛詩集」では約半分近い値を示し rエレーヌJでは更にそれ

より減じていたD ついで 3詩集に使用されている Academieにない語をできる限り原文に

即して具体的に検討を加えた。

その結果 3恋愛詩集で使用されているそれらの語はほとんど頻度 1で，そうむやみに使

用されてはいないこと。 後の訂正で削除された語も多いこと。 それらの語の大半は， 既に

Ronsard以前に誰かが用いていて， Ronsardの造語と考えられる語はごく限られた数であ

ること o 各項目に掲げた型に属する語は中期，後期と時代が下がるにつれ著しく減じている

か，あるいは皆無になっていることなどが明らかになった。それらの語が「統恋愛詩集」に

おいて激減していることは調査を待つまでもないかも知れないが r恋愛詩集Jと同じく

Petrarca詩風に立つ「エレーヌ」において「統恋愛詩集」より吏に減じている事実は注目に

価する。

初期の「恋愛詩集Jにあっても，文字通り大胆な造語はごく僅かしか見られないが，それ

でも見方によっては Ronsardは非難に価すると思われるかも知れない。非難するのは各自

の自由であるが，非難するに当つては， Academieにない奇妙な語は中期から後期へと激減

している事実を考慮しなければならない。この事実は，少なくとも必愛詩に関する|浪り，後

期へと時代が進むにしたがい，用語の面では17世紀との差が著しく減じて来ている p つまり

Ronsardが17世紀に接近している ζ とを示しているO

言うまでもなく，恋愛詩だけにとどまらず， Ronsardの他の作品においても同様の事実が

認められるかどうか調査しなければならない。また， Ronsardに対する17世紀の非難の当・

不当を判断するためには， Ronsardの用語のみではなく，イマージュ，言いまわしその他広

く彼の文体を採らなければならなL、。小論においては， Du Bellayの説く文体の高揚に関す

る項目をも取上げているが， それはあくまでも Ronsardの用語に関連する面におL、てのみ

-122-



文体の一部を問題にしているのであって， Ronsardの文体を広く取上げているのではない。

小論では第一段階として用語の問題が中心になっている。用語の調査を恋愛詩集以外に拡げ

ることおよぴ Ronsardの文体に関する調査は今後に残された課題としたし、。

1. Du Bellayの項目にあるから参考のため付随的に periphrase的表現を取上げたが， これは専ら文体に関す

ることがらである ω
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Introduction a l' etude de Ronsard 

par Itaru HONJO 

Ronsard， apres sa mort， au XVIIe siecle， blame durement par des legislateurs du 

classicisme francais， Malherbe， Boileau etc.， a自己 condamnea l'oubli， ou plutot a 

une meconnaissance presque complete pendant plus de deux siecles. Sur la foi de 

ces reproches， on a cru longtemps que Malherbe ne devait rien a la Pleiade et a ses 

successeurs， et qu'il n'y avait rien de commun entre la poesie classique francaise et 

celle du XVle siecle. Ronsard mるrite-t・.il vraiment ces reproches? Comme le fameux 

passage de Boileau l'indique， les reproches lances contre Ronsard par le XVIIe siecle 

porte avant toutes choses sur son vocabulaire. 

Ronsard a sans cesse remanie ses oeuvres. Quelques erudits ont essaye de demontrer， 

par un examen minutieux des corrections apportees par Ronsard a ses oeuvres， que 

Ronsard， dans les remaniemehts de ses oeuvres， marchait sans le savoir vers la reforme 

de Malherbe. Dans ses remaniements， Ronsard a retranche， dit-on， bien des mots hardis 

qu'il avait employes dans ses premieres oeuvres. Alors， quels sont ces mots hardis qu'il 

a employes et qui justifient ces reproches? Je ne crois pas que des recherches 

systematiques et approfondies sur ce domaine ait ete faites. Nous avons， en e妊et，le 

“Lexique de Ronsard" par Mellerio et “La Langue de la Pleiade" par Marty-Laveaux， 

mais ces livres sont defectueux， selon les mots de Chamard， parce que celui de Mellerio 

fonde sur le texte peu sur de l'edition de Blanchemain et ceux de Marty-Laveaux sur 

le dernier texte de chacun des poetes， ne tiennent pas compte， en general， des lecons 

primitives. Au moyen de ces livres， il est impossible de juger du veritable emploi des 

mots dans les premieres oeuvres de Ronsard. 

J e me suis donc propose dもtablirun inventaire fidele des mots de Ronsard fonde 

sur son texte original. Dans ce m己moire，pourtant， j'ai borne mes recherches a trois 

oeuvres d' Amour (Les Amours， 1552; Continuation des Amours， 1555; Sonets pour 

Helene， 1578) et j'ai montre d'abord quels mots blamables Ronsard avait employes dans 

l'une de ses premieres oeuvres (Les Amours)， et ensuite， quel emploi il en avait fait 

dans son oeuvre de l'age mur (Continuation) et dans celle de sa vieillesse (Helene). 

Et alors， comment distinguer les mots qui meritent les reproches de XVIIe siecle? J'ai 

donc fait appel a la premiere 剖itiondu Dictionnaire de l' Academie francai:ヨe(1694). 

“Ce dictionnaire n'est pas parfait et presente bien des defauts assez gra 
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le XVIIe siecle. 

On trouve， dans “Les Amours "， 252 mots non admis contre 2168 mots admis， dans 

“Continuation" 84 mots contre 1379 mots， et dans “Helene" 91 mots contre 1801 mots. 
252 mots 84 mots 91 mots 

Les Amours: ~<J;o '~'-'_~:~ 0.116; Continuation: 1 :;;:;0 U~~:_ 0.060; Hel . 2168 mots ~.~~~， ~'-'UUU""~H~'-'U. 1379 mots v.vvv， .L.I."'''U'' ， 1801 mots 

=0.050. La proportion des mots non admis par rapport a ceux admis， dans “Continua-

tion "， est moins de la moitie de celle des “Amours ". Celle de “Helene" est encore 

moins importante que celle de “Continuation ". Ce fait montre que les mots employes 

par Ronsard se sont rapproches， avec l'age， de ceux du XVIIe siecle. 

Dans la deuxieme partie de ce memoire，en examinant chacun des mots non admis 

de ces trois Amours， j'ai montre que Ronsard， au moins dans ces trois oeuvres， n'abusait 

pas de mots hardis， et que la plupart de ces mots etaient deja employes longtemps 

avant lui. 
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